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我
々
の
非
力
さ
を
痛
切
に
感
じ

さ
せ
る
も
の
で
し
た
。『
公
衆

衛
生
学
』
や
『
疫
学
』
の
意
義

の
重
大
さ
を
あ
ら
た
め
て
認
識

さ
せ
ら
れ
る
処
で
す
。

　

し
か
し
そ
の
中
に
あ
っ
て
、

日
本
の
社
会
が
奈
良
朝
以
来
の

千
三
百
年
余
の
歴
史
を
持
ち
、

貴
族
や
武
家
な
ど
に
よ
る
封
建

制
度
を
経
て
近
世
を
迎
え
て
い

る
社
会
組
織
の
中
で
は
、『
公

序
良
俗
』
が
よ
く
保
た
れ
て
き

た
証
左
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
す

な
わ
ち
、
国
家
と
し
て
の
体
制

を
乱
さ
ず
、
身
勝
手
な
個
人
行

動
を
戒
め
て
、
可
能
な
限
り
良

識
あ
る
国
民
と
し
て
行
動
す
る

習
性
を
身
に
着
け
て
い
る
よ
う

に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

発
し
、
あ
る
い
は
難
病
の
診
断

や
治
療
に
取
り
組
み
、
国
際
的

評
価
を
受
け
た
先
輩
も
多
数
お

ら
れ
ま
す
。
日
本
医
師
会
長
と

し
て
我
が
国
の
医
療
を
リ
ー
ド

し
て
こ
ら
れ
た
先
輩
も
お
ら
れ

ま
す
。
皆
さ
ん
も
こ
れ
か
ら
も

努
力
を
重
ね
こ
れ
ら
諸
先
輩
に

続
い
て
、
医
療
界
に
足
跡
を
残

す
医
師
と
し
て
成
長
す
る
よ
う

心
よ
り
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

近
年
の
大
地
震
・
津
波
な
ど

の
自
然
災
害
で
、
我
が
国
は
甚

大
な
被
害
を
う
け
ま
し
た
が
、

本
年
頭
か
ら
の
新
型
肺
炎
の
世

界
規
模
の
感
染
拡
大
は
百
年
に

一
度
の
重
大
な
災
厄
で
あ
り
、

来
の
18
年
間
の
教
育
期
間
の
終

了
を
迎
え
、
安
堵
の
念
を
抱
い

て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
し

か
し
そ
れ
以
上
に
諸
君
の
ご
家

族
に
と
っ
て
は
、
待
ち
か
ね
た

日
で
あ
り
、
ま
た
医
学
部
教
授

陣
を
は
じ
め
教
育
に
当
た
っ
た

指
導
教
官
た
ち
に
も
嬉
し
い
一

時
で
す
。
こ
れ
ま
で
永
年
ご
子

弟
に
注
が
れ
た
親
族
と
し
て
の

令和２年度　ゐのはな同窓会総会　中止

　済
わた

陽
よう

高
たか

穂
ほ

ゐのはな同窓会長より４月に発出されました
急告により、令和２年度ゐのはな同窓会総会を中止いた
します。そのため、総会議案を書面表決にて行うことと
し、15、16面に書面表決資料を掲載いたしました。同封の
ハガキ（書面表決書）にご記入の上、８月11日（必着）
までに投函してください。

急告　ゐのはな同窓会員　各位
　新型コロナ肺炎の世界的感染拡大の中、日本国内の感染者
数の増加も認めております。政府ならびに関係省庁の方針に
則り４月～７月までの４か月間、会合の自粛を致します。

１．ゐのはな同窓会総会の中止
２．付随する、理事会、総務会の休会
３ ．各種議案の審議、決定及び会員への通知は、メールや郵
送とし随時、会員諸氏のご意向を反映させるものとする

　以上の方針とし、資料郵送その他により補完する所存です。
　なにとぞご理解のほど、お願い申し上げます。

　　令和２年４月２日
 千葉大学ゐのはな同窓会　
 会長　済陽　高穂　

※ 会報184号は、５月発行予定でしたが、総会議案を掲載し書面表
決を行うため、７月発行とさせていただきました。

　

本
日
は
皆
さ
ん
、
卒
業
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
大
学
の

修
業
課
程
を
す
べ
て
修
了
し
、

ま
た
長
か
っ
た
小
学
校
入
学
以

愛
情
や
、
後
輩
へ
の
ご
薫
陶
に

対
し
、
心
よ
り
感
謝
致
す
次
第

で
す
。

　

諸
君
が
こ
の
亥
鼻
台
で
学
び
、

ま
た
学
園
で
の
ク
ラ
ブ
活
動
の

一
環
と
し
て
、
青
春
の
友
情
を

育
ん
だ
日
々
は
、
何
物
に
も
代

え
が
た
い
珠
玉
の
宝
物
と
し
て
、

生
涯
皆
さ
ん
の
心
の
中
に
輝
き

続
け
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

縁
あ
っ
て
ゐ
の
は
な
同
窓
会

員
に
な
っ
た
わ
け
で
す
が
、
我
々

同
窓
会
は
常
に
、
皆
さ
ん
の
た

め
に
何
が
し
か
お
役
に
立
ち
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
同
窓
会

は
い
わ
ゆ
る
親
睦
団
体
で
あ
り
、

そ
の
目
的
と
す
る
所
は
『
医
道

の
昂
揚
と
会
員
の
親
睦
』
で
あ

り
ま
す
が
、
年
３
回
、
会
報
を

発
行
し
て
医
学
部
な
ら
び
に
同

窓
会
員
の
動
静
や
活
動
状
況
を

つ
ぶ
さ
に
報
告
し
て
い
ま
す
。

ま
た
ゐ
の
は
な
同
窓
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
も
充
実
し
、
各
自
の

パ
ソ
コ
ン
で
閲
覧
可
能
で
あ
り

ネ
ッ
ト
で
最
新
の
情
報
も
発
信

し
て
お
り
ま
す
。
診
療
の
合
間

に
閲
覧
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お

願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ

の
他
、
附
属
図
書
館
亥
鼻
分
館

へ
の
支
援
、
運
動
部
・
文
化
部

な
ど
課
外
活
動
・
東
日
本
医
科

学
生
総
合
体
育
大
会
へ
の
助
成

な
ど
幅
広
い
賛
助
活
動
を
実
施

し
て
お
り
、
ま
た
関
東
各
都
県

や
そ
の
他
の
支
部
で
の
会
員
活

動
も
積
極
的
に
支
援
し
て
い
ま

す
の
で
、
各
県
で
勤
務
さ
れ
る

皆
さ
ん
は
、
所
属
す
る
支
部
と

連
絡
を
密
に
し
て
、
そ
の
活
動

に
参
加
・
協
力
し
て
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

千
葉
大
学
開
学
１
３
５
周
年

事
業
と
し
て
、
同
窓
会
員
総
意

の
も
と
に
、
多
額
の
浄
財
を
募

り
、
新
同
窓
会
館
が
５
年
前
に

完
成
し
ま
し
た
。
会
員
の
母
校

愛
の
象
徴
と
し
て
こ
れ
か
ら
も

末
長
く
活
用
さ
れ
る
よ
う
希
望

し
て
お
り
ま
す
。

　

わ
が
千
葉
大
学
医
学
部
は
、

開
学
１
４
６
年
の
歴
史
を
有
し
、

優
秀
な
研
究
者
あ
る
い
は
熱
意

溢
れ
る
臨
床
医
を
数
多
く
輩
出

し
て
き
ま
し
た
。
不
治
の
病
に

挑
み
独
創
的
な
手
術
方
法
を
開

総
会
開
催
中
止 
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〜
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〜
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紹
介
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〜
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追
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文 
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紹
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・
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課
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〜
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史
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ホ
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と
う
ご
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い
ま
し
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。
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令
和
元
年
度

�

千
葉
大
学
医
学
部　

卒
業
・
祝
辞

令
和
２
年
３
月
23
日
（
月
）

ゐ
の
は
な
同
窓
会
長　

済わ
た

陽よ
う　

高た
か

穂ほ

（
昭
45
）

（
次
面
に
続
く
）

令
和
２
年　

春
の
叙
勲
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双
光
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肝
胆
膵
外
科

　

高
野　

重
紹
（
平
９
）

 

（
医
学
研
究
院
助
教
よ
り
）

泌
尿
器
科

　

今
村　

有
佑
（
平
16
）

 

（
医
学
研
究
院
助
教
よ
り
）

皮
膚
科

　

猪
爪　

隆
史 

（
山
梨
医
大
・
平
10
）

 

（
山
梨
大
医
講
師
よ
り
）

小
児
外
科

　

中
田　

光
政
（
平
12
）

 

（
同
助
教
よ
り
）

人
工
腎
臓
部

　

服
部　

憲
幸
（
平
14
）

 

（
同
助
教
よ
り
）

冠
動
脈
疾
患
治
療
部

　

北
原　

秀
喜
（
平
14
）

 

（
循
環
器
内
科
助
教
よ
り
）

他
大
学
教
授

北
里
大
学
病
院

乳
腺
・
甲
状
腺
外
科

　

三
階　

貴
史
（
平
８
）

国
際
医
療
福
祉
大
学
成
田
病
院

循
環
器
内
科

　

舘
野　
　

馨
（
平
７
）

呼
吸
器
内
科

　

寺
田　

二
郎
（
平
21
院
）

獨
協
医
科
大
学

埼
玉
医
療
セ
ン
タ
ー

外
科

　

吉
富　

秀
幸
（
平
２
）

病
院
長

国
際
医
療
福
祉
大
学
成
田
病
院

　

宮
崎　
　

勝
（
昭
50
）

香
取
・
お
み
が
わ
医
療
セ
ン
タ
ー

　

桑
原　

憲
一
（
信
州
大
・
平
元
）

講
師

画
像
診
断
・
放
射
線
腫
瘍
学

　

横
田　
　

元
（
平
17
）

 

（
同
助
教
よ
り
）

分
子
腫
瘍
学

　

星
居　

孝
之
（
近
畿
大
・
平
14
）

　

 （
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
医
学
助

教
よ
り
）

長
寿
医
学

　

中
西　

未
央
（
東
京
大
・
平
15
）

　

 （
マ
ク
マ
ス
タ
ー
大
学
よ
り
）

医
学
教
育
学

　

横
尾　

英
孝
（
平
17
）

 

（
附
属
病
院
助
教
よ
り
）

糖
尿
病
・
代
謝
・
内
分
泌
内
科

　

小
出　

尚
史
（
福
井
医
大
・
平
11
）

 

（
同
助
教
よ
り
）

呼
吸
器
内
科

　

岩
澤
俊
一
郎
（
平
14
）

　

 （
寄
附
講
座
特
任
准
教
授
よ
り
）

循
環
器
内
科

　

近
藤　

祐
介
（
北
里
大
医
・
平
18
）

　

 （
医
学
研
究
院
特
任
助
教
よ
り
）

　

髙
岡　

浩
之
（
平
14
）

 

（
同
助
教
よ
り
）

ど
う
か
ご
安
心
下
さ
い
。

　

さ
て
、
千
葉
県
は
、
昨
年
２

度
の
大
き
な
台
風
に
見
舞
わ
れ

ま
し
た
。
今
は
、
刻
一
刻
と
増

え
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
患
者
の
報
を
耳
に
し
な
が

ら
こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
ま
す
。

こ
の
１
年
間
ほ
ど
、
危
機
管

理
・
災
害
対
応
の
重
要
性
を
意

識
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

千
葉
県
の
医
療
に
お
け
る
当
院

の
役
割
を
改
め
て
認
識
し
つ
つ
、

危
機
に
強
い
病
院
・
組
織
の
あ

り
方
を
求
め
続
け
る
必
要
性
を

感
じ
る
次
第
で
す
。

　

千
葉
大
学
病
院
は
、
１
８
７

４
年
に
共
立
病
院
と
し
て
設
立

さ
れ
て
か
ら
、
間
も
な
く
１
５

０
周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
ま

で
、
多
く
の
先
輩
方
の
ご
努
力

に
よ
り
築
か
れ
て
き
た
伝
統
を

受
け
継
ぐ
と
と
も
に
、
新
た
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
加
え
、
次
の
１

５
０
年
も
さ
ら
に
輝
く
こ
と
の

で
き
る
病
院
に
育
て
て
い
か
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に

は
、
何
よ
り
職
員
が
誇
り
と
や

り
が
い
を
も
っ
て
働
け
る
場
で

あ
る
こ
と
が
大
切
と
考
え
、
皆

で
心
ひ
と
つ
に
、
よ
り
良
い
環

境
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

元
々
浅
学
菲
才
の
身
で
は
ご
ざ

い
ま
す
が
、
同
窓
会
の
先
生
方

に
は
、
尚
一
層
の
ご
指
導
・
ご

鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
よ
り

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

の
期
待
に
応
え
る
よ
う
努
力
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

諸
君
が
、
こ
の
亥
鼻
台
で
学
び
、

よ
き
友
、
よ
き
恩
師
を
得
て
、

誇
り
を
忘
れ
ず
医
療
界
に
貢
献

す
る
医
師
と
し
て
さ
ら
に
成
長

さ
れ
る
こ
と
を
祈
っ
て
お
り
ま

す
。
本
日
は
ま
こ
と
に
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
令
和
元
年
度
卒
業
証
書
伝
達

式
は
中
止
さ
れ
ま
し
た
。）

国
民
の
こ
と
の
み
を
思
わ
れ
て

い
た
こ
と
が
、
印
象
に
残
っ
て
い

ま
す
。
安
倍
晋
三
首
相
も
こ
の

数
か
月
間
の
国
難
に
対
し
、
心

の
中
で
祖
父
・
岸
首
相
を
思
い

浮
か
べ
て
、
英
断
を
下
さ
れ
た

ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

諸
君
が
医
師
と
な
り
、
良
い

環
境
に
恵
ま
れ
て
医
学
の
研
鑽

が
積
め
る
よ
う
、
心
よ
り
願
っ

て
い
ま
す
が
、
常
に
患
者
さ
ん

　

約
30
年
前
、
東
京
女
子
医
科

大
学
病
院
で
約
３
か
月
間
、
岸

信
介
元
首
相
（
故
人
）
の
受
け

持
ち
に
な
り
、
そ
の
謦け
い

咳が
い

に
接

し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
朝
・

夕
の
回
診
時
、
ご
自
分
の
病
状

に
つ
い
て
は
全
く
意
に
介
せ
ず
、

『
君
た
ち
朝
早
く
か
ら
大
変
だ

ね
。
社
会
が
安
定
し
て
日
本
国

民
は
幸
せ
か
ね
？
』
な
ど
常
に

供
し
、
患
者
、
職
員
と
家
族
、

そ
し
て
社
会
か
ら
信
頼
、
尊
敬

さ
れ
、
親
し
ま
れ
る
病
院
と
な

る
よ
う
努
め
る
所
存
で
す
。

　

高
度
な
医
療
の
実
践
、
そ
の

担
い
手
と
な
る
人
間
性
豊
か
な

医
療
人
の
育
成
と
い
う
使
命
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
大
学
病
院

が
国
民
に
評
価
さ
れ
期
待
さ
れ

て
い
る
の
は
、
今
は
治
す
こ
と

の
で
き
な
い
病
気
を
克
服
し
、

明
日
の
医
療
を
切
り
拓
く
研
究

の
推
進
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

臨
床
研
究
中
核
病
院
と
し
て
の

立
場
を
最
大
限
活
か
し
、
新
し

い
診
断
法
や
治
療
法
を
創
出
、

人
類
に
貢
献
で
き
る
研
究
力
を

one team

と
な
っ
て
向
上
す

る
こ
と
に
、
力
を
尽
く
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

来
年
（
令
和
３
年
）
１
月
に

　

令
和
２
年
４
月
１
日
よ
り
、

山
本
修
一
病
院
長
の
後
任
を
拝

命
い
た
し
ま
し
た
。
甚
だ
微
力

で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
精
一
杯

そ
の
任
務
を
全
う
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
何
と
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
内
科
医
と
し
て
診

療
・
研
究
・
教
育
を
行
う
一
方
、

宮
崎
勝
先
生
・
山
本
修
一
先
生

の
下
、
副
病
院
長
と
し
て
９
年

間
、
病
院
の
運
営
に
携
わ
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
経
験
を

糧
に
、
患
者
さ
ん
の
側
に
立
っ

て
良
質
か
つ
適
切
な
医
療
を
提

は
、
地
下
３
階
、
地
上
６
階
の

新
し
い
中
央
診
療
棟
が
オ
ー
プ

ン
し
ま
す
。
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手

術
室
や
充
実
し
た
救
急
・
集
中

治
療
施
設
、
現
状
の
２
倍
の
放

射
線
治
療
装
置
な
ど
を
擁
し
、

さ
ら
な
る
診
療
機
能
の
充
実
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。
そ
し
て
同

年
、
そ
の
西
側
に
隣
接
し
て
新

し
い
医
学
部
棟
も
完
成
し
、
念

願
で
あ
っ
た
「
医
学
部
と
病
院

の
連
結
」
が
実
現
し
ま
す
。
相

互
の
連
携
を
密
に
し
、
教
育
・

研
究
・
診
療
の
発
展
を
加
速
し

た
い
と
考
え
ま
す
。
旧
野
球
場

跡
地
に
２
棟
の
ビ
ル
が
並
ぶ
こ

と
と
な
り
、
景
観
は
大
き
く
変

わ
り
ま
す
が
、〝
桜
並
木
〞
は

新
た
な
形
で
整
備
さ
れ
る
予
定

で
す
の
で
、
ゐ
の
は
な
同
窓
会

の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は

就 任 挨 拶人 事 異 動

教
授

小
児
外
科
学

　

菱
木　

知
郎
（
平
５
）

　

 （
国
立
成
育
医
療
研
究
セ
ン

タ
ー
よ
り
）

公
衆
衛
生
学

　

尾
内　

善
広
（
大
阪
大
・
平
６
）

 

（
同
准
教
授
よ
り
）

耳
鼻
咽
喉
科
・
頭
頸
部
腫
瘍
学

　

花
澤　

豊
行
（
平
元
）

 

（
同
准
教
授
よ
り
）

准
教
授

薬
理
学

　

橋
本　

弘
史
（
産
医
大
・
平
12
）

　

 （
獨
協
医
科
大
学
准
教
授
よ
り
）

救
急
集
中
治
療
医
学

　

安
部　

隆
三
（
平
11
）

 

（
附
属
病
院
講
師
よ
り
）

耳
鼻
咽
喉
科
・
頭
頸
部
腫
瘍
学

　

米
倉　

修
二
（
熊
本
大
・
平
12
）

 
　
（
附
属
病
院
講
師
よ
り
）

小
児
外
科

　

照
井　

慶
太
（
平
10
）

 
（
同
講
師
よ
り
）

小
児
病
態
学

　

下
条　

直
樹　

教
授

日
時　

令
和
２
年
９
月
８
日
（
火
）

場
所　

医
学
部
附
属
病
院
ガ
ー
ネ
ッ
ト
ホ
ー
ル
（
３
階
）

演
題　

小
児
科
医
40
年
の
臨
床
と
研
究
を
振
り
返
っ
て

　
　
　
　

│
次
世
代
に
伝
え
た
い
こ
と
│

＊
詳
細
等
は
小
児
病
態
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
（https://w

w
w.m

.chiba-u.jp/dept/pediatrics/

）

ゐ の は な 同 窓 会 報
（
済
陽
先
生
の
つ
づ
き
）

附
属
病
院
長
就
任
挨
拶

　

―
千
葉
大
学
医
学
部
附
属
病
院
長
へ
の
就
任
に
あ
た
っ
て
―

�

内
分
泌
代
謝
・
血
液
・
老
年
内
科
学　

横　

手　

幸
太
郎
（
昭
63
）

人
事
異
動

最

終

講

義
の
ご
案
内
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外
科
医
療
を
追
求
す
べ
く
、
新

し
い
体
制
で
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ

て
あ
ゆ
み
を
進
め
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

一
方
、
小
児
外
科
は
単
独
で

は
成
り
立
ち
得
な
い
領
域
で
も

あ
り
ま
す
。
小
児
外
科
は
扱
う

臓
器
も
多
い
う
え
、
疾
患
も
多

岐
に
わ
た
り
ま
す
。
診
療
の
さ

ま
ざ
ま
な
局
面
で
各
臓
器
を
扱

う
成
人
各
診
療
科
と
連
携
す
る

こ
と
で
、
よ
り
高
度
な
医
療
の

提
供
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
共
に
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
の

始
ま
り
の
部
分
を
支
え
る
同
士

で
あ
る
小
児
科
・
産
科
の
先
生

方
と
は
垣
根
の
な
い
密
な
連
携

が
た
い
へ
ん
重
要
で
す
。
さ
ら

に
、
小
児
外
科
学
の
新
し
い
知

見
を
得
る
研
究
に
は
基
礎
系
領

域
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
も

必
須
で
す
。
同
窓
の
先
生
方
に

は
、
今
後
と
も
よ
り
一
層
の
指

導
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

打
ち
の
め
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、

楽
し
い
思
い
出
ば
か
り
で
は
な

い
10
年
余
り
で
し
た
。
し
か
し

真
の
意
味
で
患
者
に
寄
り
添
う

と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
を

常
に
考
え
る
こ
と
で
幾
ば
く
か

の
成
長
が
得
ら
れ
た
時
間
で
も

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

２
０
１
６
年
に
は
国
立
が
ん

研
究
セ
ン
タ
ー
・
国
立
成
育
医

療
研
究
セ
ン
タ
ー
の
ふ
た
つ
の

ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
に
ク
ロ

ス
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
で
赴
任

し
、
両
施
設
で
小
児
腫
瘍
外
科

部
門
の
新
設
を
任
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
小
児
が
ん
に
特
化

し
た
外
科
部
門
は
全
国
で
も
唯

一
無
二
で
、
手
探
り
状
態
で
の

立
ち
上
げ
と
な
り
ま
し
た
が
、

周
囲
の
方
々
が
温
か
く
手
を
差

し
伸
べ
て
く
だ
さ
っ
た
お
か
げ

で
手
術
症
例
数
は
倍
近
く
に
な

り
、
全
国
指
折
り
の
小
児
が
ん

治
療
ユ
ニ
ッ
ト
の
発
展
に
微
力

な
が
ら
貢
献
で
き
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
の
時
代
を
迎
え
、

小
児
医
療
の
あ
り
方
に
も
変
化

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
ど

も
の
数
は
減
り
ま
し
た
が
、
そ

の
分
ひ
と
り
ひ
と
り
の
こ
ど
も

に
、
よ
り
質
の
高
い
最
適
の
医

療
を
提
供
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
時
代
に
な
っ
て
お
り
、
専

門
性
の
高
い
小
児
外
科
の
需
要

は
む
し
ろ
増
し
て
い
ま
す
。
解

決
さ
れ
る
べ
き
問
題
に
真
摯
に

向
き
合
い
、
世
界
水
準
の
小
児

た
な
医
療
を
こ
の
千
葉
大
学
か

ら
発
信
で
き
る
よ
う
今
後
も
努

力
す
る
所
存
で
す
。
千
葉
大
学

の
先
生
方
、
Ｏ
Ｂ
の
皆
様
に
は

こ
れ
か
ら
も
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導

と
ご
支
援
を
頂
戴
で
き
ま
す
よ

う
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

い
治
療
が
提
供
で
き
る
よ
う
後

輩
と
協
力
し
、
新
た
な
治
療

法
・
治
療
薬
を
生
み
出
す
努
力

を
継
続
す
る
つ
も
り
で
す
。

　

私
は
千
葉
県
山
武
市
の
成
東

高
校
の
出
身
で
あ
り
ま
す
が
、

千
葉
県
の
た
め
だ
け
で
は
な
く
、

本
邦
そ
し
て
世
界
に
向
け
た
新

て
成
長
で
き
た
の
だ
と
心
か
ら

有
り
難
く
感
じ
て
い
ま
す
。
本

術
式
を
行
え
る
施
設
は
本
邦
で

は
未
だ
少
な
く
、
今
後
更
に
広

め
な
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
研
究
に
お
い
て
は
、
機
能

ゲ
ノ
ム
学
の
関
直
彦
准
教
授
と

共
に
頭
頸
部
扁
平
上
皮
癌
に
お

け
る
癌
遺
伝
子
の
機
能
解
析
を

行
っ
て
い
ま
す
。
癌
細
胞
か
ら
産

生
さ
れ
る
二
十
塩
基
程
度
の
マ

イ
ク
ロ
Ｒ
Ｎ
Ａ
と
い
う
核
酸
に
着

目
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
タ
ン

パ
ク
質
を
コ
ー
ド
し
な
い
代
わ
り

に
、
が
ん
細
胞
の
増
殖
や
浸
潤

能
を
調
整
す
る
機
能
を
有
し
て

い
ま
す
。
舌
癌
や
咽
頭
癌
に
お

い
て
こ
の
マ
イ
ク
ロ
Ｒ
Ｎ
Ａ
を
基

軸
と
し
た
分
子
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

解
明
す
る
こ
と
で
新
た
な
治
療

薬
の
開
発
を
目
指
し
、
若
い
先

生
達
と
共
に
研
究
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

こ
の
教
室
に
入
局
し
て
か
ら

既
に
31
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
い

つ
か
は
今
野
教
授
や
岡
本
美
孝

教
授
の
よ
う
な
一
流
の
頭
頸
部

外
科
医
に
な
る
の
だ
と
、
剣
道

部
で
培
っ
た
体
力
と
根
性
だ
け

で
突
き
進
ん
で
参
り
ま
し
た
が
、

ま
だ
ま
だ
そ
こ
に
到
達
す
る
こ

と
は
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
少
し
で
も
後
輩
達
の
目
標

と
な
れ
る
よ
う
、
更
に
精
進
し

な
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
手
術
だ
け
で
は
治
す
こ

と
が
で
き
な
い
頭
頸
部
癌
の
患

者
さ
ん
に
、
よ
り
根
治
性
の
高

　

令
和
２
年
２
月
１
日
付
け
で

千
葉
大
学
大
学
院
医
学
研
究
院

耳
鼻
咽
喉
科
・
頭
頸
部
腫
瘍
学

の
教
授
を
拝
命
致
し
ま
し
た
。

　

私
は
、
平
成
元
年
（
１
９
８

９
年
）
に
千
葉
大
学
医
学
部
を

卒
業
後
、
金
子
敏
郎
教
授
が
主

宰
さ
れ
る
耳
鼻
咽
喉
科
学
に
入

局
致
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
一
般

病
院
で
の
研
修
を
修
了
し
た
後

に
１
９
９
１
年
に
大
学
院
生
と

し
て
当
時
の
第
三
解
剖
学
教
室

の
千
葉
胤
道
教
授
に
ご
指
導
頂

き
、
鼻
粘
膜
に
お
け
る
一
酸
化
窒

素
（N

O

）
作
動
性
神
経
の
存

在
を
追
求
し
、
更
に
当
時
の
高

次
神
経
分
野
の
木
村
定
雄
教
授

の
下
でN

O

作
動
神
経
の
薬
理

学
的
機
能
を
研
究
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。
大
学
院
修
了
後
は
鼻

腔
に
産
生
さ
れ
て
い
るN

O

の

役
割
を
更
に
追
及
し
た
く
、
１

９
９
８
年
に
ロ
ン
ド
ン
の
イ
ン

ペ
リ
ア
ル
カ
レ
ッ
ジ
の
呼
吸
器

内
科P

J Barnes

教
授
に
手
紙

を
書
き
、
二
年
間
の
留
学
生
活

の
後
に
千
葉
大
学
に
戻
っ
て
参

り
ま
し
た
。
大
学
に
戻
り
ま
す

と
、
今
野
昭
義
教
授
の
退
官
を

間
近
に
控
え
て
い
た
た
め
、
執

刀
さ
れ
る
頭
頸
部
腫
瘍
手
術
の

全
て
を
盗
み
取
る
よ
う
に
学
び
、

現
在
も
手
術
に
活
か
し
て
い
ま

す
。
特
に
私
が
進
め
て
い
る
の

は
、
内
視
鏡
を
用
い
た
鼻
副
鼻

腔
悪
性
腫
瘍
に
対
す
る
前
頭
蓋

底
手
術
で
す
。
従
来
の
開
頭
で

の
腫
瘍
切
除
術
は
出
血
量
も
多

く
、
ま
た
手
術
時
間
も
15
時
間

近
く
を
要
し
、
侵
襲
の
極
め
て

大
き
な
手
術
で
あ
り
ま
し
た
が
、

内
視
鏡
下
手
術
は
７
時
間
程
度

で
済
み
、
侵
襲
も
少
な
い
た
め

高
齢
の
患
者
さ
ん
に
も
適
応
で

き
、
２
週
間
程
で
の
退
院
が
可

能
と
な
り
ま
す
。
本
術
式
の
習

得
に
は
、
前
任
の
脳
神
経
外
科

教
授
佐
伯
直
勝
先
生
に
同
行
し

た
イ
タ
リ
ア
で
の
２
日
間
の
手
術

見
学
が
き
っ
か
け
で
あ
り
、
色
々

な
先
生
方
と
の
出
会
い
が
研
究

や
診
療
の
新
た
な
起
点
と
な
っ

　

２
０
２
０
年
１
月
１
日
付
で

千
葉
大
学
大
学
院
医
学
研
究
院

小
児
外
科
学
教
授
を
拝
命
い
た

し
ま
し
た
。
私
は
１
９
９
３
年

に
千
葉
大
学
医
学
部
を
卒
業
し
、

高
橋
英
世
教
授
の
率
い
る
千
葉

大
学
小
児
外
科
学
教
室
に
入
局

し
ま
し
た
。「
患
者
か
ら
学
べ
。

患
者
が
答
え
を
導
い
て
く
れ
る
」

「G
edankengang

（
考
え
る

道
）
を
大
切
に
せ
よ
」
と
い
う

高
橋
先
生
の
教
え
は
直
球
で
私

の
心
に
響
き
、
今
で
も
自
分
の

医
師
と
し
て
の
姿
勢
の
バ
ッ
ク

ボ
ー
ン
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

大
学
院
で
は
千
葉
県
が
ん
セ

ン
タ
ー
の
中
川
原
章
先
生
に
師

事
し
、
神
経
芽
腫
の
シ
グ
ナ
ル

伝
達
に
関
す
る
ト
ラ
ン
ス
レ
ー

シ
ョ
ナ
ル
リ
サ
ー
チ
に
取
り
組

ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
さ

ら
に
２
０
０
０
年
か
ら
は
そ
れ

を
発
展
さ
せ
る
形
で
フ
ィ
ラ
デ

ル
フ
ィ
ア
小
児
病
院
に
研
究
留

学
す
る
機
会
を
い
た
だ
き
、
診

療
と
研
究
の
双
方
で
世
界
を
リ
ー

ド
す
る
医
師
た
ち
の
姿
を
み
て

臨
床
医
と
し
て
リ
サ
ー
チ
マ
イ

ン
ド
を
持
ち
続
け
る
こ
と
の
重

要
性
を
学
び
ま
し
た
。

　

帰
国
後
は
大
沼
直
躬
教
授
、

吉
田
英
生
教
授
の
ご
指
導
の
も

と
、
小
児
外
科
高
難
度
手
術
や

内
視
鏡
下
手
術
の
研
鑚
に
励
み

ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
小
児

が
ん
診
療
の
チ
ー
フ
と
し
て
た

く
さ
ん
の
患
者
さ
ん
の
治
療
を

担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

が
ん
に
立
ち
向
か
う
こ
ど
も
た

ち
の
屈
託
の
な
い
笑
顔
に
励
ま

さ
れ
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
小
さ

な
命
を
救
え
ず
己
の
無
力
さ
に

ゐ の は な 同 窓 会 報
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葉
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葉
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５
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球
場
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
跡
に
新
中

央
診
療
棟
の
建
設
が
行
わ
れ
て

お
り
、
１
年
後
に
救
命
救
急
セ

ン
タ
ー
の
開
設
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー

に
搬
入
さ
れ
る
重
症
患
者
に
対

し
て
は
、
関
連
す
る
複
数
の
診
療

科
・
多
職
種
が
協
働
し
て
チ
ー

ム
医
療
を
展
開
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
私
た
ち
の
教
室
で
は

開
設
に
む
け
て
救
急
医
・
医
療

従
事
者
の
育
成
に
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。

　

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
進
化
を
受

け
、
医
学
・
医
療
の
進
歩
は
益
々

加
速
し
て
い
ま
す
。
臨
床
現
場

の
課
題
を
見
出
し
、
自
ら
調
べ
・

考
え
・
解
決
に
向
か
っ
て
行
動

し
、
一
緒
に
楽
し
く
未
来
の
救

急
・
集
中
治
療
を
目
指
し
て
い

け
る
先
生
方
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

　

同
窓
会
の
先
生
方
に
は
、
今

後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
ご
鞭

撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
に
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
。
脳
卒
中
・
心
筋
梗

塞
・
敗
血
症
の
病
院
前
予
測
診

断
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
や
、IC

T

や

音
声
認
識
な
ど
の
新
技
術
を
用

い
た
情
報
シ
ス
テ
ム
、
新
規
の

生
体
情
報
装
置
開
発
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。
今
後
は
研
究
成
果

を
社
会
実
装
し
、
臨
床
現
場
に

役
立
て
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　

診
療
に
関
し
て
は
、
千
葉
市

内
・
県
内
の
救
急
医
療
機
関
で

の
救
急
集
中
治
療
の
診
療
に
加

え
、
２
０
１
３
年
か
ら
２
０
１

５
年
の
間
日
本
を
代
表
す
る
外

傷
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
大
阪
府
泉

州
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
で
も
研

鑽
を
積
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

当
院
の
高
度
専
門
治
療
の
推
進

と
先
進
的
医
療
の
開
発
、
各
診

療
科
の
高
度
医
療
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
集
中
治
療
の
強
化
を
目
指

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
現
在
亥
鼻
キ
ャ
ン
パ
ス

で
は
、
病
院
横
に
あ
た
る
旧
野

染
に
対
す
る
調
節
不
全
の
生
体

反
応
を
原
因
と
し
生
命
を
お
び

や
か
す
急
性
臓
器
障
害
と
定
義

さ
れ
、
救
急
医
学
・
集
中
治
療

医
学
の
最
重
要
課
題
で
あ
る
ゆ

え
に
、
興
味
を
持
っ
て
若
い
頃

か
ら
研
究
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。
２
０
１
７
年
、
敗
血
症

は
Ｗ
Ｈ
Ｏ
に
よ
り
「
世
界
が
取

組
む
べ
き
課
題
」
に
指
定
さ
れ
、

国
際
的
に
も
さ
ら
な
る
研
究
が

必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
敗
血

症
の
中
で
も
特
に
遺
伝
子
多
型

に
関
す
る
研
究
は
、
博
士
課
程

か
ら
現
在
ま
で
私
が
15
年
間
に

わ
た
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
主

要
テ
ー
マ
で
す
。
敗
血
症
の
転

帰
は
遺
伝
的
素
因
の
影
響
を
受

け
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て

お
り
、
遺
伝
的
素
因
を
加
味
し

た
個
別
化
医
療
を
実
現
し
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
敗

血
症
の
病
態
生
理
の
さ
ら
な
る

解
明
と
新
規
治
療
法
の
開
発
に

も
注
力
し
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　

敗
血
症
の
ほ
か
に
、
集
中
治
療

医
学
分
野
で
は
人
工
臓
器
や
重

症
患
者
管
理
に
関
す
る
研
究
を
、

救
急
医
学
分
野
で
は
病
院
前
救

急
医
療
、
外
傷
、
外
科
、
中
毒
、

災
害
医
療
、
心
停
止
、
院
内
急

変
対
応
に
関
す
る
研
究
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。
最
近
は
、
日
本
研

究
医
療
開
発
機
構
（A

M
E

D

）

の
研
究
と
し
て
、
病
院
前
救
急

医
療
の
最
適
化
を
目
指
し
た
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
（Sm

art119

プ

症
と
遺
伝
子
多
型
を
テ
ー
マ
に

研
究
を
行
い
ま
し
た
。
２
０
０ 

８
年
に
は
カ
ナ
ダ
の
ブ
リ
テ
ィ
ッ

シ
ュ
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
に
留
学

し
、K

eith W
alley

先
生
、

Jam
es R

ussell

先
生
か
ら

clinician-scientist

と
し
て

translational research

へ
の

取
り
組
み
方
を
教
わ
り
、
バ
ン

ク
ー
バ
ー
の
豊
か
な
自
然
の
中

で
同
テ
ー
マ
に
関
す
る
研
究
を

さ
ら
に
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
３
年
半
後
の
２
０
１
１

年
に
帰
国
し
、
織
田
成
人
先
生

の
ご
指
導
を
受
け
る
と
同
時
に
、

後
進
の
医
師
、
研
究
者
を
指
導

す
る
機
会
を
い
た
だ
き
、
積
極

的
に
研
究
を
展
開
し
て
き
ま
し

た
。

　

私
の
研
究
課
題
の
中
心
は
「
敗

血
症
」
で
す
。
敗
血
症
は
、
感

　

２
０
１
９
年
12
月
に
千
葉
大

学
大
学
院
医
学
研
究
院
救
急
集

中
治
療
医
学
の
教
授
を
拝
命
い

た
し
ま
し
た
。

　

私
は
１
９
９
９
年
に
千
葉
大

学
医
学
部
を
卒
業
後
、
救
急
集

中
治
療
医
学
に
入
局
し
、
平
澤

博
之
先
生
の
ご
指
導
の
下
、
救

急
集
中
治
療
医
学
の
臨
床
と
研

究
を
開
始
し
ま
し
た
。
２
０
０

２
年
に
大
学
院
に
入
学
し
、
分 

化
制
御
学
教
室
で
徳
久
剛
先
生
、 

幡
野
雅
彦
先
生
に
細
胞
実
験
や 

分
子
生
物
学
的
手
法
な
ど
の
基

礎
研
究
の
指
導
を
受
け
、
敗
血 

言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
近

年
生
活
習
慣
病
の
発
症
リ
ス
ク

を
ポ
リ
ジ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
コ
ア
に

よ
り
評
価
し
、
メ
ン
デ
ル
遺
伝

病
に
近
い
ハ
イ
リ
ス
ク
保
有
者

を
予
想
す
る
こ
と
が
可
能
に
な

り
つ
つ
あ
り
ま
す
の
で
、
健

（
検
）
診
デ
ー
タ
と
組
み
合
わ

せ
て
そ
の
実
用
性
を
更
に
高
め

る
よ
う
な
方
向
性
を
探
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

す
。
本
学
に
参
り
ま
し
て
か
ら

は
、
関
連
を
見
出
し
た
遺
伝
子

か
ら
注
目
し
た
シ
ク
ロ
ス
ポ
リ

ン
が
川
崎
病
の
最
大
の
問
題
で

あ
る
冠
状
動
脈
病
変
の
抑
制
に

効
果
的
で
あ
る
こ
と
を
医
師
主

導
治
験
で
確
認
し
、
２
月
の
保

険
適
用
承
認
へ
と
結
び
つ
け
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
小
児
科

学
教
室
と
臨
床
試
験
部
お
よ
び

全
国
の
医
療
機
関
と
力
を
合
わ

せ
て
、
そ
れ
ま
で
の
基
礎
研
究

の
成
果
を
臨
床
へ
と
還
元
す
る

こ
と
が
で
き
た
こ
と
と
、
川
崎

病
を
見
出
し
た
川
崎
富
作
先
生

の
母
校
に
お
い
て
教
授
と
し
て

働
く
機
会
を
与
え
ら
れ
た
こ
と

に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
千
葉
大
学
が
世
界
の

川
崎
病
研
究
の
中
心
と
な
る
よ

う
原
因
究
明
、
予
防
や
精
密
医

療
の
実
現
に
向
け
て
さ
ら
に
進

め
る
と
も
に
、
川
崎
病
研
究
で

得
た
経
験
を
他
の
多
因
子
疾
患

の
研
究
に
役
立
て
て
行
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
千
葉
県
内

の
死
亡
原
因
に
占
め
る
生
活
習

慣
病
の
割
合
は
50
％
強
と
全
国

平
均
と
比
べ
や
や
高
い
水
準
に

あ
り
ま
す
。
健
康
寿
命
の
延
伸
、

医
療
費
の
抑
制
に
は
生
活
習
慣

病
の
予
防
が
鍵
を
握
る
こ
と
は

　

令
和
２
年
３
月
１
日
付
で
公

衆
衛
生
学
教
室
教
授
に
就
任
い

た
し
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

私
は
平
成
６
年
に
大
阪
大
学

を
卒
業
し
小
児
科
医
と
し
て
研

修
を
行
っ
た
後
に
、
人
類
遺
伝

学
の
研
究
の
道
に
進
み
ま
し
た
。

学
位
を
取
得
後
、
東
京
大
学
医

科
学
研
究
所
と
横
浜
の
理
化
学

研
究
所
を
経
て
、
平
成
23
年
か

ら
今
日
ま
で
本
学
の
公
衆
衛
生

学
教
室
に
在
籍
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
前
任
者
の
羽
田
明
名
誉

教
授
と
は
、
当
時
リ
ー
ダ
ー
を

兼
任
さ
れ
て
い
た
理
研
の
研
究

室
に
、
平
成
14
年
に
研
究
員
と

し
て
採
用
い
た
だ
い
て
よ
り
の

ご
縁
と
な
り
ま
す
。

　

特
に
力
を
注
い
で
き
た
研
究

テ
ー
マ
は
、
大
学
院
生
時
代
か

ら
続
く
川
崎
病
に
関
す
る
も
の

で
、
遺
伝
学
、
疫
学
の
研
究
手

法
を
用
い
て
、
発
症
や
重
症
化

の
リ
ス
ク
因
子
と
な
る
遺
伝
子

バ
リ
ア
ン
ト
を
見
出
す
こ
と
で

　

サ
イ
エ
ン
ス
の
道
は
厳
し
い

で
す
が
、
そ
の
先
に
あ
る
驚
き

や
喜
び
を
学
生
、
ス
タ
ッ
フ
と

共
有
で
き
る
教
室
に
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
未

熟
で
は
あ
り
ま
す
が
、
研
究
、

教
育
に
精
一
杯
砕
身
い
た
し
ま

す
。
今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻

の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

ゐ の は な 同 窓 会 報
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千
葉
大
学
大
学
院
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公
衆
衛
生
学　

教
授

尾　

内　

善　

広
（
大
阪
大
・
平
６
）

　

叙
勲
、
褒
章
そ
の
他
祝
事
に
関
係
さ
れ
た
方

は
是
非
同
窓
会
事
務
室
ま
で
ご
一
報
下
さ
い
。

編
集
部
で
も
絶
え
ず
注
意
し
て
お
り
ま
す
が
、

ニ
ュ
ー
ス
に
接
し
得
な
い
事
態
も
あ
り
ま
す
。

お
喜
び
は
な
る
べ
く
早
く
、
同
窓
の
皆
様
に
も

お
分
け
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。
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椛
沢　

政
司
（
平
15
）

　

循
環
器
病
セ
ン
タ
ー

　

主
任
医
長

千
葉
市
職
員
人
事
異
動

病
院
局

寺
井　
　

勝
（
昭
53
）

　

病
院
事
業
管
理
者

　

市
立
海
浜
病
院
長
事
務
取
扱

　
（
市
立
海
浜
病
院
長
）

千
葉
市
職
員
よ
り
退
任

齋
藤　
　

康
（
新
潟
大
・
昭
43
）

　

病
院
事
業
管
理
者

と
と
も
に
、
今
後
一
層
の
ご
指

導
、
ご
鞭
撻
と
お
力
添
え
を
賜

り
ま
す
様
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

循
環
器
病
セ
ン
タ
ー

岡
嶋　

良
知
（
昭
58
）

　

副
病
院
長
（
医
療
局
長
）

中
村　

精
岳
（
昭
和
大
・
昭
60
）

　

 

医
療
局
長
（
診
療
部
長
）

井
上　

寿
久
（
昭
63
）

　

 

診
療
部
長
（
循
環
器
科
部
長
）

伊
藤　

良
浩
（
平
16
）

　

主
任
医
長
（
医
長
）

武
智　

史
恵
（
平
15
）

　

主
任
医
長
（
医
長
）

救
急
医
療
セ
ン
タ
ー

笹
原
資
太
郎
（
平
14
）

　

 

形
成
外
科
部
長
（
主
任
医
長
）

し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
多
く
の
同
窓
の
先
生
方

に
頂
い
た
こ
れ
ま
で
の
ご
厚
情

に
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す

以
降
、
千
葉
大
学
病
院
に
勤
務

致
し
ま
し
た
。
千
葉
大
学
病
院

で
は
長
嶋
健
先
生
（
手
術
部
長
、

ブ
レ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
長
）
指
揮
の

も
と
、
乳
房
再
建
や
リ
ン
パ
浮

腫
か
ら
薬
物
療
法
の
副
作
用
マ

ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
ま
で
、
包
括
的
に

乳
癌
患
者
さ
ん
を
診
る
た
め
の

ブ
レ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
の
立
ち
上
げ

や
、
乳
腺
外
科
医
を
志
す
人
材

の
育
成
に
携
わ
っ
て
参
り
ま
し

た
。

　

北
里
大
学
の
乳
腺
・
甲
状
腺

外
科
学
は
そ
れ
ま
で
１
つ
で

あ
っ
た
外
科
学
が
渡
邊
昌
彦
教

授
の
退
任
に
伴
い
、
４
単
位
に

分
割
さ
れ
て
で
き
た
新
し
い
講

座
で
す
が
、
北
里
大
学
病
院
で

は
こ
れ
ま
で
も
５
名
の
ス
タ
ッ

フ
で
年
間
乳
癌
手
術
約
３
０
０

例
、
甲
状
腺
手
術
約
２
０
０
例

を
こ
な
し
て
い
ま
す
。
こ
の
度
、

大
塚
将
之
教
授
、
宮
崎
勝
教
授

に
も
背
中
を
押
し
て
頂
き
、
そ

こ
に
私
も
加
わ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
が
、
千
葉
大
学
と
同
様
、

北
里
大
学
医
学
部
も
政
令
指
定

都
市
で
あ
る
相
模
原
市
に
あ
る

と
同
時
に
、
隣
接
す
る
町
村
を

含
め
た
県
央
の
地
域
医
療
を
担

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
外
科
医

不
足
の
昨
今
、
道
は
平
坦
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
私
自
身
が
絶

え
ず
研
鑽
を
積
ん
で
成
長
す
る

と
と
も
に
、
教
室
が
神
奈
川
県

の
み
な
ら
ず
日
本
の
乳
腺
・
甲

状
腺
外
科
を
牽
引
し
て
い
く
よ

う
に
な
る
事
を
目
指
し
て
精
進

率
い
る
教
室
に
戻
り
、
千
葉
大

学
大
学
院
へ
入
学
す
る
と
同
時

に
乳
腺
・
甲
状
腺
グ
ル
ー
プ
に

入
れ
て
頂
き
、
２
０
０
２
年
か

ら
２
年
間
、
国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー

研
究
所
支
所
で
落
合
淳
志
先

生
（
現
：
国
立
が
ん
研
究
セ
ン

タ
ー
先
端
医
療
開
発
セ
ン
タ
ー

長
）、
石
井
源
一
郎
先
生
（
現
：

同
臨
床
腫
瘍
病
理
分
野
長
）
ご

指
導
の
も
と
、
癌
と
間
質
の
相

互
作
用
に
つ
い
て
研
究
を
行
い
ま

し
た
。
基
礎
科
学
の
素
養
が
な

か
っ
た
私
は
、
実
験
や
研
究
の
前

に
科
学
的
な
も
の
の
考
え
方
か

ら
徹
底
的
に
鍛
え
て
頂
い
た
お

陰
で
世
界
観
が
変
わ
り
、
大
学

で
研
究
を
続
け
た
い
と
思
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
２
０
０
９

年
か
ら
はM
D

ア
ン
ダ
ー
ソ
ン

キ
ャ
ン
サ
ー
セ
ン
タ
ー（
ヒ
ュ
ー

ス
ト
ン
）
に
留
学
す
る
機
会
を

得
て
、Prof. Funda M

eric-
Bernstam

の
も
と
で
、
分
子
標

的
薬
の
バ
イ
オ
マ
ー
カ
ー
探
索
を

中
心
に
研
究
に
没
頭
し
ま
し
た
。

新
薬
を
臨
床
に
届
け
る
最
前
線

で
、
研
究
開
発
競
争
の
激
し
さ

を
体
験
し
、
改
め
て
道
の
険
し

さ
を
思
う
と
と
も
にacadem

ic 
surgeon

と
し
て
生
き
る
覚
悟
を

決
め
、
２
０
１
２
年
に
帰
国
し
て

　

こ
の
度
、
２
０
２
０
年
１
月

１
日
付
で
北
里
大
学
医
学
部
乳

腺
・
甲
状
腺
外
科
学
主
任
教
授

を
拝
命
致
し
ま
し
た
。
私
は
１

９
９
６
年
に
千
葉
大
学
医
学
部

を
卒
業
後
、
千
葉
大
学
第
一
外

科
学
教
室
中
島
伸
之
教
授
（
現
：

臓
器
制
御
外
科
学
大
塚
将
之
教

授
）
に
入
局
し
、
大
学
病
院
で

約
１
年
間
、
千
葉
県
内
外
で
５

年
間
、
一
般
外
科
医
と
し
て
急
性

期
医
療
か
ら
在
宅
診
療
ま
で
研

修
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
ど
こ
の

病
院
で
も
先
輩
方
に
は
優
し
く

御
指
導
頂
き
、
い
ま
思
い
出
し

て
も
実
に
充
実
し
た
毎
日
で
し

た
。
し
か
し
一
般
外
科
研
修
を
終

え
、
乳
癌
の
手
術
を
さ
せ
て
頂

く
機
会
が
一
番
多
か
っ
た
半
面
、

治
療
方
針
の
立
て
方
は
自
分
に

と
っ
て
難
解
で
あ
っ
た
こ
と
や
、

他
の
固
形
癌
に
先
駆
け
て
分
子

標
的
薬
の
使
用
が
開
始
さ
れ
た

乳
癌
の
研
究
に
興
味
を
持
っ
た

こ
と
か
ら
、
宮
崎
勝
教
授
（
現
：

国
際
医
療
福
祉
大
学
副
学
長
）

病
院
局

が
ん
セ
ン
タ
ー

飯
笹　

俊
彦
（
群
馬
大
・
昭
59
）

　

病
院
長
（
医
療
局
長
）

高
山　
　

亘
（
昭
60
）

　

 

医
療
局
長
（
医
療
局
診
療
部

長
）

田
中　

尚
武
（
昭
59
）

　

 

診
療
部
長
（
婦
人
科
部
長
）

行
木　

瑞
雄
（
金
沢
大
・
平
５
）

　

 

循
環
器
内
科
部
長
（
新
採
）

菅
原　

武
明
（
平
10
）

　

 

感
染
管
理
部
長
（
主
任
医
長
）

佐
々
原　

剛
（
弘
前
大
）

　

主
任
医
長
（
医
長
）

鴨
田　

博
人
（
平
10
）

　

主
任
医
長
（
新
採
）

こ
ど
も
病
院

中
島　

弘
道
（
昭
58
）

　

副
病
院
長
（
医
療
局
長
）

皆
川　

真
規
（
平
元
）

　

 

医
療
局
長
（
診
療
部
長
）

星
野　
　

直
（
京
都
府
立
大
・
平
８
）

　

 

診
療
部
長
（
感
染
症
科
部
長
）

齋
藤　
　

武
（
平
６
）

　

 

小
児
外
科
部
長
（
新
採
）

光
永　

哲
也
（
筑
波
大
・
平
11
）

　

 

主
任
医
長
（
小
児
外
科
部
長
）

人 事 異 動

佐
原
病
院

田
中　

武
継
（
滋
賀
医
大
・
昭
59
）

　

診
療
部
長
（
新
採
）

千
葉
県
職
員
よ
り
退
職

矢
島　

鉄
也
（
昭
57
）

　

病
院
局
長

山
口　

武
人
（
昭
56
）

　

が
ん
セ
ン
タ
ー
病
院
長

吉
永　

勝
訓
（
昭
55
）

　

健
康
福
祉
部
技
監

伊
藤　

千
秋
（
昭
55
）

　

こ
ど
も
病
院
副
病
院
長

峯　

清
一
郎
（
昭
55
）

　

循
環
器
病
セ
ン
タ
ー

　

副
病
院
長

林
田　

直
樹
（
愛
媛
大
・
昭
54
）

　

循
環
器
病
セ
ン
タ
ー

　

診
療
部
長

ゐ の は な 同 窓 会 報

北
里
大
学
医
学
部

乳
腺
・
甲
状
腺
外
科
学　

主
任
教
授

三さ
ん　

階が
い　

貴た
か　

史ふ
み

（
平
８
）

千
葉
県
職
員
人
事
異
動
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生
が
参
加
し
、
行
動
を
共
に
し

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
お
互
い

の
絆
を
深
め
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
毎
年
秋
に
は
、
最
近
で
は

主
に
東
京
を
会
場
に
同
窓
会
を

開
き
、
互
い
の
近
況
を
確
か
め

合
い
、
健
康
を
励
ま
し
合
っ
て

い
ま
す
。

　

私
の
今
度
の
受
章
の
理
由
が

あ
る
と
す
れ
ば
、
学
校
保
健
と

医
師
会
活
動
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

武
見
太
郎
元
日
本
医
師
会
会

長
の
「
学
校
保
健
は
地
域
医
療

の
核
で
あ
る
」
と
い
う
考
え
は

正
し
く
、
学
校
保
健
を
通
し
て
、

将
来
の
国
の
担
い
手
で
あ
る
児

童
生
徒
の
成
長
を
支
援
す
る
こ

と
は
、
私
達
医
師
に
と
っ
て
非

常
に
重
要
な
責
務
だ
と
考
え
ま

す
。
そ
の
思
い
か
ら
、
学
校
医

と
し
て
学
校
行
事
、
特
に
学
校

保
健
委
員
会
や
入
学
式
、
卒
業

式
に
は
出
来
る
限
り
参
加
し
て

き
ま
し
た
。

　

又
、
任
意
団
体
と
し
て
の
地

区
医
師
会
に
と
っ
て
、
会
員
夫
々

の
社
会
貢
献
を
支
援
す
る
と
共

に
、
会
員
相
互
の
発
展
に
寄
与

す
る
こ
と
は
、
併
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
必
要
事
項
で
あ
る

と
の
考
え
に
基
づ
き
、
会
員
に

対
し
て
、
地
区
医
師
会
長
と
し

て
知
り
得
た
限
り
の
情
報
提
供

に
努
め
て
参
り
ま
し
た
。

　

私
達
千
葉
大
学
医
学
部
は
、

明
治
７
年
の
「
共
立
病
院
」
の

創
立
以
来
、
今
年
で
１
４
７
年

に
な
り
ま
す
。
こ
れ
程
古
い
伝

を
陳
情
に
院
長
と
事
務
長
で
議

員
会
館
ま
で
何
回
も
出
か
け
ま

し
た
。
民
主
党
政
権
の
時
に
正

式
に
存
続
が
決
ま
り
安
堵
し
ま

し
た
。

　

院
長
を
13
年
間
務
め
た
後
、

平
成
25
年
に
退
任
し
、
現
在
名

誉
院
長
と
し
て
名
前
が
変
わ
っ

た
地
域
医
療
機
能
推
進
機
構
千

葉
病
院
に
勤
務
し
て
い
ま
す
。

13
年
間
の
院
長
時
代
は
謝
罪
会

見
を
一
度
も
す
る
こ
と
無
く
病

院
運
営
が
円
滑
に
で
き
た
こ
と

が
、
叙
勲
の
対
象
と
な
っ
た
理

由
と
思
い
ま
す
。
病
院
職
員
の

多
大
な
ご
支
援
に
対
し
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

て
く
れ
る
時
代
も
あ
り
ま
し
た
。

　

平
成
12
年
４
月
嶋
田
俊
恒
院

長
の
後
任
と
し
て
千
葉
社
会
保

険
病
院
長
に
就
任
致
し
ま
し
た
。

病
院
長
２
年
目
の
時
に
社
会
保

険
病
院
の
あ
り
方
見
直
し
論
が

起
こ
り
、
経
営
の
安
定
し
な
い

病
院
に
は
厳
し
い
状
況
が
続
き

ま
し
た
。
そ
の
後
社
会
保
険
庁

が
廃
止
さ
れ
る
た
め
、
社
会
保

険
病
院
を
統
括
す
る
全
国
社
会

保
険
協
会
連
合
会
が
消
失
す
る

こ
と
に
な
り
、
自
民
党
議
員
の

な
か
に
は
社
会
保
険
病
院
は
売

却
す
べ
き
と
い
う
意
見
の
人
も

い
ま
し
た
。
地
元
選
出
の
国
会

議
員
に
社
会
保
険
病
院
の
存
続

的
研
究
と
温
阻
血
腎
に
対
す
る

潅
流
保
存
効
果
の
実
験
的
臨
床

的
研
究
を
行
い
ま
し
た
。

　

昭
和
56
年
４
月
に
千
葉
社
会

保
険
病
院
に
外
科
部
長
と
し
て

赴
任
し
ま
し
た
。
当
時
の
外
科

医
は
二
人
体
制
で
し
か
も
１
〜

２
年
で
交
代
し
て
い
ま
し
た
か

ら
手
術
も
多
く
な
く
、
私
が
勤

務
し
て
初
め
て
三
人
体
制
に
な

り
ま
し
た
。
第
二
外
科
の
出
張

病
院
と
し
て
人
気
が
無
か
っ
た

の
で
、
若
い
先
生
に
と
っ
て
何

と
か
人
気
の
高
い
外
科
に
し
た

い
と
い
う
思
い
で
日
夜
奮
闘
し

て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
次
第
に

周
囲
の
医
院
か
ら
の
紹
介
が
増

え
、
手
術
件
数
も
増
え
た
た
め
、

若
手
医
師
の
人
気
が
高
ま
り
一

番
く
じ
や
二
番
く
じ
で
出
張
し

ら
の
毎
日
は
、
ほ
と
ん
ど
を
手

術
室
で
過
ご
す
よ
う
な
外
科
医

と
し
て
充
実
し
た
日
々
を
送
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
平
成

９
年
に
副
院
長
を
命
ぜ
ら
れ
、

森
博
志
名
誉
院
長
、
武
者
廣
隆

院
長
の
下
で
病
院
経
営
に
も
た

ず
さ
わ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
こ
ろ
の
国
立
病
院
・
療
養

所
は
移
譲
、
統
合
、
廃
止
が
進

め
ら
れ
て
い
る
時
代
で
し
た
が
、

平
成
11
年
、
国
立
千
葉
病
院
の

存
続
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
私
は

平
成
15
年
院
長
に
就
任
し
ま
し

た
。
付
属
看
護
学
校
の
新
築
整

備
事
業
、D

PC

へ
の
移
行
、
新

臨
床
研
修
制
度
の
導
入
、
そ
し

て
16
年
に
は
国
立
病
院
の
独
立

行
政
法
人
化
な
ど
次
々
と
大
き

な
変
化
の
あ
る
時
代
で
し
た
が
、

新
病
院
建
設
の
目
途
を
つ
け
て
、

平
成
20
年
に
院
長
を
無
事
退
官

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
受
章
は
こ
の
こ
ろ

の
功
績
に
対
し
て
与
え
ら
れ
た

も
の
と
思
い
ま
す
が
、
当
時
の

職
員
の
ご
支
援
、
そ
し
て
千
葉

大
学
の
大
き
な
後
ろ
盾
が
あ
っ

て
こ
そ
、
こ
の
重
責
を
果
た
す

こ
と
が
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま

　

令
和
元
年
秋
の
叙
勲
に
て
、

瑞
宝
中
綬
章
の
栄
に
浴
し
感
激

し
て
お
り
ま
す
。
令
和
元
年
12

月
13
日
、
厚
生
労
働
省
に
て
加 

藤
勝
信
厚
生
労
働
相
か
ら
勲
記
、

勲
章
の
伝
達
を
受
け
、
勲
章
を

胸
に
家
内
と
と
も
に
皇
居
豊
明

殿
に
参
内
し
、
天
皇
陛
下
よ
り

お
言
葉
を
賜
り
ま
し
た
。
こ
の

た
び
の
受
章
に
際
し
て
多
く
の

方
か
ら
温
か
い
ご
祝
意
を
い
た

だ
き
あ
ら
た
め
て
こ
の
受
章
の

重
さ
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

わ
た
し
は
昭
和
42
年
に
千
葉

大
学
を
卒
業
し
、
国
立
東
京
第

一
病
院
で
の
一
年
間
の
イ
ン
タ
ー

ン
を
経
て
、
昭
和
43
年
に
千
葉

大
学
第
一
外
科
（
綿
貫
重
雄
教

授
）
に
入
局
し
ま
し
た
。
綿
貫

先
生
を
は
じ
め
諸
先
輩
か
ら
外

科
医
と
し
て
の
基
本
的
な
技
術
、

心
構
え
を
教
え
て
い
だ
だ
き
、

昭
和
51
年
に
国
立
千
葉
病
院
外

科
に
赴
任
し
ま
し
た
。
そ
れ
か

す
。

　

退
官
後
は
当
時
の
藤
森
宗
徳

千
葉
県
医
師
会
長
の
お
誘
い
で

千
葉
県
医
師
会
副
会
長
を
務
め

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た

平
成
20
年
の
９
月
に
は
船
橋
市

病
院
局
参
与
に
、
21
年
４
月
か

ら
は
船
橋
市
立
医
療
セ
ン
タ
ー

事
業
管
理
者
に
任
用
さ
れ
、
９

年
間
、
病
院
の
経
営
に
た
ず
さ

わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

改
め
て
振
り
返
り
ま
す
と
、

好
き
な
外
科
手
術
に
夢
中
に

な
っ
て
い
る
う
ち
に
、
国
の
病

院
の
経
営
、
医
療
行
政
の
世
界
、

そ
し
て
自
治
体
病
院
の
改
革
と

次
々
新
し
い
舞
台
を
与
え
て
い

た
だ
き
、
こ
の
度
は
栄
え
あ
る

瑞
宝
中
綬
章
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
幸
い
い
ま
だ
健

康
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
経
験
を

活
か
し
少
し
で
も
地
域
医
療
の

お
役
に
立
て
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

私
は
昭
和
44
年
に
千
葉
大
学

医
学
部
を
卒
業
し
、
昭
和
45
年

１
月
か
ら
千
葉
大
学
附
属
病
院

で
第
一
外
科
と
第
二
外
科
で
研

修
医
を
過
ご
し
た
後
、
昭
和
46

年
第
二
外
科
（
佐
藤
博
教
授
）

に
入
局
し
ま
し
た
。
先
輩
方
か

ら
消
化
器
外
科
の
基
礎
と
手
術

法
を
指
導
し
て
頂
き
外
科
医
と

し
て
育
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

研
究
室
は
移
植
班
に
属
し
岩
崎

洋
治
先
生
の
下
で
腎
移
植
の
臨

床
に
参
加
し
ま
し
た
。
研
究
は

腎
移
植
後
拒
絶
反
応
の
病
理
学

　

世
の
中
に
は
時
に
思
い
も
し

な
い
こ
と
が
起
こ
る
も
の
で
す
。

　

此
度
の
叙
勲
に
つ
い
て
は
、
私

自
身
全
く
考
え
て
も
い
な
か
っ

た
こ
と
で
、
大
変
驚
い
て
い
ま

す
。

　

私
は
、
地
元
佐
原
中
学
校
か

ら
当
時
の
千
葉
第
一
高
等
学
校
、

千
葉
大
学
医
学
部
へ
と
進
み
、

昭
和
38
（
１
９
６
３
）
年
に

卒
業
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
一
年
間
の
イ
ン
タ
ー

ン
を
経
て
千
葉
大
学
耳
鼻
咽
喉

科
（
北
村
武
教
授
）
大
学
院
に

入
り
、
昭
和
43
（
１
９
６
８
）

年
に
修
了
し
ま
し
た
。
そ
し
て

昭
和
49
（
１
９
７
４
）
年
に
佐

原
市
（
現
香
取
市
）
で
父
の
後

を
継
い
で
開
業
し
ま
し
た
。

　

大
学
時
代
の
私
達
の
ク
ラ
ス

は
、
お
互
い
の
自
主
性
を
最
大

限
尊
重
し
、
互
い
に
理
解
し
、

助
け
合
う
ク
ラ
ス
で
し
た
。
60

年
安
保
の
時
は
、
多
く
の
同
級

ゐ の は な 同 窓 会 報

受
章
の
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拶
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綬
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双
光
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け
な
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野　
　
　

尚
（
昭
38
）
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門
書
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ

げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

大
賞
受
賞
の
報
を
聞
い
て
私

は
家
族
と
大
喜
び
し
ま
し
た
。

そ
し
て
そ
れ
以
上
に
喜
ん
で
く

れ
た
の
は
中
央
公
論
新
社
の
編

集
部
で
す
。
個
人
の
作
家
が
組

織
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を
上
回
る

な
ど
と
い
う
の
は
常
識
で
は
考

え
ら
れ
な
い
そ
う
で
す
。

　

授
賞
式
の
様
子
はN

H
K

の

ニ
ュ
ー
ス
で
も
流
さ
れ
、
開
業

医
仲
間
や
旧
知
の
編
集
者
か
ら

お
祝
い
の
声
や
品
物
が
届
き
ま

し
た
。
講
談
社
さ
ん
か
ら
は
立

派
な
花
束
が
自
宅
に
届
き
ま
し

た
。
褒
め
ら
れ
れ
ば
う
れ
し
い

も
の
で
す
。
２
０
２
０
年
も
も

う
少
し
書
い
て
み
よ
う
と
思
っ

て
い
ま
す
。

受
賞
の
端
っ
こ
に
引
っ
か
か
れ

ば
う
れ
し
い
と
い
う
気
持
ち
で

し
た
。

　

と
こ
ろ
が
結
果
は
大
賞
の
単

独
受
賞
で
し
た
。
驚
い
た
の
は
、

３
つ
の
優
秀
賞
作
品
の
ク
オ
リ

テ
ィ
ー
が
高
か
っ
た
こ
と
で
す
。

N
H

K

「
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

仕
事
の
流
儀
」
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

の
大
野
兼
司
さ
ん
、
読
売
新
聞

社
会
部
取
材
班
、
テ
レ
ビ
金
沢

取
材
班
が
受
賞
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　

私
の
作
品
は
言
っ
て
み
れ
ば

筆
一
本
、
Ｉ
Ｃ
レ
コ
ー
ダ
ー
１

個
で
作
ら
れ
た
よ
う
な
も
の
で

す
。
選
考
理
由
に
は
、
私
が
過

去
に
書
い
た
作
品
群
に
、
医
の

原
点
・
命
へ
の
畏
敬
が
あ
り
、

真
の
啓
発
書
・
異
文
化
へ
の
入

げ
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
此
度
の
叙
勲
に

際
し
、
千
葉
県
医
師
会
、
香
取

郡
市
医
師
会
の
方
々
か
ら
格
別

の
ご
配
慮
を
賜
り
、
心
か
ら
深

く
感
謝
す
る
と
共
に
、
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

又
、
地
元
歯
科
医
師
会
、
薬

剤
師
会
を
は
じ
め
、
日
本
耳
鼻

咽
喉
科
学
会
千
葉
県
地
方
部
会
、

千
葉
大
学
耳
鼻
咽
喉
科
同
門
会

の
お
心
遣
い
に
深
謝
い
た
し
ま

す
。

統
を
持
つ
大
学
は
日
本
で
は
京

都
府
立
医
科
大
学
以
外
に
は
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と
は
大
い

に
誇
り
に
し
て
よ
い
と
思
い
ま

す
。

　

私
達
は
こ
の
伝
統
を
大
切
に

し
、
そ
の
歴
史
か
ら
多
く
の
こ

と
を
学
ぶ
と
共
に
、
更
に
将
来

に
向
か
っ
て
発
展
さ
せ
る
べ
く
、

こ
れ
か
ら
も
努
力
し
続
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

今
後
共
、
会
員
の
先
生
方
の

御
指
導
を
何
卒
お
願
い
申
し
上

　

日
本
医
学
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

協
会
賞
は
２
０
１
２
年
に
、
日
本

医
学
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
協
会
が
、

質
の
高
い
医
学
・
医
療
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ズ
ム
が
日
本
に
根
付
く
こ
と

を
願
っ
て
創
設
し
た
賞
で
す
。
今

回
が
８
回
目
に
な
り
ま
す
。「
オ

リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
」「
社
会
へ
の
イ

ン
パ
ク
ト
」「
科
学
性
」「
表
現

力
」
が
選
考
基
準
に
な
っ
て
い
る

よ
う
で
す
。

　

年
度
に
よ
っ
て
受
賞
作
の
数

が
変
わ
り
ま
す
が
、
今
回
は
受

賞
作
を
厳
選
し
、
大
賞
一
つ
、

優
秀
賞
３
つ
に
絞
り
込
ん
だ
と

の
こ
と
で
す
。

　

私
は
２
０
１
８
年
秋
に
『
発

達
障
害
に
生
ま
れ
て　

自
閉
症

児
と
母
の
17
年
』（
中
央
公
論

新
社
）
と
い
う
本
を
上
梓
し
ま

し
た
。
た
ち
ま
ち
増
刷
と
な
り
、

読
者
か
ら
必
要
と
さ
れ
て
い
る

本
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

　

中
央
公
論
の
編
集
者
と
相
談

を
し
て
、
ぜ
ひ
日
本
医
学
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
協
会
賞
に
応
募
し
よ

う
と
決
め
ま
し
た
。
こ
の
賞
は

こ
れ
ま
で
も
良
質
な
受
賞
作
を

多
数
生
み
出
し
て
い
る
か
ら
で

す
。
大
賞
は
無
理
だ
と
し
て
も
、

受賞の挨拶

試 験 日　令和２年２月８日（土）
　　　　　　　　　　　９日（日）

合格発表　令和２年３月16日（月）

受 験 者　134名（新卒者　124名）

合 格 者　129名　合格率　96.3％
　　　　　（新卒者121名　合格率　97.6％）

　　　　　参考　国立　合格者　5,011名
　　　　　　　　　　　合格率　92.8％

　　　　　　　　全国　合格者　9,341名
　　　　　　　　　　　合格率　92.1％

第114回医師国家試験成績

ゐ の は な 同 窓 会 報

第
８
回
日
本
医
学
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

�

協
会
賞
・
大
賞
を
受
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し
て

�
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永　
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訓
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）
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永年勤続表彰及び辞令交付を行いました

　千葉大学医学部では、令

和２年３月25日に今年度末

をもって定年退職される巽   

浩一郎教授、丹沢秀樹教

授、下条直樹教授の永年勤

続表彰及び辞令交付が行わ

れました。中山俊憲医学研

究院長から表彰状の授与及

び辞令交付が行われた後、

永年の教育研究へのご尽力

に対し、感謝の意が述べら

れました。

国立大学法人千葉大学
医学部ホームページより

巽 浩一郎教授　 中山俊憲医学研究院長　　　　　 丹沢秀樹教授

　  下条直樹教授
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を
科
学
的
に
位
置
付
け
、
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
な
治
療
法
と
し
て
確

立
さ
せ
る
た
め
に
努
力
し
た
。

そ
こ
に
は
生
涯
か
け
て
漢
方
医

学
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
た
恩

師
へ
の
敬
意
が
常
に
あ
っ
た
と

思
う
。

　

科
学
と
し
て
の
医
学
に
関
わ

る
以
上
、
視
野
は
分
子
病
態
レ

ベ
ル
で
の
疾
患
の
解
明
に
及
ぶ

が
、
若
い
時
に
出
会
っ
た
「
老
子

の
生
命
観
（
病
気
と
の
共
生
）」、

そ
し
て
「
老
子
書
に
見
出
さ
れ

る
疾
病
観
」
は
、
西
洋
医
学
の

中
で
医
師
人
生
を
送
っ
て
き
た

今
で
も
自
分
の
根
本
に
な
っ
て

い
る
。
多
忙
に
追
わ
れ
て
は
い

る
が
、
生
命
、
病
気
、
死
、
治

療
の
意
味
を
つ
き
つ
め
て
考
え

続
け
た
い
と
思
う
。

昭
和
54
年　

Ｐ
Ｃ
も
な
い
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も
な
い
、
携
帯

ス
マ
ホ
も
な
い
時
代

　

現
在
の
医
学
部
教
育
体
制
は

学
生
に
教
え
過
ぎ
た
こ
と
の
反

省
か
ら
、
一
部
は
自
己
学
習
へ

の
切
替
に
な
っ
て
い
る
。
現
時

点
で
千
葉
大
学
医
学
部
の
教
授

職
に
就
い
て
お
ら
れ
る
先
生
方

を
含
め
て
、
同
世
代
の
先
生
方

の
学
生
時
代
は
今
の
学
生
ほ
ど

勉
学
に
打
ち
込
ん
で
来
な
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
。
医
学
部
教

官
数
も
少
な
か
っ
た
様
に
思
う

が
、
臨
床
実
習
（
現
在
のC

C

）

も
臨
床
見
学
で
あ
っ
た
よ
う
な

記
憶
が
あ
る
。
自
己
学
習
で
国

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い

う
趣
旨
で
あ
っ
た
。
安
間
先
生

に
お
め
に
か
か
っ
た
の
は
そ
れ

き
り
で
あ
っ
た
が
、
先
生
よ
り

教
え
て
い
た
だ
い
た
疾
病
観
が

漢
方
の
師
匠
を
導
い
て
く
れ
た

と
思
う
。

　

卒
後
２
年
目
、
故
池
田
和
広

先
生
に
弟
子
入
り
し
、
住
み
込

み
で
千
葉
古
法
と
言
わ
れ
る
漢

方
医
学
の
研
修
を
し
た
。
池
田

先
生
か
ら
は
「
病
気
で
な
く
病

人
を
診
る
、
医
師
が
病
気
を
治

す
の
で
は
な
く
、
ヒ
ト
の
自
然

治
癒
力
が
病
気
を
回
復
さ
せ
る

の
で
あ
る
」
と
い
う
考
え
方
を

学
ん
だ
。
所
属
し
て
い
た
医
局

の
命
で
、
初
期
出
張
の
多
摩
総

合
医
療
セ
ン
タ
ー
（
そ
の
当
時

は
都
立
府
中
病
院
）
に
異
動
す

る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
こ
の
時
、

池
田
先
生
は
「
漢
方
を
勉
強
す

る
前
に
西
洋
医
学
で
一
流
に
な

れ
、
そ
う
で
な
い
と
誰
も
漢
方

医
学
を
信
じ
て
く
れ
な
い
、
西

洋
医
学
に
戻
れ
」
と
い
う
言
葉

で
送
り
出
し
て
く
れ
た
。

　

そ
の
後
ア
カ
デ
ミ
ア
の
中
で

医
師
人
生
の
大
半
を
過
ご
す
こ

と
に
な
っ
た
。
ア
カ
デ
ミ
ア
と

は
医
療
・
医
学
を
科
学
で
証
明

す
る
、
研
究
成
果
の
創
出
が
必

須
な
世
界
で
あ
る
。

　

今
で
は
漢
方
の
世
界
に
も
エ

ビ
デ
ン
ス
と
い
う
概
念
が
取
り

入
れ
ら
れ
、
分
析
的
研
究
が
進

行
し
て
い
る
。
大
学
で
も
漢
方

医
学
を
手
放
さ
ず
、
漢
方
医
学

器
内
科
は
医
学
部
本
館
の
中
に

は
な
か
っ
た
。
離
れ
の
香
月
ハ

ウ
ス
（
附
属
肺
が
ん
研
究
施
設
）

の
片
隅
に
教
授
室
が
あ
っ
た
。

病
床
も
医
学
部
本
館
に
な
く
、

離
れ
の
バ
ラ
ッ
ク
の
中
に
あ
っ

た
。
当
時
は
全
く
知
ら
な
か
っ

た
が
、
後
日
こ
の
様
に
伝
え
聞

い
て
い
る
。

師
の
教
え
「
生
命
観
、
疾
病
観
」

を
思
う
（
日
本
医
事
新
報
２
０

２
０
：
４
９
９
３；

12
「
炉

辺
閑
話
２
０
２
０
」
転
載
）

　

高
校
３
年
生
の
時
、
感
冒
を

こ
じ
ら
せ
近
医
を
受
診
し
た
折
、

ヒ
ト
に
興
味
が
あ
り
医
学
部
受

験
を
考
え
て
い
ま
す
と
言
っ
た

と
こ
ろ
、
祖
師
谷
の
開
業
医
安

間
弘
樹
先
生
は
、
ご
自
身
で
書

か
れ
た
世
田
谷
区
医
師
会
報
に

掲
載
（
昭
和
47
年
６
月
、
第
22

巻
第
２
号
）
さ
れ
た
「
老
子
書

に
見
出
さ
れ
る
疾
病
観
」
と
い

う
随
筆
を
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
し
、
老

子
の
思
想
に
関
し
て
話
を
し
て

く
れ
た
。「
病
気
は
人
間
に
と
っ

て
、
或
る
種
の
安
ら
ぎ
で
あ
り
、

フ
レ
ン
ド
で
あ
る
。
西
洋
医
学

の
価
値
判
断
に
盲
従
し
、
病
気

は
何
が
何
で
も
治
す
べ
き
で
あ

り
、
病
気
な
る
も
の
を
悪
鬼
を

追
い
払
う
様
に
駆
逐
す
る
こ
と

を
至
上
使
命
で
あ
る
と
考
え
て

き
た
私
ど
も
医
師
に
と
っ
て
、

冷
静
に
、
生
命
、
病
気
、
死
、

治
療
の
意
味
を
そ
れ
ぞ
れ
原
点

に
立
ち
返
っ
て
熟
考
す
る
必
要

た
。
ク
ラ
ブ
活
動
で
亥
鼻
に
行

く
と
、
現
在
の
医
学
部
本
館
が

病
院
お
よ
び
医
局
で
あ
っ
た
。
医

学
部
本
館
は
消
毒
液
ク
レ
ゾ
ー

ル
の
匂
い
が
漂
っ
て
い
た
。
将

来
、
こ
ん
な
場
所
で
働
く
の
か

な
と
い
う
漠
然
と
し
た
不
安
感

の
様
な
も
の
を
感
じ
た
。
学
友

は
高
い
志
を
持
っ
て
い
た
人
も

い
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ

の
当
時
、
医
師
は
何
を
す
る
人

な
の
か
の
イ
メ
ー
ジ
が
そ
れ
ほ

ど
強
く
な
く
、
医
学
（
人
間
）

を
勉
強
す
る
た
め
に
医
学
部
進

学
課
程
に
入
学
し
た
。
こ
の
当

時
、
将
来
お
世
話
に
な
る
呼
吸

　

千
葉
大
学
に
入
学
し
て
み
る

と
西
千
葉
駅
は
田
舎
の
駅
で
あ
っ

た
。
国
道
14
号
よ
り
海
側
の
埋

め
立
て
工
事
は
ま
だ
終
了
し
て

い
な
か
っ
た
。
医
学
部
進
学
課

程
１
年
生
の
時
は
亥
鼻
キ
ャ
ン

パ
ス
で
の
講
義
は
な
く
、
教
養

学
部
の
講
義
を
西
千
葉
で
受
け

て
」、
皆
様
の
誰
一
人
と
の
出
会

い
が
無
か
っ
た
ら
今
の
私
は
存

在
し
て
い
な
か
っ
た
、
２
０
２
０

年
２
月
19
日
の
最
終
講
義
を
す

る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
感
謝
の

気
持
ち
で
一
杯
で
す
。
ゐ
の
は

な
同
窓
会
の
皆
様
方
に
心
よ
り

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
終
講
義
の
タ
イ
ト
ル
と
し

て
「Inspire the N

ext !  

研

究
マ
イ
ン
ド
を
持
っ
た
呼
吸
器

臨
床
」
を
選
び
ま
し
た
。
詳
細

は
千
葉
医
学
96
巻
３
・
４
号

（
令
和
２
年
８
月
発
行
予
定
）
の

「
最
終
講
義
」
に
書
か
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

昭
和
48
年　

国
立
大
学
一
期
校

　

昭
和
48
年
千
葉
大
学
医
学
部

進
学
課
程
に
１
２
・
６
倍
の
難

関
を
突
破
し
て
合
格
し
た
。
受

験
場
は
寒
い
寒
い
本
町
小
学
校

の
体
育
館
で
あ
っ
た
。
今
の
よ

う
に
暖
房
完
備
の
受
験
場
で
は

な
か
っ
た
。
ネ
ッ
ト
の
な
い
時

代
、
合
否
は
掲
示
板
を
お
そ
る

お
そ
る
見
に
い
っ
た
。
全
国
の

合
格
者
掲
示
板
の
前
で
胴
上
げ

が
行
わ
れ
て
い
た
の
は
理
解
可

能
で
あ
る
。

ご
挨
拶
と
お
礼

　

こ
れ
ま
で
の
数
え
き
れ
な
い

素
晴
ら
し
い
方
々
と
の
出
会
い

と
、
や
り
甲
斐
の
あ
る
仕
事
に

恵
ま
れ
、
大
学
人
と
し
て
幸
せ

な
日
々
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
勿
論
、
紆
余
曲
折
が

あ
り
、
多
く
の
小
さ
な
挫
折
を

繰
り
返
し
な
が
ら
懸
命
に
生
き

て
き
た
若
い
頃
が
あ
り
、
大
学

人
の
集
大
成
と
し
て
運
よ
く
教

授
と
な
り
、
呼
吸
器
内
科
学
教

室
の
発
展
に
努
力
し
て
き
ま
し

た
。

　

千
葉
大
学
医
学
部
・
大
学
院

医
学
研
究
院
、
そ
し
て
附
属
病

院
の
片
隅
に
座
ら
せ
て
い
た
だ

き
、
皆
様
か
ら
の
多
大
な
ご
支

援
を
賜
り
、
自
ら
が
成
長
で
き

る
素
晴
ら
し
い
仕
事
を
す
る
こ

と
が
で
き
た
と
自
負
し
て
お
り

ま
す
。
こ
の
世
に
生
ま
れ
て
、

千
葉
大
学
医
学
部
に
入
学
・
卒

業
、
そ
し
て
「
人
の
中
に
あ
り

ゐ の は な 同 窓 会 報

Inspire�the�N
ext�!��

�
研
究
マ
イ
ン
ド
を
持
っ
た
呼
吸
器
臨
床　
　
　
　
　

�

　

巽　
　
　

浩
一
郎
（
昭
54
）

最

終

講

義

昭和48年　国立大学一期校
千葉大学医学部進学課程　12.6倍

昭和48年　千葉大学入学当時の西千葉駅
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運
良
く
呼
吸
器
内
科
の
教
授

に
な
っ
た
が
、
サ
イ
レ
ン
ト
・
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
か
ら
脱
す
る
能
力

と
運
は
無
か
っ
た
。
千
葉
大
学

医
学
部
の
教
授
に
就
任
で
き
る

の
は
、
全
国
医
学
部
卒
業
生
の

中
の
ご
く
一
部
で
あ
る
こ
と
を

考
え
る
と
、
極
め
て
幸
運
な
こ

と
で
あ
る
。
し
か
し
何
か
仕
事

を
す
る
に
し
て
も
決
し
て
一
人

で
は
で
き
な
い
。
一
つ
の
組
織

を
あ
る
方
向
性
で
運
営
し
て
い

く
た
め
に
は
、
サ
イ
レ
ン
ト
・

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
集
団
で
あ
り
な

が
ら
、
多
才
な
医
局
員
の
能
力

を
最
大
限
に
活
か
す
に
は
、
人

と
人
と
の
連
携
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン

チ
ェ
ー
ン
の
形
成
が
必
要
で
あ
っ

た
。

お
わ
り
に

　

専
門
医
に
な
る
に
は
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
学
べ
ば
良
い
。
医
学

生
で
あ
れ
ば
こ
れ
で
問
題
な
し
。

し
か
し
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
書

い
て
あ
る
」
は
思
考
停
止
で
あ

る
。
医
師
免
許
を
取
得
し
た
の

で
あ
れ
ば
、
ア
カ
デ
ミ
ア
で
あ

る
大
学
で
臨
床
・
研
究
に
従
事

し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、「
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
に
書
い
て
あ
る
こ
と

の
意
味
」
を
問
わ
な
け
れ
ば
、

知
的
行
為
と
は
い
え
な
い
。
ゐ

の
は
な
同
窓
会
の
皆
様
が
、
千

葉
大
学
か
ら
世
界
に
向
け
て
の

サ
イ
エ
ン
ス
の
発
信
を
続
け
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
祈
念
し
て
筆

を
置
く
。

あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
日
本
語

の
医
学
雑
誌
は
そ
れ
ほ
ど
多
く

な
か
っ
た
。
私
の
学
生
時
代
に

医
学
雑
誌
論
文
をC

O
P

Y

し

て
読
ん
だ
は
ず
で
あ
る
、
こ
の

程
度
で
あ
る
。

サ
イ
レ
ン
ト
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

　
「
ロ
ー
マ
人
の
物
語
」
で
有
名

な
塩
野
七
生
氏
の
政
治
的
・
思

想
的
な
短
編
随
筆
集
に
「
サ
イ

レ
ン
ト
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
」
が

あ
る
。
示
唆
に
富
む
言
葉
が
多

く
引
用
さ
れ
て
い
る
。
人
は
恩

を
受
け
た
人
に
対
す
る
よ
り
も
、

敵
に
し
て
は
損
だ
と
思
う
人
間

の
方
に
忠
誠
を
守
る
も
の
で
あ

る
。
思
慮
深
い
人
な
ら
ば
、
人

の
一
生
に
つ
い
て
運
が
絶
大
な
力

を
持
つ
も
の
だ
と
い
う
事
は
否

定
し
な
い
だ
ろ
う
。
き
み
自
身

の
能
力
を
正
当
に
認
め
ら
れ
る

時
代
に
た
ま
た
ま
生
を
受
け
た

と
い
う
事
実
。
こ
れ
こ
そ
幸
運

と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
。
一
人
の

馬
鹿
は
、
一
人
の
馬
鹿
で
あ
る
。

二
人
の
馬
鹿
は
、
二
人
の
馬
鹿

で
あ
る
。
一
万
人
の
馬
鹿
は
、

〝
歴
史
的
な
力
〞
で
あ
る
。

　

み
ず
か
ら
の
置
か
れ
た
状
況

を
冷
静
に
把
握
し
、
果
た
す
べ

き
役
割
を
完
璧
に
遂
行
す
る
。

し
か
も
皮
相
で
浅
薄
な
価
値
観

に
捉
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
す
べ

て
を
醒
め
た
眼
で
、
相
対
的
に

見
る
こ
と
が
で
き
る
人
間
に
な

れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
人
生
楽
に

生
き
ら
れ
る
。

　

学
生
時
代
、
基
礎
・
臨
床
医

学
す
べ
て
の
教
授
の
講
義
は
板

書
で
あ
っ
た
。
学
生
は
ノ
ー
ト

を
と
り
な
が
ら
講
義
内
容
を
理

解
す
る
、
と
て
も
無
理
で
あ
っ

た
。
講
義
の
レ
ジ
メ
をPow

er 
Point

で
作
成
し
て
配
布
す
る

な
ど
想
像
が
で
き
な
い
時
代
で

あ
っ
た
。
講
義
の
進
行
速
度
は

板
書
の
速
度
に
合
っ
た
も
の
で

あ
っ
た
。
医
学
部
で
研
究
し
て

い
た
教
官
の
先
生
方
は
、
世
界

の
医
学
情
報
を
ど
の
よ
う
に
し

て
入
手
し
て
勉
強
し
て
き
た

の
で
あ
ろ
う
か
？   

図
書
館
に

入
っ
て
く
る
医
学
雑
誌
が
主
で

試
対
策
を
し
て
医
師
に
な
っ
た
。

Ｐ
Ｃ
も
な
い
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

も
な
い
、
携
帯
ス
マ
ホ
も
な
い

時
代
で
あ
っ
た
。
絵
馬
に
合
格

祈
願
を
か
け
て
、神
頼
み
で
あ
っ

た
。
現
在
工
事
中
の
医
学
部
西

門
を
上
っ
た
駐
車
場
の
場
所
、

旧
同
窓
会
館
の
前
に
、
旧
陸
軍

の
馬
小
屋
を
改
築
し
た
と
言
わ

れ
て
い
た
第
一
学
生
寮
が
あ
っ

た
。
隙
間
風
が
当
た
り
前
の
部

屋
で
国
試
勉
強
を
し
た
。
こ
の

当
時
の
息
抜
き
は
千
葉
市
内
の

喫
茶
店
に
入
っ
た
イ
ン
ベ
ー
ダ
ー

ゲ
ー
ム
で
あ
っ
た
（
若
い
人
は

誰
も
知
ら
な
い
と
思
う
が
）。

地区ゐのはな会報 ゐ の は な 同 窓 会 報

栃木県ゐのはな会
令和２年　第17号

昭和54年　千葉大学医学部卒業

PCもない、インターネットもない、携帯スマホもない時代
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50
）、
高
林
克
日
己
（
昭
50
）、

遠
藤
文
夫
（
昭
52
）、
稲
田
晴
生

（
昭
52
）、
山
口
哲
生
（
昭
53
）、

吉
原
俊
雄
（
昭
53
）、
十
川
康
弘

栃
木
ゐ
の
は
な
会
長
（
昭
55
）、

角
田
隆
文
（
昭
57
）、
小
宮
山
伸

之
（
昭
58
）、
赤
倉
功
一
郎
（
昭

59
）、
島
田
英
昭
（
昭
59
）、
窪

田
徳
幸
（
昭
60
）、
芹
澤
徹
（
昭

出
席
者

岩
倉
弘
毅
（
昭
37
）、
小
野
幸
雄

（
昭
37
）、
伊
藤
達
雄
（
昭
42
）、

笠
貫
宏
（
昭
42
）、
中
林
正
雄

（
昭
43
）、
河
村
弘
庸
（
昭
44
）、

石
場
俊
太
郎
（
昭
45
）、
橋
本

英
明
（
昭
45
）、
済
陽
高
穂
（
昭

45
）、
櫻
井
幸
弘
（
昭
46
）、
矢

端
幸
夫
（
昭
46
）、
鴨
下
博
（
昭

別
委
員
会
委
員
長
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の

U
H

C
 

（U
niversal H

ealth 
C

overage

） 

担
当
親
善
大
使
、

そ
し
て
長
崎
大
学
客
員
教
授
な

ど
歴
任
さ
れ
、
今
後
の
日
本
の

医
療
行
政
の
リ
ー
ダ
ー
で
も
あ

り
ま
す
。
い
た
だ
い
た
講
演
タ

イ
ト
ル
は
「
日
本
外
交
と
保
険
・

医
療
・
介
護
の
今
日
」
で
し
た

が
、
と
く
に
「
活
力
あ
る
健
康

長
寿
社
会
の
実
現
」
を
中
心
に

お
話
し
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
平

均
寿
命
と
健
康
寿
命
の
差
を
い

か
に
縮
め
て
い
く
か
、
高
齢
者
と

女
性
の
活
躍
の
実
現
、Value-

based H
ealthcare

と
い
う
概

念
の
促
進
に
つ
い
て
力
点
が
置
か

れ
ま
し
た
。
東
京
ゐ
の
は
な
会

会
員
か
ら
も
多
く
の
質
問
が
あ

り
、
と
て
も
有
意
義
な
講
演
会

と
な
り
ま
し
た
。
今
回
は
例
年

行
っ
て
お
り
ま
す
複
数
の
研
修

医
の
先
生
や
都
内
の
勤
務
医
の

若
手
ス
ピ
ー
チ
の
企
画
を
組
め

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
次
回
は
若

手
同
窓
ス
ピ
ー
チ
復
活
の
予
定

で
す
。
記
念
写
真
撮
影
後
に
恒

例
の
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
伊
藤
達
雄
先
生
乾
杯
発
声

の
後
、
来
賓
の
先
生
方
の
ご
挨

拶
を
い
た
だ
き
、
若
手
か
ら
ベ
テ

ラ
ン
の
先
生
ま
で
自
由
に
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
と
れ
る
場
と
し

て
改
め
て
重
要
な
会
と
い
う
認

識
で
一
致
し
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
先
生
を
学
年
順

の
氏
名
（
敬
称
略
）
で
述
べ
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
昭
45
）、
吉
川
廣
和
（
昭
40
）、

島
田
英
昭
（
昭
59
）、
北
川
定

謙
（
昭
31
）、
小
川
富
雄
（
昭

48
）

中
列
：
植
松
武
史
（
昭
55
）、
斎

藤
弘
司
（
昭
43
）、
木
村
純
（
昭

49
）、
五
月
女
直
樹
（
昭
49
）、

登
坂
薫（
昭
50
）、三
澤
博
文（
昭

54
）、
赤
井
壽
紀
（
昭
43
）、
玉

井
輝
章（
昭
43
）、野
口
哲
夫（
昭

48
）、
土
橋
正
弥
（
学
生
）

後
列
：
今
野
慎
（
昭
62
）、
伊

藤
博
（
昭
56
）、
林
田
和
也
（
昭

52
）、
吉
澤
卓
（
昭
53
）、
得
丸

幸
夫
（
昭
53
）、
諏
訪
敏
一
（
昭

43
）、
上
野
泉
（
昭
53
）、
中
村

勉
（
昭
52
）、
神
宮
和
彦
（
山

梨
医
大
・
昭
63
）

 

（
植
松
武
史
）

迎
え
ら
れ
た
北
川
定
謙
先
生
（
昭

31
）
か
ら
３
人
の
亥
鼻
祭
実
行

委
員
の
学
生
さ
ん
ま
で
幅
広
い

年
代
で
の
交
流
が
行
わ
れ
盛
況

の
う
ち
散
会
と
な
り
ま
し
た
。

写
真
右
か
ら

前
列
：
谷
田
部
紗
羅
（
学
生
）、

中
出
理
沙
子
（
学
生
）、
星
野

聡
（
昭
43
）、
中
島
透
（
昭
56
）、

白
澤
浩
（
昭
57
）、
済
陽
高
穂

の
生
物
学
と
千
葉
大
医
学
部
の

現
況
と
将
来
」
の
演
題
名
で
ヒ

ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
に
関

す
る
レ
ク
チ
ャ
ー
を
し
て
い
た

だ
き
、
さ
ら
に
医
学
部
本
館
の

改
修
を
ふ
く
む
メ
モ
リ
ア
ル
事

業
の
進
捗
状
況
な
ど
大
学
の
現

状
に
つ
き
解
説
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
今
年
米
寿
を

　

令
和
元
年
10
月
27
日
（
日
）

に
ゐ
の
は
な
同
窓
会
埼
玉
支
部

総
会
が
さ
い
た
ま
市
の
大
宮
パ

レ
ス
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
出
席
者
は
吉
川
廣
和
埼
玉

県
支
部
会
会
長
、
中
島
透
群
馬

ゐ
の
は
な
会
副
会
長
、
星
野
聡

栃
木
ゐ
の
は
な
会
副
会
長
、
済わ
た 

陽よ
う

高た
か

穂ほ

ゐ
の
は
な
同
窓
会
会
長
、

千
葉
大
学
大
学
院
医
学
研
究
院

分
子
ウ
イ
ル
ス
学
白
澤
浩
教
授
、

東
邦
大
学
大
学
院
臨
床
腫
瘍
学

島
田
英
昭
教
授
、
亥
鼻
祭
実
行

委
員
の
学
生
３
名
を
含
め
計
31

名
の
総
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
例
年
通
り
支
部
会

会
長
挨
拶
、
会
計
報
告
、
監
査

報
告
、
事
業
報
告
、
本
部
報
告

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
昨

年
に
引
き
続
き
群
馬
ゐ
の
は
な

会
が
埼
玉
ゐ
の
は
な
会
に
合
流

す
る
件
に
つ
き
協
議
さ
れ
、
前

向
き
に
検
討
を
重
ね
て
い
く
事

と
な
り
ま
し
た
。

　

特
別
講
演
で
は
ま
ず
島
田
英

昭
教
授
（
昭
59
）
に
、「
胃
が

ん
治
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
演

題
名
で
、
多
様
化
す
る
胃
が
ん

治
療
に
つ
き
最
新
の
エ
ビ
デ
ン

ス
に
も
と
づ
い
て
の
解
説
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
次
に
白

澤
浩
教
授
（
昭
57
）
に
「H

PV

　

令
和
２
年
の
東
京
ゐ
の
は
な

会
新
年
会
を
１
月
11
日
（
土
）

銀
座
ア
ス
タ
ー
御
茶
ノ
水
賓
館

に
て
開
催
し
ま
し
た
。
会
員
の

先
生
方
に
と
っ
て
正
月
明
け
の
週

末
連
休
で
も
あ
り
、
ま
た
様
々

な
会
が
重
な
る
忙
し
い
時
期
で

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
多
数
の

ご
参
加
を
い
た
だ
き
、
お
お
い

に
親
睦
を
深
め
る
場
と
な
り
ま

し
た
。
今
回
は
特
別
講
演
と
し

て
参
議
院
議
員
の
武
見
敬
三
先

生
を
お
招
き
し
ま
し
た
。
武
見

先
生
は
現
在
、
自
民
党
総
務

副
会
長
、
国
際
保
険
戦
略
特

ゐ の は な 同 窓 会 報
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拶
に
始
ま
り
、
渡
辺
啓
治
先
生

よ
り
平
成
30
年
度
会
計
報
告
が

行
わ
れ
、
原
久
彌
先
生
の
監
査

報
告
の
後
、
次
期
会
長
辻
博
勝
、

副
会
長
天
野
晋
先
生
、
事
務
局

渡
辺
啓
治
先
生
の
３
名
体
制
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
、「
高
齢
者
の

慢
性
腰
痛
」
と
題
し
て
、
千
葉

大
学
大
学
院
医
学
研
究
院
整
形

外
科
学
大
鳥
精
司
教
授
よ
り
御

講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
会
終
了
後
、
大
鳥
先
生

を
囲
ん
で
記
念
撮
影
を
行
っ
た

後
、
割
烹
「
波
奈
」
に
場
所
を

移
し
、
情
報
交
換
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
大
学
病
院
の
最
新
情

61
）、
石
井
康
宏
（
平
元
）、
安

西
尚
彦
（
平
２
）、
岡
本
和
久

（
平
２
）、
小
島
博
之
（
平
３
）、

三
浦
文
彦
（
平
３
）、
井
上
賢
治

（
平
５
）、
横
須
賀
忠
（
平
５
）、

黄
舜
範
（
平
６
）、吉
田
健
一（
平

11
）、
中
上
桂
吾
（
平
21
）、
吉

原
晋
太
郎
（
平
21
）、
豊
田
幸
子

（
平
23
）、
小
林
由
季
（
平
30
）

 

（
吉
原
俊
雄
）

　

夏
の
猛
暑
も
一
段
落
し
た
令

和
元
年
10
月
19
日
、
東
京
国
分

寺
市
の
居
酒
屋
「
北
海
道
」
に

て
、
第
45
回
多
摩
ゐ
の
は
な
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は

幹
事
で
あ
る
上

田
源
次
郎
・
石

川
て
る
代
の
同

級
生
の
東
京
ゐ

の
は
な
会
会
長
、

吉
原
俊
雄
先
生

（
昭
53
）
も
参

加
さ
れ
、
ベ
テ

ラ
ン
が
勢
揃
い

し
た
賑
や
か
な

会
と
な
り
ま
し

た
。

　

一
昨
年
に
杏

林
大
学
医
学
部

の
救
急
総
合
診

療
科
・
高
齢
医

学
兼
任
の
教
授

と
な
ら
れ
た
長

谷
川
浩
先
生

（
平
元
）
に
「
高
齢
者
医
療
〜

フ
レ
イ
ル
か
ら
救
急
医
療
ま

で
〜
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
高

齢
者
の
医
療
に
関
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
点
に
つ
い
て
講
演
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
次
に
東

京
ゐ
の
は
な
会
の
吉
原
俊
雄
先

生
が
千
葉
大
学
医
学
部
の
現
状

と
将
来
の
建
物
の
構
想
等
に
つ

い
て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。
ゐ
の

は
な
地
区
に
縁
遠
く
な
っ
た
Ｏ

Ｂ
よ
り
活
発
な
質
疑
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
し
て
会
長
の
菊
池
友

允
先
生
（
昭
47
）
の
開
会
の
挨

拶
の
後
、
最
長
老
の
神
山
守
人

先
生
（
昭
32
）
の
乾
杯
の
音
頭

で
懇
親
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

一
人
一
人
の
近
況
報
告
で
、
ま
だ

ま
だ
現
役
で
ご
活
躍
さ
れ
て
い

る
先
生
方
が
多
い
こ
と
を
確
認

し
、
親
交
を
深
め
ま
し
た
。
宴

た
け
な
わ
の
中
、
花
岡
建
夫
先

生
（
昭
33
）
の
閉
会
の
挨
拶
の 

後
、
来
年
の
再
開
を
約
束
し
、

散
会
し
ま
し
た
。

写
真
右
か
ら

前
列
：
松
原
公
護
（
昭
54
）、
吉

原
俊
雄
（
昭
53
）、
鈴
木
光
（
昭

36
）、
神
山
守
人
（
昭
32
）、
花

岡
建
夫
（
昭
33
）、
小
山
明
（
昭

35
）

中
列
：
菊
池
友
允
（
昭
47
）、
野

本
正
嗣
（
昭
54
）、
石
川
て
る
代

（
昭
53
）

後
列
：
上
田
源
次
郎
（
昭
53
）、

山
口
哲
生
（
昭
53
）、
高
西
喜

重
郎
（
昭
61
）、
小
保
内
俊
雅

（
平
３
）、
高
島
常
夫
（
昭
48
）、

山
本
弘
（
昭
39
）、
長
谷
川
浩

（
平
元
）

 

（
上
田
源
次
郎
）

　

令
和
元
年
11
月
27
日
（
水
）

た
て
や
ま
夕
日
海
岸
ホ
テ
ル
に

於
い
て
、
安
房
ゐ
の
は
な
会
総

会
・
学
術
講
演
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

総
会
に
先
立
っ
て
行
わ
れ
た

幹
事
会
で
、
青
木
謹
先
生
よ
り

会
長
辞
任
の
申
し
出
が
あ
り
、

一
番
最
後
に
到
着
し
た
辻
博
勝

が
次
期
会
長
を
仰
せ
つ
か
り
ま

し
た
。

　

総
会
で
は
青
木
会
長
の
ご
挨

報
や
、
千
葉
市
内
の
波
奈
グ
ル
ー

プ
店
の
話
、
大
鳥
教
授
の
肉
好

き
の
話
な
ど
で
お
お
い
に
盛
り

上
が
り
、
と
て
も
楽
し
い
時
間

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

写
真
右
か
ら

前
列
：
水
谷
正
彦
（
昭
52
）、
原

久
彌（
昭
34
）、青
木
謹
（
昭
36
）、

大
鳥
精
司
教
授
（
平
６
）、
武
内

重
樹
（
北
里
大
・
昭
53
）、
渡
辺

啓
治
（
昭
61
）、
伊
賀
寧
（
聖
マ

リ
医
大
・
平
２
）

後
列
：
相
正
人
（
島
根
医
大
・

平
９
）、
原
太
郎
（
聖
マ
リ
医

大
・
平
３
）、
天
野
晋
（
平
３
）、

辻
博
勝
（
平
２
）

 

（
辻
博
勝
）

ゐ の は な 同 窓 会 報
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ゐ
の
は
な
同
窓
会
事
務
局
で
は
、

卒
業
年
次
別
ク
ラ
ス
名
簿
リ
ス
ト
、

地
域
別
会
員
リ
ス
ト
お
よ
び
郵
送
用

住
所
ラ
ベ
ル
を
ご
希
望
に
よ
り
作
成

い
た
し
ま
す
。
詳
細
は
同
窓
会
事
務

室
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ
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会
の
辞
に
続
き
こ
の
間
に
逝
去

さ
れ
た
３
名
の
学
友
に
黙
祷
を

捧
げ
て
会
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

　

出
席
者
が
傾
聴
し
た
の
は
徳

久
剛
史
学
長
の
ス
ピ
ー
チ
で
し

た
。
千
葉
大
学
医
学
部
が
お
お

き
な
変
貌
を
と
げ
つ
つ
あ
る
こ

と
、
医
学
部
前
の
道
路
が
拡
幅

さ
れ
、
立
木
を
伐
採
し
た
こ
と

で
景
観
が
一
変
し
た
こ
と
、
か

つ
て
の
野
球
場
と
サ
ッ
カ
ー
場

に
は
新
た
な
医
学
部
棟
を
建
築

中
で
こ
ち
ら
も
面
目
を
一
新
す

る
こ
と
な
ど
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

医
学
部
以
外
に
も
、
日
本
発
の

新
国
際
人
を
育
成
す
る
と
い
う

壮
大
な
目
的
の
国
際
教
養
学
部

を
新
設
し
、
そ
の
成
果
が
上
が

り
つ
つ
あ
る
こ
と
な
ど
、
興
味

深
い
内
容
で
し
た
。

　

徳
久
学
長
の
発
声
に
よ
る
乾

杯
の
後
、
参
加
者
独
り
ず
つ
マ

イ
ク
を
握
っ
て
の
近
況
報
告
を

お
こ
な
い
ま
し
た
。
勤
務
先
が

変
わ
っ
た
方
あ
り
、
仕
事
に
区

切
り
を
つ
け
た
方
あ
り
、
変
わ

ら
ず
診
療
を
継
続
す
る
方
あ
り
、

各
人
各
様
の
話
柄
に
し
ば
し
聴

き
入
り
ま
し
た
。

　

今
年
の
会
場
は
全
国
か
ら
の
ア

ク
セ
ス
の
容
易
さ
か
ら
、
千
代
田

区
丸
の
内
の
東
京
国
際
フ
ォ
ー

ラ
ム
Ｇ
棟
七
階
の
東
天
紅
に
設

定
し
ま
し
た
。
中
華
料
理
を
つ

つ
き
な
が
ら
、
近
況
を
語
り
合

お
う
と
い
う
趣
向
で
す
。
狙
い

は
ズ
バ
リ
と
当
た
り
、
や
や
狭

め
の
部
屋
が
折
か
ら
の
好
天
気

会
の
報
告
と
い
た
し
ま
す
。

写
真
右
か
ら

前
列
：
中
村
宏
、
パ
ン
ロ
ッ
プ
・

チ
ャ
ワ
ル
ニ
ッ
チ
、
サ
ン
プ
ン

ナ
・
シ
ョ
ッ
ト
・
プ
ラ
サ
イ
、
和

泉
佳
子
、
高
岡
邦
子
、
盛
克
己
、

鳥
居
雅
江
、
舟
橋
満
寿
子
、
神

津
玲
子
、
ヨ
ン
・
セ
ー
シ
ン
、

青
木
靖
雄

二
列
目
：
千
葉
彌
幸
、
小
山
哲

夫
、
藤
塚
光
慶
、
玉
井
輝
章
、

北
原
宏
、
高
山
直
秀
、
田
中
寿

一
、
飯
田
秀
治
、
鹿
島
孝
、
滝

川
弘
志
、
斎
藤
弘
司
、
赤
井
壽

紀
、
唐
澤
祥
人

三
列
目
：
鈴
木
秀
、
海
野
健
、

一
瀬
正
治
、
星
野
聡
、
諏
訪
敏

一
、
古
山
信
明
、
長
谷
川
洋

機
、
竜
崇
正
、
鳥
居
敏
明
、
久

野
宗
寛
、
堀
井
文
千
代
、
和
田

源
司
、
中
嶋
弘
道

 

（
中
村
宏
）

の
は
言
う
ま
で
も
有
り
ま
せ
ん
。

海
外
組
は
次
回
も
必
ず
参
加
す

る
と
の
意
思
表
示
を
し
て
お
り

ま
し
た
の
で
、
尚
更
で
す
。
何

時
ま
で
も
ク
ラ
ス
会
が
開
催
さ

れ
ま
す
事
を
祈
願
し
て
ク
ラ
ス

テ
ル
の
予
約
が
取
れ
た
と
の
幹

事
長
の
言
葉
に
、
そ
の
対
応
の

早
さ
が
評
価
さ
れ
て
お
り
ま
し

た
が
、
誰
も
が
後
期
高
齢
者
と

な
っ
た
自
身
を
自
覚
し
て
、
可

能
な
限
り
の
参
加
を
希
望
し
た

況
等
順
次
な
ご
や
か
に
語
り
合

い
、
最
後
に
ま
た
来
年
の
再
会

を
誓
っ
て
中
村
常
太
郎
君
の
元

気
な
締
め
の
挨
拶
で
お
開
き
と

な
っ
た
。

写
真
右
か
ら

前
列
：
布
川
武
男
、
牧
野
耕
治
、

三
枝
一
雄
、
武
田
三
代
、
李
眞

麗
、
田
口
保
、
神
山
守
人
、
竹

内
達

後
列
：
竹
内
孝
、
中
村
常
太
郎
、

平
嶋
毅
、
野
口
照
義
、
前
田
昌

利

 
（
三
枝
一
雄
）

　

令
和
元
年
11
月
23
日
、
京
成 

ホ
テ
ル
ミ
ラ
マ
ー
レ
に
お
い
て
、

昭
和
32
年
卒
業
の
ク
ラ
ス
会
（
み

ふ
み
会
）
を
行
っ
た
。
わ
が
ク
ラ

ス
は
60
周
年
の
記
念
の
集
い
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
済わ
た

陽よ
う

高た
か

穂ほ

会

長
よ
り
、
記
念
の
メ
ダ
ル
と
表

彰
状
を
頂
戴
し
た
。
そ
れ
で
ま

た
元
気
を
出

し
て
、
毎
年

会
を
開
く
こ

と
に
し
て
３

年
連
続
続
い

て
い
る
。
出

席
者
は
13

名
。
午
後
１

時
に
揃
っ
て

写
真
撮
影
、

会
に
先
立
っ

て
今
年
亡
く

な
っ
た
飯
塚

正
章
君
、
西

村
忠
雄
君
に

黙
祷
を
捧
げ

た
。
カ
ナ
ダ

か
ら
遠
来
の

李
（
旧
姓
王
）

眞
麗
君
の
発

声
で
杯
を
挙

げ
、
つ
い
で

各
人
か
ら
自

己
紹
介
・
近

　

私
た
ち
の
ク
ラ
ス
会
は
毎
年
、

盛
克
己
幹
事
長
の
呼
び
か
け
で

開
催
さ
れ
て
参
り
ま
し
た
。
昨

年
は
卒
後
50
周
年
と
い
う
節
目

の
年
に
当
た
り
、
亥
鼻
キ
ャ
ン

パ
ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、

今
年
は
令
和
元
年
12
月
８
日
、

快
晴
の
空
の
下
で
、
一
昨
年
と

同
じ
東
京
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
テ

ル
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
の
ク
ラ
ス
は
既
に
13
名

が
物
故
者
と
な
っ
て
お
り
ま
す

が
、
改
め
て
健
康
で
い
ら
れ
る

こ
と
に
感
謝
し
て
再
会
を
喜
び

合
い
ま
し
た
。
今
回
は
タ
イ
国

か
ら
パ
ン
ロ
ッ
プ
さ
ん
、
プ
ラ

サ
ー
ト
さ
ん
が
、
ま
た
上
海
か

ら
は
ヨ
ン
・
セ
ー
シ
ン
さ
ん
が

参
加
さ
れ
、
計
37
名
の
参
加
を

得
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
恒
例
の

物
故
者
へ
の
黙
祷
に
次
い
で
幹

事
長
の
挨
拶
で
会
は
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
乾
杯
は
参
加
者
の
内

で
一
番
遠
方
か
ら
来
ら
れ
た
パ

ン
ロ
ッ
プ
さ
ん
が
音
頭
を
取
っ

て
行
わ
れ
ま
し
た
。
次
い
で
大

学
事
情
の
報
告
、
近
況
報
告

と
続
き
、
予
定
さ
れ
た
時
間
が

瞬
く
間
に
無
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
お
互
い
の
健
康
と
家

族
の
安
寧
を
願
っ
て
お
開
き
と

な
り
ま
し
た
が
、
毎
年
開
催
し

よ
う
と
の
幹
事
長
の
呼
び
か
け

に
誰
も
が
賛
成
し
て
終
了
い
た

し
ま
し
た
。
来
年
も
既
に
同
ホ

　

令
和
２
年
２
月
２
日
、
千
葉

大
学
医
学
部
42

－

48
ク
ラ
ス
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
42

年
入
学
か
、
あ
る
い
は
48
年
に

卒
業
し
た
か
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
同
窓
生
の
あ
つ
ま
り
で

す
。
最
近
で
は
ほ
と
ん
ど
毎
年

開
か
れ
て
、
今
年
は
昨
年
と
ほ

ぼ
同
様
の
36
名
（
う
ち
１
名
は

急
に
欠
席
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

司
会
進
行
は
担
当
幹
事
の
安

東
昌
夫
氏
が
つ
と
め
ら
れ
、
開

ゐ の は な 同 窓 会 報
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び
合
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
開

会
の
前
に
、
残
念
な
が
ら
故
人

と
な
ら
れ
た
12
名
の
級
友
に
哀

悼
を
捧
げ
た
後
に
、
既
に
記
憶

の
か
な
た
に
忘
れ
か
け
て
い
る
千

葉
大
学
校
歌
を
斉
唱
し
ま
し
た
。

幹
事
の
開
会
挨
拶
の
後
に
、
級

友
の
田
邊
政
裕
名
誉
教
授
の
祝

杯
で
会
食
を
開
始
し
ま
し
た
。

暫
し
飲
食
と
歓
談
を
し
ま
し
た

が
、
念
の
た
め
に
用
意
し
た
名

札
も
要
ら
な
い
ほ
ど
に
、
皆
お

互
い
に
打
ち
解
け
あ
っ
て
雑
談

に
花
が
咲
き
ま
し
た
。

　

途
中
で
、
過
去
の
ク
ラ
ス
会

の
写
真
を
ス
ラ
イ
ド
映
写
に
て

紹
介
が
あ
り
ま
し
た
が
、
先
ず
、

卒
後
10
年
目
の
昭
和
61
年
１
月

に
開
催
し
た
第
１
回
ク
ラ
ス
会

の
案
内
文
と
集
合
写
真
や
ス
ナ
ッ

プ
写
真
が
紹
介
さ
れ
る
と
、
御

参
加
い
た
だ
い
た
３
名
の
恩
師

と
と
も
に
、
ま
だ
若
か
っ
た
級

友
の
姿
に
歓
声
が
上
が
り
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
途
中
の
写
真
や
記

録
が
必
ず
し
も
残
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
か
ら
、
少
し
時
期
が
飛
び
ま

し
た
が
、
幹
事
が
個
人
的
に
所

有
し
て
い
た
平
成
６
年
（
１
９

９
６
）
の
三
井
サ
ン
ガ
ー
デ
ン

で
の
開
催
写
真
に
続
き
、
少
し

間
が
空
い
て
、
平
成
20
年
（
２

０
０
８
）
に
東
京
丸
の
内
、
平

成
24
年
（
２
０
１
３
）
に
京
成

ホ
テ
ル
、
平
成
27
年
（
２
０
１

５
）
に
京
成
ホ
テ
ル
、
平
成
28

年
（
２
０
１
６
）
に
隅
田
川
ク

施
設
を
拝
見
し
、
最
後
に
、
テ

レ
ビ
ド
ラ
マ
の
ロ
ケ
現
場
と
し

て
も
見
覚
え
の
あ
る
「
外
来
診

療
棟
」
を
拝
見
し
ま
し
た
。
各

施
設
の
見
学
の
後
に
、「
ひ
が

し
棟
」
屋
上
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
に

上
が
り
ま
し
た
。
こ
こ
は
救
急

患
者
の
空
路
搬
送
に
用
い
る
設

備
で
す
が
、
亥
鼻
台
地
上
の
地

上
11
階
ビ
ル
屋
上
に
あ
る
の
で
、

千
葉
市
内
の
中
心
部
を
間
近
に

見
渡
せ
、
亥
鼻
キ
ャ
ン
パ
ス
の

全
容
も
見
下
せ
た
の
で
圧
巻
で

し
た
。
特
に
近
く
で
建
築
中
の

中
央
診
療
棟
や
医
学
総
合
研
究

棟
の
現
場
も
見
下
す
こ
と
が
で

き
て
、
母
校
の
設
備
が
益
々
拡

張
し
て
ゆ
く
様
を
実
感
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
見
学

は
正
午
に
終
了
し
、
見
学
者
は

タ
ク
シ
ー
に
て
、
ク
ラ
ス
会
会

場
の
京
成
ホ
テ
ル
に
移
動
し
ま

し
た
。

　

ク
ラ
ス
会
の
宴
会
は
京
成
ホ

テ
ル
16
階
の
「
イ
ル
・
ミ
ラ
マ
ー

レ
」
で
開
催
し
ま
し
た
。
出
席

の
案
内
に
対
し
て
、
返
信
無
し

は
17
名
、
欠
席
は
46
名
、
そ
し

て
出
席
は
53
名
で
し
た
。
し
か

し
、
体
調
不
良
や
御
家
族
の
都

合
、
ま
た
台
風
に
よ
る
フ
ラ
イ

ト
欠
航
等
で
７
名
が
キ
ャ
ン
セ

ル
と
な
り
、
46
名
が
集
っ
て
旧

交
を
温
め
ま
し
た
。

　

先
ず
、
メ
ン
バ
ー
の
ほ
と
ん

ど
が
古
希
を
迎
え
た
こ
と
も
あ

り
、
古
希
の
お
祝
い
を
し
合
う

こ
と
で
久
し
ぶ
り
の
再
会
を
喜

交
を
温
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
会
の
名
称
は
「
三
本
の

指
の
会
」
と
称
し
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
は
、
医
学
専
門
課
程
前
半

の
頃
に
定
期
的
に
ガ
リ
版
印
刷

し
て
仲
間
同
士
の
情
報
共
有
に

使
っ
た
新
聞
の
名
「
三
本
の
指
」

に
由
来
し
て
い
ま
す
。
こ
の
新

聞
の
編
集
を
担
当
し
て
い
た
故

山
下
道
隆
君
が
広
島
の
出
身
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、「
三
本
の
矢
」

を
準
え
た
こ
と
と
、
記
事
の
執

筆
に
３
本
の
指
を
使
う
こ
と
か

ら
、
こ
の
名
称
に
し
た
と
記
憶

し
て
い
ま
す
。

　

ク
ラ
ス
会
の
開
催
に
当
た
っ

て
、
宴
会
の
前
に
希
望
者
の
為

の
病
院
見
学
も
企
画
し
ま
し
た
。

最
近
の
亥
鼻
キ
ャ
ン
パ
ス
は
変

容
が
著
し
く
、
旧
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
が
立
体
駐
車
場
と
な
り
、
野

球
場
も
増
築
現
場
と
な
っ
て
、

新
病
院
に
は
新
病
棟
や
外
来
棟

の
増
築
さ
れ
た
こ
と
に
加
え
て
、

新
た
に
中
央
診
療
棟
や
医
学
系

総
合
研
究
棟
が
建
築
中
で
あ
り
、

完
成
後
に
は
連
絡
道
路
の
桜
並

木
や
現
在
の
医
学
部（
旧
病
院
：

通
称
田
の
字
）
も
解
体
さ
れ
る

可
能
性
が
あ
る
状
況
に
あ
る
か

ら
で
す
。
ク
ラ
ス
会
当
日
（
令

和
元
年
９
月
22
日
）
の
午
前
11

時
前
に
16
名
が
集
合
し
て
、
病

院
総
務
課
の
方
に
案
内
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
病
院
内
の

「
に
し
棟
（
旧
入
院
棟
）」、「
ひ

が
し
棟
（
新
入
院
棟
）」
や
「
中

央
診
療
棟
」
等
の
各
部
門
や
各

　

今
回
の
担
当
幹
事
は
、
安
東

昌
夫
氏
と
秋
葉
哲
生
で
し
た
。

次
回
幹
事
は
遠
藤
信
夫
氏
が
加

わ
っ
て
く
だ
さ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
な
お
ク
ラ
ス
会
の
常

任
幹
事
は
、
千
葉
次
郎
、
山
本

で
汗
ば
む
ほ
ど
に
な
り
、
各
テ
ー

ブ
ル
で
は
に
ぎ
や
か
な
会
話
が

飛
び
交
っ
て
い
ま
し
た
。
最
後

に
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
回
廊
に

並
ん
で
記
念
撮
影
を
し
て
御
開

き
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ク
ラ
ス
は
昭
和
43
年
に

医
学
進
学
過
程
に
入
学
し
昭
和

49
年
に
医
学
部
を
卒
業
し
た
ク

ラ
ス
を
主
な
メ
ン
バ
ー
と
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
ク
ラ

ス
の
在
学
中
は
学
生
運
動
が
盛

ん
な
時
期
の
た
め
に
、
進
級
や

卒
業
が
遅
れ
る
こ
と
が
珍
し
く

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
従
い
ま

し
て
、
卒
業
年
に
関
わ
ら
ず
同

じ
時
期
に
ク
ラ
ス
を
共
に
し
た

仲
間
全
員
に
連
絡
を
し
て
、
旧

義
一
、
中
村
孝
雄
、
秋
葉
哲
生

（
敬
称
略
）
で
す
。
住
所
変
更

な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、
常
任
幹

事
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

写
真
右
か
ら

前
列
：
岩
田
泰
子
、
内
田
宏
子
、 

大
内
美
南
、
保
阪
亜
莉
沙
、
徳

久
剛
史
、
伊
藤
よ
し
み
、
片
桐

博
子
、
千
見
寺
ひ
ろ
み

後
列
：
南
昌
平
、
大
橋
教
良
、

川
口
英
昭
、
金
井
英
夫
、
安
東

昌
夫
、
野
口
哲
夫
、
横
山
淳

一
、
梅
田
透
、
白
井
厚
治
、
髙

圓
博
文
、
長
谷
部
正
晴
、
山
本

義
一
、
野
村
馨
、
遠
藤
信
夫
、

佐
藤
展
將
、
守
田
政
彦
、
高
安

賢
一
、
竹
中
正
治
、
小
林
道

生
、
安
野
憲
一
、
菊
地
紀
夫
、

鈴
木
晴
彦
、
中
村
孝
雄
、
森
山

紀
之
、
秋
葉
哲
生
、
河
野
陽

一
、
千
葉
次
郎

 
（
秋
葉
哲
生
）

ル
ー
ズ
で
開
催
さ
れ
た
写
真
が

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
頃
に

な
る
と
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
が

普
及
し
た
た
め
写
真
も
鮮
明
で

あ
る
こ
と
と
、
平
成
25
年
頃
か

ら
ク
ラ
ス
会
の
有
志
に
よ
る
メ

イ
リ
ン
グ
リ
ス
ト
が
開
始
さ
れ

て
、
ク
ラ
ス
会
の
写
真
が
メ
イ

リ
ン
グ
リ
ス
ト
上
で
提
供
し
合
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
多
く
の
写
真

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
メ

イ
リ
ン
グ
リ
ス
ト
は
、
サ
ー
バ
ー

運
営
会
社
の
都
合
で
利
用
が
で

き
な
く
な
っ
た
た
め
に
、
平
成

28
年
頃
に
終
了
し
た
こ
と
が
残

念
で
す
。

　

ま
た
、
残
り
の
料
理
や
ア
ル

コ
ー
ル
、
そ
し
て
歓
談
を
楽
し

ん
だ
後
、
約
12
名
の
参
加
者
に

近
況
報
告
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

勤
務
医
を
続
け
な
が
ら
も
孫
に

囲
ま
れ
て
幸
せ
そ
う
な
報
告
。

非
常
勤
医
と
し
て
医
療
を
続
け

な
が
ら
保
険
審
査
や
ス
ポ
ー
ツ

に
余
念
が
な
い
報
告
。
他
県
か

ら
久
し
ぶ
り
の
ド
ラ
イ
ブ
で
道

に
迷
い
な
が
ら
、
や
っ
と
千
葉

ま
で
た
ど
り
着
い
た
報
告
。
他

県
で
の
病
院
勤
務
を
終
え
て
久

し
ぶ
り
に
県
内
の
医
療
に
従
事

し
て
い
る
報
告
。
開
業
医
を
続

け
な
が
ら
跡
継
ぎ
を
育
て
て
い

る
、
ま
た
は
、
跡
継
ぎ
に
院
長

を
任
せ
て
い
る
報
告
。
病
院
長

を
定
年
退
職
し
て
別
の
管
理
職

に
従
事
し
て
い
る
報
告
。
医
療

に
従
事
し
な
が
ら
趣
味
を
広
め

て
い
る
報
告
。
医
療
の
他
に
趣
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定
年
を
過
ぎ
て
い
ま
す
の
で
、

現
場
撤
収
を
模
索
す
る
お
話
や
、

今
後
の
生
き
方
に
関
す
る
お
話

が
多
い
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
が
、

皆
学
生
時
代
の
個
性
そ
の
ま
ま

の
人
生
を
歩
ん
で
き
た
わ
け
で

す
の
で
、
今
後
も
そ
の
ス
タ
イ

ル
を
貫
く
よ
う
に
思
わ
れ
ま
し

も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
に
各
人
の
近
況
報
告

を
行
い
ま
し
た
。
皆
現
役
で
医

療
に
携
わ
っ
て
い
る
旨
を
伺
い

ま
し
た
が
、
私
的
な
事
情
も
垣

間
見
え
る
お
話
も
飛
び
出
し
、

そ
れ
な
り
に
盛
り
上
が
っ
て
お

り
ま
し
た
。
勤
務
医
で
あ
れ
ば

　

令
和
元
年
11
月
３
日
、
第
一

ホ
テ
ル
東
京
で
第
７
回
52
会
を

開
催
し
、
36
名
の
同
級
生
が
集

ま
り
ま
し
た
。
52
会
は
３
年
毎

に
開
催
し
て
参
り
ま
し
た
の
で
、

医
師
人
生
の
後
半
を
共
に
味
わ

い
な
が
ら
語
り
合
う
性
格
が
濃

い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
卒
業
後

42
年
経
ち
ま
す
の
で
、
昔
な
が

ら
の
言
葉
や
物
腰
で
語
る
も
の

の
、
古
希
周
辺
と
な
っ
た
円
熟

味
が
漂
う
よ
う
に
な
っ
て
き
た

よ
う
で
す
。

　

最
初
に
こ
の
３
年
間
に
鬼
籍

に
入
ら
れ
た
３
名
を
偲
ん
で
黙

祷
を
行
い
ま
し
た
。
冒
頭
に
幹

事
の
古
川
斎
君
が
「
ク
ラ
ス
会

は
構
成
メ
ン
バ
ー
が
減
る
こ
と

は
あ
っ
て
も
増
え
な
い
」
と
指

摘
し
ま
し
た
通
り
、
こ
の
と
こ

ろ
黙
祷
を
す
る
こ
と
が
重
な
っ

て
い
ま
す
の
で
一
抹
の
寂
し
さ

を
感
じ
ま
し
た
。
次
い
で
五
十

嵐
辰
男
が
本
学
お
よ
び
亥
鼻

キ
ャ
ン
パ
ス
の
近
況
を
報
告
し

ま
し
た
。
千
葉
大
学
全
体
で
は

国
際
的
な
研
究
大
学
と
し
て
頑

張
っ
て
い
る
こ
と
、
国
立
大
学

の
中
で
、
志
願
者
数
が
ト
ッ
プ

を
維
持
し
て
い
る
こ
と
、
お
よ

び
亥
鼻
地
区
の
新
病
院
・
研
究

棟
群
構
想
と
工
事
進
捗
状
況
を

お
話
し
し
ま
し
た
。
特
に
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
上
に
で
き
る
医
学
系

総
合
研
究
棟
に
は
皆
感
慨
深
い

会
と
な
り
ま
し
た
。

　

帰
り
に
は
、
本
日
の
開
会
直

前
に
撮
影
し
た
集
合
写
真
を
配
っ

て
お
持
ち
帰
り
い
た
だ
き
ま
し

た
。
集
合
写
真
に
写
っ
て
い
る

方
々
（
敬
称
略
）
は
、
撮
影
に

間
に
合
わ
な
か
っ
た
２
名
（
折

居
和
雄
、
増
村
道
雄
）
を
除
い

て
以
下
の
如
く
で
す
。

写
真
右
か
ら

前
列
：
唐
澤
（
里
見
）
直
子
、

中
村
（
沢
野
）
文
子
、
入
江

（
大
橋
）
澄
子
、
渡
辺
（
三
井
）

博
子
、
奥
村
俊
子
、
西
野
薫
、

衣
川
直
子
、
野
村
（
藤
江
）
恭

子
、
渡
辺
（
萩
原
）
順
子
、
田

邊
（
川
上
）
恵
美
子

二
列
目
：
酒
巻
（
松
沢
）
建
夫
、

河
田
誠
、
菊
池
典
雄
、
杉
田
洋

一
、
小
林
裕
夫
、
田
中
正
、
長

谷
川
純
、
武
藤
高
明
、
木
村
純
、

菅
野
治
重
、
浅
井
隆
善

三
列
目
：
土
佐
純
一
、
山
内
一

弘
、
青
柳
光
生
、
五
月
女
直

樹
、
江
原
正
明
、
山
口
英
明
、

吉
田
良
平
、
小
出
博
義
、
舘
野

純
生
、
田
邊
政
裕

四
列
目
：
石
川
隆
一
、
北
野
慎

一
郎
、
高
原
善
治
、
佐
藤
茂
樹
、

小
浜
知
美
、
保
坂
泰
昭
、
伊
藤

国
明

最
後
列
：
三
上
恵
只
、
岩
津
都

希
雄
、
入
江
氏
康
、
有
田
正

明
、
石
毛
憲
治
、
坪
井
秀
一

 

（
菅
野
治
重
、
浅
井
隆
善
）

し
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
次
会
を
数
年
以
内

に
東
京
周
辺
で
開
催
す
べ
く
、

次
の
幹
事
が
選
出
さ
れ
ま
し
た

が
、
次
期
幹
事
か
ら
、
こ
れ
ま

で
参
加
で
き
て
い
な
か
っ
た
留

学
生
の
メ
ン
バ
ー
も
参
加
で
き

る
よ
う
な
計
画
を
立
て
た
い
旨

の
意
思
表
示
が
な
さ
れ
て
、
閉

味
と
し
て
山
登
り
や
ジ
ョ
ギ
ン

グ
、
さ
ら
に
は
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン

に
挑
戦
し
て
い
る
報
告
等
々
。

多
彩
な
報
告
が
聞
か
れ
、
古
希

を
迎
え
な
が
ら
も
、
元
気
に
医

療
・
趣
味
・
家
族
サ
ー
ビ
ス
・

ス
ポ
ー
ツ
等
々
に
勤
し
み
人
生

を
エ
ン
ジ
ョ
イ
し
て
い
る
報
告

が
聞
か
れ
て
、
お
互
い
に
励
ま

た
。
体
力
が
衰
え
始
め
る
年
代

で
す
の
で
、
健
康
維
持
が
関
心

事
の
一
つ
と
な
っ
て
お
り
、
筋
ト

レ
や
山
登
り
な
ど
の
エ
ク
サ
サ

イ
ズ
を
行
う
同
志
が
少
な
か
ら

ず
い
た
こ
と
は
誠
に
喜
ば
し
い

と
こ
ろ
で
す
。

　

次
回
は
３
年
後
の
予
定
で
す

が
、
お
互
い
残
り
の
人
生
が
少

な
く
な
っ
て
く
る
年
齢
な
の
で
、

詰
め
た
方
が
良
い
の
か
、
思
案

の
し
ど
こ
ろ
と
い
っ
た
と
こ
ろ

で
す
。

　

52
会
終
了
後
も
場
所
を
移
し

て
２
次
会
を
行
い
ま
し
た
が
、

話
は
尽
き
る
こ
と
な
く
賑
や
か

な
会
と
な
り
ま
し
た
。

写
真
右
か
ら

前
列
：
宇
梶
晴
康
、
村
野
早
苗
、

青
柳
栄
一
、
鈴
木
孝
雄
、
古
川

斎
、
水
谷
正
彦
、
今
泉
照
恵
、

香
村
衡
一
、
五
十
嵐
辰
男
、
湊

明
、
安
田
敏
行

後
列
：
小
林
純
、
木
村
正
幸
、

升
田
吉
雄
、
松
本
明
石
、
富
沢

正
昭
、
高
田
俊
一
、
兵
頭
明
夫
、

田
中
幹
雄
、
山
縣
正
庸
、
山
川

久
美
、
川
田
崇
雄
、
林
田
和
也
、

遠
藤
文
夫
、
四
元
徹
志
、
尾
崎

正
彦
、
礒
辺
啓
二
郎
、
高
橋
敏

信
、
椎
原
秀
茂
、
松
前
孝
幸
、

稲
田
晴
生
、
川
俣
泰
男
、
宇
田

川
晃
一
、
島
上
実
、
高
山
順
、

山
田
善
重

 

（
五
十
嵐
辰
男
）
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寄
附
が
あ
り
、
卒
後
50
周
年
基

金
と
し
て
積
立
て
る
。
支
出
は

メ
モ
リ
ア
ル
事
業
委
員
会
の
開

催
が
あ
り
会
議
費
の
支
出
増
。

　

岩
倉
弘
毅
会
計
監
事
（
昭

37
）、
秋
葉
哲
生
会
計
監
事
（
昭

50
）
に
よ
り
決
算
案
が
承
認
さ

れ
た
。（
表
６
）

６
．
令
和
２
年
度
予
算
案
に
つ

い
て
（
表
７
）

　

基
本
的
に
は
令
和
元
年
度
の

予
算
を
踏
襲
し
て
お
り
、
メ
モ

リ
ア
ル
事
業
費
を
基
金
よ
り
取

り
崩
す
事
と
す
る
。

［
第
４
議
案
］

７
．
会
務
組
織
変
更
、
そ
れ
に

伴
う
会
則
修
正
（
表
８
）

　

第
６
章
役
員
第
13
条
、
第
８

章
会
務
第
28
条
会
則
修
正
に
つ

い
て

２
）

　

右
記
８
名
を
選
出
す
る
。

［
第
２
議
案
］

３
．
年
次
活
動
に
つ
い
て
（
表

３
）

　

庶
務
部
：
令
和
元
年
度
の
各

会
議
開
催
や
各
支
部
と
の
交
流
。

　

事
業
部
：
同
窓
会
賞
の
授
与
、

同
窓
会
報
の
発
行
、
同
窓
サ

ポ
ー
ト
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
メ

モ
リ
ア
ル
事
業
、
卒
後
50
周
年

基
金
な
ど

４
．
令
和
２
年
度
事
業
計
画
に

つ
い
て
（
表
４
）

［
第
３
議
案
］

５
．
令
和
２
年
度
決
算
に
つ
い

て
（
表
５
）

　

収
入
は
、
ほ
ぼ
例
年
通
り
。

卒
後
50
周
年
基
金
と
し
て
昭
和

44
、
43
年
卒
業
の
ク
ラ
ス
よ
り

［
第
１
議
案
］

１
．
名
誉
会
員
の
推
薦
に
つ
い

て
　

内
規
に
基
づ
き
神
奈
川
ゐ
の

は
な
会
よ
り
推
挙
さ
れ
た
小
野

田
昌
一
氏
（
昭
40
）
を
名
誉
会

員
に
推
薦
す
る
。

２
．
役
員
の
選
出
に
つ
い
て

（
表
１
、
２
）

　

新
た
な
役
員
と
し
て

①
参
与

　

伊
藤
達
雄
氏
（
昭
42
）

②
理
事

　

西
川
哲
男
氏
（
昭
47
）、
松

前
孝
幸
氏
（
昭
52
）、
鶴
田
好

孝
氏
（
昭
54
）

③
評
議
員　

　

更
科
廣
實
氏
（
昭
42
）、
大

沼
裕
氏
（
平
２
）、
吉
富
秀
幸

氏
（
平
２
）、
杉
田
明
穂
氏
（
令

ゐ の は な 同 窓 会 報

書　

面　

表　

決　

資　

料

ゐ
の
は
な
同
窓
会
総
会
中
止
に
よ
る
書
面
表
決

　

同
窓
の
先
生
方
に
は
平
素
よ
り
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
６
月
開
催
の
総
会
は
中
止
と
な
り
、
総
会
議
案
は
書
面
表
決
に
て
行
う
事
と
な

り
ま
し
た
。
資
料
は
左
記
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
第
１
回
理
事
会
の
書
面
審
議
議
事
要
旨
は
30
面
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

　

同
封
の
「
書
面
表
決
は
が
き
」
に
お
返
事
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、「
書
面
表
決
は
が
き
」
の
返
信
締
め
切
り
は
８
月
11
日
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

存
じ
ま
す
。

　

返
信
の
な
い
場
合
は
議
案
可
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

書
面
表
決
の
結
果
に
つ
き
ま
し
て
は
、
８
月
下
旬
に
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

　

ご
理
解
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

年　卒 氏　　名
昭32
〃33 嶋田　俊恒
〃34 神田　芳郎
〃35 神田　　敬
〃35 河野　　宏
〃36 前嶋　　清
〃37 杉岡　昌明
〃38 谷　　修一
〃38 鳥羽　　剛
〃39 崎山　　樹
〃40
〃41 里村　洋一
〃42 更科　廣實
〃43 北原　　宏
〃44 渡辺　義郎
〃45 渡辺　義二
〃46 渡部　恒夫
〃47 大野　一英
〃47 大橋　浩文
〃48 千葉　次郎
〃48 灘岡　壽英
〃49 菅野　治重
〃50 高林克日己

年　卒 氏　　名
昭50 平井　愛山
〃51 高橋　和久
〃52 堀部　和夫
〃53 新井　貞男
〃53 山口　哲生
〃54 軍司　祥雄
〃54 巽　浩一郎
〃55 神﨑　哲人
〃55 佐藤　慎一
〃56 伊丹　　純
〃56 高　　在完
〃57 下山　直人
〃58 後藤　茂正
〃58 丹野　裕和
〃59 伊豫　雅臣
〃59 藤本　　肇
〃60 岡田　朝志
〃61 新島　真文
〃61 林　　偉明
〃62 鈴木　正人
〃63 横手幸太郎
平元 粟生田　輝
〃２ 大沼　　裕

年　卒 氏　　名
平２ 吉富　秀幸
〃３ 赤坂　　武
〃４ 櫻井　健一
〃５ 花岡　英紀
〃６ 大鳥　精司
〃７ 竹内　　男
〃７ 山口　和也
〃８ 三階　貴志
〃９ 腰塚　周平
〃10 太和田暁之
〃11 小林　圭介
〃11 三宅　敦子
〃12 川辺　純子
〃12 後藤　伸子
〃13 大島　　拓
〃13 杉本　晃一
〃14 金　　宇鎮
〃15 篠原　　翼
〃15 新津　富央
〃16 内野　康志
〃16 寺谷　俊康
〃17 大野　幸恵
〃17 鳩貝　　健

年　卒 氏　　名
平18 今井　恵理
〃19 細川　淳一
〃20 丘　　育容
〃20 岡原　陽二
〃21 幸本　達矢
〃21 山村　智彦
〃22
〃23 椎名　裕樹
〃23 若井　　健
〃24 秋葉　　歩
〃25 家村　亜希
〃26 工藤　　渉
〃27 桑原　千尋
〃27 小林　祐介
〃28 小野　亮平
〃29 武内　　嵩
〃30 岩田　秀平
〃31 川西　朗弥
令２ 杉田　明穂

敬称略　
　下線は新評議員

表１　令和２年度ゐのはな同窓会役員（案）

会　 長 済陽　高穂（昭45）

副 会 長 吉川　廣和（昭40）　　鈴木　信夫（昭47）
吉原　俊雄（昭53）　　　　 　　　　　　

会計監事 岩倉　弘毅（昭37）　　秋葉　哲生（昭50）

参　 与 三枝　一雄（昭32）　　大井　利夫（昭35）
伊藤　達雄（昭42）　　　　 　　　　　　

理　 事

青木　　謹（昭36）　　宍倉　正胤（昭37）
鈴木　　守（昭39）　　諏訪　敏一（昭43）
星野　　聡（昭43）　　三科　孝夫（昭46）
石川　詔雄（昭47）　　西川　哲男（昭47）
田邊　政裕（昭49）　　上田真喜子（昭50）
林田　和也（昭52）　　松前　孝幸（昭52）
小林　敏生（昭53）　　栗原　正和（昭54）
鶴田　好孝（昭54）　　中村　眞人（昭54）
宮本　恒彦（昭54）　　十川　康弘（昭55）
瀧口　正樹（昭56）　　中島　　透（昭56）
森田　弘之（昭56）　　白澤　　浩（昭57）
幡野　雅彦（昭57）　　剣持　　敬（昭58）
赤倉功一郎（昭59）　　黒木　春郎（昭59）
三木　隆司（昭63）　　安西　尚彦（平２）
岡本　和久（平２）　　清水　栄司（平２）
井上　賢治（平５）　　横須賀　忠（平５）
諏訪園　靖（平６）　　　　　　　 　　　

表２　令和２年度（2020年）評議員（案） 85名　

①
庶
務
部

会
議
等
の
開
催

理
事
会

　

平
成
31
年
４
月
17
日

　

令
和
元
年
11
月
14
日

　
　
　

２
年
２
月
13
日

総
務
会

　

平
成
31
年
４
月
４
日

　

令
和
元
年
10
月
31
日

　
　
　

２
年
２
月
５
日

各
支
部
と
の
交
流

君
津
・
木
更
津
ゐ
の
は
な
会

　

令
和
元
年
６
月
26
日

　
　

大
鳥　

精
司
教
授

静
岡
ゐ
の
は
な
会

　

令
和
元
年
７
月
７
日

　
　

岩
立　

康
男
教
授

山
梨
ゐ
の
は
な
会

　

令
和
元
年
７
月
25
日

　
　

巽　

浩
一
郎
教
授

茨
城
ゐ
の
は
な
会

　

令
和
元
年
10
月
27
日

　
　

吉
原　

俊
雄
副
会
長
、

　
　

加
藤　

直
也
教
授

埼
玉
ゐ
の
は
な
会

　

令
和
元
年
10
月
27
日

　
　

済
陽　

高
穂
会
長
、

　
　

白
澤　
　

浩
教
授

安
房
ゐ
の
は
な
会

　

令
和
元
年
11
月
27
日

　
　

大
鳥　

精
司
教
授

栃
木
ゐ
の
は
な
会

　

令
和
２
年
１
月
26
日

表
３　

年��

次��

活��

動��

報��

告

　
　

吉
川　

廣
和
副
会
長

②
事
業
部

令
和
元
年
度
同
窓
会
賞
受
賞
者

決
定
（
功
労
賞
１
件
）

　

 

功
労
賞
：
齋
藤　

康
氏
（
千

葉
大
学
名
誉
教
授
、
新
潟

大
・
昭
43
卒
）

ゐ
の
は
な
同
窓
会
報
の
発
行

　

１
８
１
号
（
５
月
10
日
）、

　

１
８
２
号
（
９
月
20
日
）、

　

１
８
３
号
（
１
月
１
日
）

同
窓
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

 

昭
和
33
年
卒
業
生
、
昭
和
44

年
卒
業
生　

記
念
メ
ダ
ル
、

感
謝
状
贈
呈

　

 

平
成
31
年
卒
業
生　

同
窓
会

会
員
名
簿
、
ピ
ン
ズ
バ
ッ
チ

贈
呈
、
教
授
・
卒
業
生
写
真

パ
ネ
ル
作
成
（
同
窓
会
館
内

に
展
示
）

　

 

平
成
31
年
入
学
生　

ク
リ
ア

フ
ァ
イ
ル
贈
呈

メ
モ
リ
ア
ル
事
業

メ
モ
リ
ア
ル
事
業
委
員
会
開
催

　

令
和
元
年
５
月
29
日

　
　
　

元
年
８
月
１
日

　
　
　

元
年
10
月
17
日

　
　
　

元
年
12
月
19
日

ゐ
の
は
な
同
窓
会
卒
後
50
周
年

基
金

　

昭
和
44
年
卒
業
生
よ
り
寄
附

　

昭
和
43
年
卒
業
生
よ
り
寄
附

１
．
会
報
発
行

２
．
各
地
域
ゐ
の
は
な
会
へ
の
支
援

３
．
各
地
域
ゐ
の
は
な
会
（
会
員
）・
本
部
間
の
交
流

４
．
研
究
・
教
育
助
成

５
．
Ｉ
Ｔ
広
報
関
連
事
業

６
．
メ
モ
リ
ア
ル
事
業

７
．
同
窓
会
員
組
織
の
充
実

８
．
同
窓
サ
ポ
ー
ト
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

９
．
そ
の
他

表
４　

令
和
２
年
度
（
２
０
２
０
年
）
事
業
計
画
（
案
）
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表７　令和２年度予算

収入の部 款　項　目 予算額（円）
会　費　等 19,800,000
事 業 収 入（註１） 7,000,000
他会計より受入 2,000
寄　付　金 500,000
基金より取崩し（註２） 3,000,000
雑　収　入 16,000
（当期収入計） 30,318,000
前年度繰越金受入 8,988,911

収入合計 39,306,911
支出の部 款項目（節） 予算額（円）

総　務　費（註３） 13,200,000
事　業　費（註４） 18,420,000
事 業 税 等 1,400,000
予　備　費 6,186,911
積　立　金 100,000
次期繰越金

支出合計 39,306,911
新型コロナウイルス感染拡大の状況に対応して予算案の変更が
ある場合は、総務会等により適切な変更を行うことがあります。

表５　令和元年度決算報告

収入の部 款　項　目 予算額（円） 決算額（円） 対予算額（円）
会　費　等 19,900,000 18,688,000 －1,212,000
事 業 収 入（註１） 6,500,000 7,358,993 858,993
他会計より受入 10,000 1,441 －8,559
寄　付　金 500,000 3,220,000 2,720,000
基金より取崩し（註２） 0 0 0
雑　収　入 18,000 15,018 －2,982
前年度繰越金受入 7,128,717 7,128,717

収入合計 34,056,717 36,412,169 2,355,452

支出の部 款項目（節） 予算額（円） 決算額（円） 対予算額（円）
総　務　費（註３） 13,200,000 11,170,650 －2,029,350
事　業　費（註４） 16,060,000 12,045,408 －4,014,592
事 業 税 等 1,400,000 1,387,200 －12,800
予　備　費 3,296,717 0 －3,296,717
積　立　金 100,000 2,820,000 2,720,000
次期繰越金 8,988,911 8,988,911

支出合計 34,056,717 36,412,169 2,355,452

註１～４：収入、支出の主要細目等

款項目 令和２年度
予　　　算

令和元年度
予　　　算

収入の部（註１）事業収入 会員総合補償制度集金事務費　 7,000,000 6,500,000
（註２）基金より取り崩し 同窓会基金よりメモリアル事業に充当 3,000,000 0

支出の部（註３）総務費 会議費 3,500,000 3,500,000
人件費 7,000,000 7,000,000
その他 2,700,000 2,700,000

（註４）事業費 会報・会誌 5,400,000 5,400,000
学事奨励　・ゐのはな賞 550,000 550,000
　　　　　・ゐのはな美術展 200,000 200,000
　　　　　・猪之鼻奨学会 400,000 400,000
各種助成　・附属図書館 800,000 800,000
　　　　　・白衣式 700,000 700,000
　　　　　・国際交流支援 100,000 100,000
　　　　　・ちばBCRC支援 200,000 240,000
　　　　　・白菊会 200,000 200,000
　　　　　・支部 4,100,000 4,100,000
　　　　　・同窓サポートプロジェクト 1,300,000 1,500,000
　　　　　・IT関連事業費 800,000 1,200,000
メモリアル事業等 3,000,000 0
その他 670,000 670,000

表６表８　ゐのはな同窓会会務組織変更それに伴う会則修正の提案

令和元年度会費納入率
（全体：60％）

学年別
卒年 納入率 卒年 納入率 卒年 納入率
昭45 76％ 昭62 68％ 平16 54％
46 65％ 63 70％ 17 46％
47 73％ 平元 64％ 18 54％
48 73％ ２ 57％ 19 53％
49 65％ ３ 59％ 20 50％
50 69％ ４ 60％ 21 54％
51 82％ ５ 58％ 22 43％
52 77％ ６ 59％ 23 69％
53 68％ ７ 52％ 24 75％
54 66％ ８ 66％ 25 53％
55 68％ ９ 51％ 26 56％
56 72％ 10 49％ 27 43％
57 70％ 11 58％ 28 39％
58 68％ 12 53％ 29 45％
59 66％ 13 43％ 30 28％
60 69％ 14 63％
61 66％ 15 59％

新 旧
第６章　役員
第13条
理事は各支部の推薦あるいは総務会・理事
会の推薦に基づき総会の承認により決定す
る。

理事は各支部の推薦に基づき総会の承認に
より決定する。

第８章　会務について
第28条
本会の会務は総務会がこれを統轄する。
一般会務は次の如く組織構成とし、会長
が理事及び会員より指名し各部の担当理
事とし、これらの会務担当を委嘱する。
副会長は各部の責任者となる。
また、必要に応じて委員会を置くことが
できる。
担当部：総務部、財務部、広報部、学術・
企画部、渉外部、会報・編集部、評議員
担当部、学生担当部、医学部・病院担当
部、その他理事会において必要と認めた
会務。
会務内容の詳細は別表に定める。

本会の会務は総務会がこれを統轄する。
一般会務は次の３部に分け、会長が理事及
び会員より指名する各部の責任者（会務担
当責任者）及び委員に、これらの会務担当
を委嘱する。
　１．庶務部
　２．会計部
　３．事業部

≪別　表≫
・総務部（総務会、理事会準備、会員名
簿、会則改定など）
・財務部（従来の会計部）
・広報部（HPなど、会報・編集部と必要
に応じて連携）
・学術・企画部（総会の際の企画など）
・渉外部（医師会、ゐのはな会支部、行
政関連など）
・会報・編集部（会報）
・評議員担当部（評議員への通達、評議
員会）
・学生担当部（医学部及び医学研究院教
官含まれることが望ましい）
・医学部・病院担当部（医学部及び医学
研究院教官含まれることが望ましい）
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Ｑ１　現医学部本館で保存を希望するもの

Ｑ２　メモリアルとして残して欲しいもの Ｑ３　保存・展示場所について

その他
3％

旧病院の内景
18％

各教室の歴史
17％

旧病院前面の
外観
29％

各部活動等
の歴史
12％

各教室等に
残されている
歴史的物品
21％

旧病院の
縮小モデル
23％各教室の歴史

編纂
13％

旧病院のメモ
リアル・ビデオ

15％
年史ウォー
ル・パネル
15％

旧病院の画像
22％

150周年記念誌
11％

医学部新棟
41％

改装等を行って、
旧病院内に設置

23％

記念講堂
36％

ゐ の は な 同 窓 会 報

アンケート結果要約

◦�旧病院の外観（１位）、歴史的物品（レガ
シー）（２位）を残して欲しい。

◦�旧病院の縮小モデル（１位）、画像（２
位）、年史パネル・ビデオ（３、４位）を
メモリアルとして残して欲しい。

◦�大学の歴史的物品（レガシー）は医学部
新棟（１位）、記念講堂（２位）に残して
欲しい。

� メモリアル事業委員会　2020.�2　

　ゐのはな同窓会メモリアル事業委員会が行ったメ
モリアル事業に関するアンケートの結果をお知らせ
致します。アンケート調査にご協力頂きました会員
の皆様に感謝申し上げます。

メモリアル事業アンケート
結果報告

メモリアル事業として行って欲しい企画案等（自由記載）
単に千葉大としてではなく、日本の「国立医学博物館」として整備して行く。
①新医学部棟内に旧病院の屋階講堂を再現して欲しい。そこで研究会、地方会出来ると良い。
　病院内にガーネットホール（大講堂）あるが、U字形のものが欲しい。メモリアルホールとして。
②会報発送時に「振込み用紙」を入れる。また、手軽なコンビニ振込可能なもの。
③若い卒業生の卒後の動静を把握できるシステムを作る。
④母校愛を育てるためにホームカミングパーティ以外の方策を考えよう。
DVDに撮って残しておく。
同時期に建てられた東大法文１号館は耐震化されて偉容を誇っているのに、何故旧病院の歴史的価値を壊すのか。千葉は旧いも
のを大事にしなさすぎます。Lobby活動してください。旧病院保存のために。
旧病院の大理石またはレンガを販売（配布）したらいかがでしょうか。
亥鼻祭実行委員会の振込はコンビニ払いなどの振込にできないでしょうか。
郵便局に振込みに行くのと違い簡単にできます。いつもそれでやめています。
旧病院内のツアー
記念品（バッチ、時計）の作製
千葉大学医学部基金（千葉大学SEEDS基金の医学部版）を作り、寄附を受付、支援を行う。税額控除に係る証明を取得してお
くこと（所得控除、税額控除）
旧病院の小モデルの製造委託販売をすれば購入希望者がいるのでは？
（大きさにもよりますが、10万円くらいまでなら……）
旧病院の壁のレンガ（タイル？）を記念品として使う。

【アンケート目的】
　メモリアル事業に関する会員の意見・要望調査。
【アンケート期間】
　2019年９月～2020年１月
【調査対象】
　ゐのはな同窓会員
【調査・回収方法】
　会報でのアンケート周知、Fax・インターネットでの回答
【回収状況】
　回答数107
　（Fax: 64、インターネット : 43）
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メモリアルウォールに旧病院の一部“千葉大学”の銘、柱など、実物を組み込んで作成したらどうでしょう。
メモリアル事業記念絵葉書の発行等を希望します。
メモリアル事業の名称付の研究奨学金
申請者の中から当該部・教室を除く教授からなる選考委員会で１件／年決定。
金額は最低100万円を支給。
１．亥鼻台写真・文集（旧病院の思い出を含め）
２．千葉大学医学部発展に尽くした人物の顕彰（立像、胸像、碑文など）
３．医道の高揚に資するヒポクラテス像など。
旧病院と同時代の建築である日比谷の三信ビル、京橋の片倉ビルが取り壊された後、かつての建築物の姿を記録した展示物等が
新しいビルに設置されなくて残念だったのですが（片倉ビルは玄関のメダリオンだけ展示されてますが、あれではかつての姿は
わからない）、利用者が気軽に見ることが出来る形で、旧病院の正面玄関あたりとかこのサイトの下部のバナーになっているガ
ラス部分などの記録が残るといいなと思います。
写真を千葉大のHPのどこかにアーカイブ的に載っけておいてくれると戦前建築物愛好家は喜ぶんじゃないですかね……。
旧病院内でのさよならパーティー
取り壊し前のhomecoming party
アンケートの場を作っていただき、感謝します。保存事業は容易ではないとは存じますが、千葉大学の、他の医学部とは異なる
価値は、旧病院の歴史的建造物に象徴される、その歴史であると思います。欧米の、歴史あるアカデミアも、必ず歴史的建造物
を努力して保存しています。いったん失われたら、回復は不可能です。白澤教授はじめ、ご担当いただく方々、大変なご苦労が
あるとは存じますが、何とか、旧病院の正面ファサードについては、保存をお願いしたいです。
近年、ドローンを使って建造物や周辺の風景を保存することが散見されます。ぜひ、やりませんか。
・あれだけの建物は今後造りがたい。一部だけでも残したい歴史的建造物である。市や県の協力（ひいては利用主体としても）
は得られないのだろうか。千葉市、県の遺産でもあると思う。
・取り壊すようなら、サヨナラパーティーなどOBを呼ぶことはできないだろうか。卒業生でもあの建物がなくなることは十分
に周知されていないと思う。
旧病院と同年に建設された矢作町の高架水槽は平成19年の登録有形文化財に登録されている。旧病院も登録基準を満たしてい
る。（築50年以上）
医学部だけで議論せず建築学科などとも働きかけて良案を練るべき。
千葉市内には戦前の建築物はほとんど残っていないため取り壊しは避けて欲しい。
ホームカミングパーティなどで徳久先生が話されていた旧病院時代の話など、今の学生が知らないことを（当時のこと）知る機
会は欲しい。
何を行うにしても必ずプロに発注をお願いします。
動画を残しましょう。プロの力を使うといいと思います。
イベントのオンライン配信
全国放送（少なくとも東京で中継されるくらいの）規模のパレード的なやつ。
卒業生の集合写真をパネルにして残す。
現医学部本館（旧病院）の建物全ての保存を強く希望します。東大など他の大学は歴史的建造物を改修し、大学のシンボルとし
て残しているのに、なぜ千葉大学にはそれができないのでしょうか？千葉大学唯一の歴史的建造物である現医学部本館を残せる
ように、大学側に強く働きかけていただきますようご尽力よろしくお願いいたします。
同窓生ネットワークの構築
海外医学部との連携・留学支援・研究支援等前向きな新規プロジェクト
医学部本館は千葉大学の宝です。壊してしまったら取り返しのつかないことになります。
それを良く考えいただきたい。
取り壊しになる前に、OBや地域住民を招いての見学ツアー開催
現医学部本館の建物全ての保存を強く希望します。
東大など他の大学は、歴史的建造物を改修し、大学のシンボルとして残しているのに、なぜ千葉大学には、それができないので
しょうか？千葉大学唯一の歴史的建造物である現医学部本館を残せるように、大学側に強く働きかけていただきますよう、ご尽
力よろしくお願いいたします。
とにかく、千葉大医学部本館は我々医学部卒業生にとってなくてはならないものと考えている。心のよりどころがなくなること
を平然と行おうという卒業生は一人もいないと信じる。壊すのは簡単だが、二度と元には戻らないことを肝に銘じるべき。
医学部卒業生以外にも本館建物の価値を知ってもらえるよう、マスコミや市・県の文化・教育関係部署に働きかけるべき（企画
ではありませんが）。知らせる努力を。東大より素晴らしい建築のように思える。東大ですら保存しているのに。

新型コロナウイルス感染の世界蔓延に直面して

 済
わた

　陽
よう

　高
たか

　穂
ほ
（昭45）　

　2019年11月22日、中国・武漢で原因不明のウィルス性肺炎が確認され、12月18日、武漢海鮮市場で発症した
高熱・肺炎患者が武漢中心病院に救急入院、外部機関で行われた検体の解析で『新型コロナウイルス』感染で
あることが判明した。12月31日；WHOへの最初の報告、2020年１月16日；日本での最初の感染者を確認、わが
国ではその後２月22日；108名、３月27日；1,046名、４月25日；10,026名へと激増、ただし改善・退院者が現在
は９割前後となり、死亡者963名を除くと、現在加療中感染者は実質1,000名前後で推移している。一方、世界
での感染者はほぼ1,000万人、死亡者は47万７千人に達し（６月25日現在）文字通りパンデミックとなっている。
　日本での感染拡大は、政府・厚労省、また文科省、経済産業省、財務省などが叡智を絞って、学校閉鎖、緊
急事態での経済活動自粛など影響を最小限に食い止める努力を続けている。100年前のスペイン風邪流行時、米
国セントルイスでの市民活動自粛が成功し、フィラデルフィアでの死者数の十分の一程度に留めたことが、尾
身会長の公衆衛生学会誌で発表されており刮目させられた。日本でのコロナ感染防疫が国民の政府への信頼が
強固なものであり、その成果が実を結びつつあることを欣快とするものであるが、100年に一度の国難を何とか
乗り越えて、また素晴らしい日常が到来することを願っている。
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期
研
修
で
は
初
期
研
修
中
の

経
験
数
を
み
て
、
呼
吸
器
外
科

を
中
心
に
経
験
し
つ
つ
も
経
験

数
の
不
足
し
て
い
る
消
化
器
外

科
、
心
臓
・
血
管
外
科
、
小
児

外
科
、
乳
腺
外
科
な
ど
を
修
練

し
て
も
ら
う
よ
う
に
し
て
い
る

か
ら
で
す
。
卒
後
５

－

６
年
目

か
ら
は
研
究
も
同
時
に
で
き
る

体
制
を
整
え
て
お
り
ま
す
。
私

が
教
室
を
主
宰
し
て
か
ら
入
局

し
た
卒
後
９
年
目
以
上
の
教
室

員
20
名
の
う
ち
博
士
号
取
得
率

患
、
縦
隔
疾
患
、
胸
壁
・
胸
膜

疾
患
、
気
道
疾
患
、
肺
移
植
（
認

定
施
設
）、
他
）
を
担
当
し
て
い

ま
す
。
中
で
も
肺
癌
に
つ
い
て

は
高
精
度
な
内
視
鏡
診
断
、
集

学
的
治
療
、
形
成
手
術
に
よ
る

肺
機
能
温
存
、
ロ
ボ
ッ
ト
手
術

（
認
定
施
設
）、C

O
PD

/IP

合

併
例
の
周
術
期
管
理
な
ど
に
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

千
葉
大
グ
ル
ー
プ
で
の
研
修

に
つ
い
て
概
説
し
ま
す
。
卒
後

３
年
目
で
千
葉
大
病
院
呼
吸
器

外
科
の
後
期
研
修
医
と
な
っ
た

場
合
、
外
科
専
門
医
（
３
年
間
、

千
葉
大
学
外
科
系
診
療
科
が
共

同
で
管
理
）
を
取
得
し
、
そ
の

後
約
３
年
で
呼
吸
器
外
科
専
門

医
が
取
得
で
き
る
よ
う
に
プ
ロ

グ
ラ
ム
さ
れ
て
い
ま
す
。
１
年

目
（
卒
後
３
年
目
）
は
主
に
千

葉
大
学
病
院
で
解
剖
、
肺
生
理
、

画
像
診
断
、
病
棟
管
理
、
開
胸
、

胸
腔
鏡
操
作
、
肺
部
分
切
除
、

縦
隔
疾
患
の
手
術
な
ど
を
学
び
、

２
年
目
か
ら
は
主
に
関
連
病
院

で
肺
動
脈
の
剥
離
を
要
す
る
解

剖
学
的
肺
切
除
（
肺
葉
切
除
、

区
域
切
除
）
を
修
練
し
始
め
、

３
年
目
以
降
は
習
熟
度
に
応
じ

て
胸
腔
鏡
手
術
、
リ
ン
パ
節
郭

清
な
ど
に
挑
戦
さ
せ
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
な
お
外
科
専
門

医
取
得
に
必
要
な
手
術
症
例
の

う
ち
、
初
期
臨
床
研
修
中
に
経

験
し
た
手
術
症
例
も
実
績
に
加

え
ら
れ
る
の
で
、
呼
吸
器
外
科

志
望
者
は
、
呼
吸
器
外
科
以
外

進
行
性
良
性
肺
疾
患
の
最
終
治

療
と
し
て
１
９
８
３
年
に
初
め

て
ト
ロ
ン
ト
で
成
功
し
、
日
本

で
も
１
９
９
８
年
に
生
体
肺
移

植
、
２
０
０
０
年
に
脳
死
肺
移

植
が
行
わ
れ
、
最
近
で
は
毎
年

70
例
ほ
ど
の
肺
移
植
が
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
脳
死

ド
ナ
ー
提
供
病
院
が
拡
充
さ
れ

れ
ば
、
数
倍
の
移
植
を
行
う
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
が
あ
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

千
葉
大
学
の
呼
吸
器
外
科
は
、

１
９
６
２
年
に
第
一
外
科
（
現
、

臓
器
制
御
外
科
）
よ
り
肺
癌
研

究
施
設
外
科
部
門
・
肺
外
科
と

し
て
独
立
し
、
内
科
部
門
、
病

理
部
門
と
と
も
に
肺
癌
研
究
の

メ
ッ
カ
と
し
て
多
く
の
人
材
を

輩
出
し
て
き
ま
し
た
。
大
学
院

改
組
に
よ
り
２
０
０
１
年
に
呼

吸
器
外
科
（
呼
吸
器
病
態
外
科

学
）
と
な
り
、
我
が
国
の
呼
吸

器
外
科
の
老
舗
と
し
て
臨
床
・

研
究
・
教
育
に
高
い
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
を
保
ち
、
す
べ
て
の
呼

吸
器
外
科
領
域
（
悪
性
肺
腫
瘍
、

転
移
性
肺
腫
瘍
、
炎
症
性
肺
疾

　

呼
吸
器
外
科
は
頸
部
か
ら
横

隔
膜
ま
で
の
心
臓
・
大
動
脈
・

食
道
以
外
の
胸
部
臓
器
を
扱
う

外
科
で
、
肺
結
核
が
隆
盛
の
19

世
紀
初
頭
に
胸
郭
・
胸
膜
の
外

科
と
し
て
始
ま
り
ま
し
た
。
気

管
内
挿
管
に
よ
る
閉
鎖
式
循
環

麻
酔
が
普
及
し
た
１
９
４
０
年

代
ご
ろ
か
ら
肺
切
除
が
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
１
９
６
０
年

代
か
ら
は
肺
癌
が
治
療
対
象
の

中
心
と
な
り
、
１
９
８
０
年
代

か
ら
は
分
離
肺
換
気
技
術
を
駆

使
し
た
胸
腔
鏡
手
術
、
２
０
０

０
年
代
か
ら
ロ
ボ
ッ
ト
手
術

が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
ロ
ボ
ッ
ト
手
術
は
本
邦
で

は
２
０
１
８
年
４
月
か
ら
肺
悪

性
腫
瘍
手
術
、
縦
隔
良
性
・
悪

性
腫
瘍
切
除
に
保
険
が
適
応
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
急
速
に
普
及

し
て
い
ま
す
。
現
在
日
本
で
は

年
間
約
７
万
件
以
上
の
呼
吸
器

外
科
手
術
が
行
わ
れ
て
お
り
、

そ
の
う
ち
約
４
万
件
が
原
発
性

肺
癌
手
術
で
、
両
者
と
も
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
肺
移
植
は

内
科
治
療
で
は
治
癒
で
き
な
い

１
０
０
％
、
呼
吸
器
外
科
専
門

医
取
得
率
95
％（
19
名
）
と
な
っ

て
お
り
、
現
在
、
17
名
の
教
室

員
が
修
練
中
で
す
。

　
「
臨
床
か
ら
逃
げ
な
い
、
臨
床

に
逃
げ
な
い
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

社
会
に
貢
献
で
き
る
呼
吸
器
外

科
医
、
呼
吸
器
外
科
指
導
医
の

輩
出
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

呼
吸
器
外
科
を
志
望
す
る
（
興

味
の
あ
る
）
学
生
、
初
期
研
修

医
の
皆
さ
ん
、
遠
慮
な
く
話
を

聞
き
に
き
て
く
だ
さ
い
。
千
葉

大
学
呼
吸
器
外
科
で
は
常
に
皆

さ
ん
の
力
を
必
要
と
し
て
い
ま

す
。

　

当
院
は
、
診
療
科
目
40
科
、

医
師
数
（
初
期
研
修
医
を
含
む
）

２
８
０
名
を
有
し
、
診
療
圏
は

千
葉
県
東
部
か
ら
茨
城
県
鹿
島

地
区
を
含
む
東
南
部
の
13
市
、

７
町
に
及
ん
で
い
ま
す
。
地
域

の
基
幹
病
院
で
あ
る
た
め
、
軽

症
例
か
ら
高
度
医
療
を
必
要
と

す
る
症
例
ま
で
当
院
に
集
ま
っ
て

き
ま
す
。
訪
問
看
護
セ
ン
タ
ー
、

付
属
診
療
所
、
緩
和
ケ
ア
病
棟
、

精
神
科
病
棟
、N

IC
U

、
関
東

地
方
で
最
大
規
模
の
透
析
セ
ン

タ
ー
を
備
え
、
あ
ら
ゆ
る
医
療

ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
病
院
で

す
。
ロ
ー
カ
ル
故
に
地
域
に
必

要
な
医
療
を
す
べ
て
カ
バ
ー
す

る
こ
と
を
目
指
し
病
院
が
発
展

し
て
き
た
結
果
で
す
。
そ
ん
な

環
境
の
中
で
作
ら
れ
た
初
期
研

修
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
の
で
、
あ

ら
ゆ
る
疾
患
に
医
学
的
、
社
会

的
に
標
準
的
な
初
期
対
応
が
で

き
る
研
修
医
を
作
れ
て
い
る
と

自
負
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
剖

検
数
日
本
一
を
誇
り
、
毎
月
研

修
医
の
た
め
だ
け
のC

PC

が

開
か
れ
て
い
ま
す
。
精
神
科
病

棟
を
院
内
に
有
し
て
い
る
た
め
、

効
率
よ
く
精
神
科
研
修
が
で
き

る
環
境
に
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
救
急
外
来
で
初
期

研
修
医
が
活
躍
し
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
当
院
で
は
救
急
外
来

で
頻
度
の
高
い
疾
患
を
担
当
す

る
診
療
科
が
必
修
と
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
疾
患
頻
度
と
し
て

は
、
内
科
疾
患
50
％
と
最
も
お

お
く
、
そ
れ
に
整
形
外
科
、
脳

外
科
、
小
児
科
疾
患
が
続
き
ま

す
。
内
科
は
、
９
ヶ
月
の
ロ
ー

テ
ー
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

ほ
ぼ
す
べ
て
の
内
科
各
専
門
科

を
研
修
で
き
ま
す
。
外
科
系

で
は
、
上
記
２
科
に
一
般
外
科

を
追
加
し
て
３
ヶ
月
ロ
ー
テ
ー

ト
し
ま
す
。
小
児
科
は
２
ヶ
月

ロ
ー
テ
ー
ト
す
る
こ
と
で
、
外

来
研
修
も
経
験
で
き
ま
す
。
ま

た
、
必
修
科
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
耳
鼻
科
、
泌
尿
器
科
、
皮
膚

科
、
感
染
症
科
な
ど
救
急
外
来

で
必
要
と
な
る
診
療
科
を
、
ほ

と
ん
ど
の
研
修
医
が
選
択
期
間

に
ロ
ー
テ
ー
ト
し
ま
す
。

　
「
聞
い
た
こ
と
は
忘
れ
る
」、

「
見
た
こ
と
は
覚
え
る
」、「
や
っ

た
こ
と
は
解
る
」
と
い
う
言
葉

が
あ
り
ま
す
が
、
最
後
は
「
教

え
て
実
に
な
る
」
だ
と
思
い
ま

す
。
救
急
外
来
と
内
科
総
合
病

棟
で
は
初
期
研
修
医
２
年
目
は

１
年
目
を
、
専
攻
医
は
初
期

研
修
医
を
教
え
る
屋
根
瓦
式

ゐ の は な 同 窓 会 報

研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

千
葉
大
学
医
学
部
附
属
病
院

呼
吸
器
外
科

　
　

千
葉
大
学
大
学
院
医
学
研
究
院　

呼
吸
器
外
科
学

教
授　

吉　

野　

一　

郎
（
九
州
大
・
昭
62
）

地
方
独
立
行
政
法
人

総
合
病
院　

国
保
旭
中
央
病
院

　

副
院
長
・
千
葉
大
学
医
学
部
臨
床
教
授

　

塩　

尻　

俊　

明
（
奈
良
医
大
・
平
元
）
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は
中
止
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、
全
国
学
会
で
あ
る
日
本

心
臓
血
管
外
科
学
会
は
８
月
に

延
期
開
催
予
定
で
あ
り
今
か
ら

発
表
が
大
変
楽
し
み
で
す
。

　

循
環
器
・
心
臓
外
科
分
野
に

関
し
て
ま
だ
ま
だ
勉
強
す
べ
き

こ
と
は
広
く
深
く
、
も
っ
と
も
っ

と
実
戦
を
積
み
た
い
と
い
う
気

持
ち
が
強
ま
っ
て
い
ま
す
。
大

学
病
院
で
の
経
験
を
生
か
し
て

今
後
も
よ
り
一
層
臨
床
・
研
究

に
励
み
努
力
し
て
参
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

生
方
（
医
師
７
年
目
以
降
）
に

聞
い
て
み
る
の
で
す
が
、
聞
い

た
こ
と
の
何
倍
も
の
情
報
で
丁

寧
に
教
え
て
頂
け
る
こ
と
が
多

く
感
嘆
す
る
と
同
時
に
、
自
分

の
目
指
す
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
に
な

り
大
き
な
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と

な
り
ま
し
た
。

　

学
術
的
に
も
充
実
し
て
お
り
、

発
表
の
機
会
は
一
年
を
通
じ
て

恵
ま
れ
、
地
方
会
や
各
種
研
究

会
、
全
国
学
会
へ
の
参
加
を
す

る
機
会
を
得
ま
し
た
。
残
念
な

が
ら
一
部
の
研
究
会
や
地
方
会

ま
す
が
非
常
に
充
実
し
て
い
ま

す
。
病
棟
当
番
と
手
術
当
番
を

隔
週
で
担
当
し
、
手
術
週
は
全 

て
の
手
術
に
助
手
と
し
て
参
加
、

冠
動
脈
バ
イ
パ
ス
術
の
時
は
静

脈
グ
ラ
フ
ト
・
橈
骨
動
脈
グ
ラ

フ
ト
の
採
取
、
ま
た
大
腿
動
静

脈
の
露
出
等
も
行
い
ま
す
。
週

２
回
は
当
直
を
こ
な
す
な
ど
肉

体
的
に
ハ
ー
ド
な
時
も
あ
り
ま

す
が
、
や
り
が
い
が
多
く
月
日

が
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
い

き
ま
す
。
助
手
と
し
て
多
く
の

症
例
を
経
験
す
る
こ
と
で
、
心

臓
外
科
手
術
の
一
般
的
な
流
れ

は
も
ち
ろ
ん
、
上
級
医
の
先
生

方
の
理
論
・
工
夫
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
病
棟
業
務
に

関
し
て
も
任
せ
て
頂
け
る
範
囲

も
多
く
、
術
後
管
理
か
ら
集
中

治
療
管
理
、
術
前
評
価
ま
で
広

く
学
べ
ま
し
た
。
心
臓
外
科
で

は
ほ
ぼ
全
例
が
術
後IC

U

に

入
室
し
ま
す
。
ハ
イ
リ
ス
ク
症

例
や
緊
急
症
例
で
は
時
に
管
理

に
難
渋
し
ま
す
が
、
循
環
・
呼

吸
・
腎
臓
・
感
染
・
栄
養
な
ど

幅
広
い
知
識
を
基
に
し
た
全
身

管
理
が
患
者
予
後
に
寄
与
す
る

た
め
や
り
が
い
も
大
き
い
と
感

じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
馴
染

み
の
な
か
っ
たIM

PE
LL

A
や 

IA
B

P

、E
C

M
O

と
い
っ
た 

循
環
補
助
装
置
、
左
室
補
助
人

工
心
臓
等
に
も
触
れ
る
機
会
が

多
く
学
ぶ
こ
と
に
溢
れ
た
一
年

で
し
た
。
調
べ
て
分
か
ら
な
い

こ
と
は
自
分
の
上
の
学
年
の
先

生
方
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。
是

非
当
院
を
見
学
に
来
て
く
だ
さ

い
。

象
二
先
生
（
昭
47
）、
シ
ル
バ
ー

ケ
ア
ー
セ
ン
タ
ー
施
設
長
：
村

上
信
乃
先
生
（
昭
39
）
以
下
61

名
の
ゐ
の
は
な
同
窓
会
員
の
先

が
徹
底
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

そ
の
屋
根
瓦
式
を
達
成
す
る
た

め
に
効
率
の
よ
い
学
習
環
境
と

し
て
、
病
院
内
ど
こ
か
ら
で
も 

U
p To D

ate
、D

ynaM
ed

、

医
中
誌
、
有
名
ジ
ャ
ー
ナ
ル
に

フ
リ
ー
ア
ク
セ
ス
で
き
る
環
境

が
あ
り
ま
す
。
疑
問
を
感
じ
た

時
、
ど
こ
で
も
調
べ
る
習
慣
が

つ
い
て
い
ま
す
。
電
子
カ
ル
テ

も
病
院
配
布
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
か

ら
ア
ク
セ
ス
で
き
、
カ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
ル
ー
ム
だ
け
で
な
く
、

ど
こ
で
も
症
例
を
シ
ェ
ア
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
日

常
診
療
の
疑
問
点
を
解
決
す
る

た
め
の
臨
床
研
究
も
必
修
と
さ

れ
、
研
修
医
全
員
が
指
導
医
の

指
導
の
も
と
活
発
な
臨
床
研
究

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

５
分
で
九
十
九
里
浜
で
す
の

で
、
サ
ー
フ
ィ
ン
な
ど
マ
リ
ン

ス
ポ
ー
ツ
や
釣
り
が
楽
し
め
、

ゴ
ル
フ
場
も
近
く
に
多
く
点
在

し
て
い
ま
す
。
病
院
に
体
育
館

が
あ
り
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
フ
ッ
ト
サ
ル

な
ど
室
内
競
技
の
院
内
ク
ラ
ブ

も
あ
る
た
め
、
メ
デ
ィ
カ
ル
ス

タ
ッ
フ
の
み
な
さ
ん
と
も
楽
し

く
交
流
し
て
い
ま
す
。
院
内
に

は
有
志
で
整
備
し
た
ジ
ム
が
あ

り
、
女
性
医
師
も
結
構
利
用
し

て
い
ま
す
。
ま
た
女
性
医
師
専

用
の
シ
ャ
ワ
ー
ル
ー
ム
、
仮
眠

室
、
く
つ
ろ
ぎ
ス
ペ
ー
ス
が
あ

り
ま
す
。

　

当
院
に
は
、
理
事
長
：
吉
田

　

２
０
１
９
年
４
月
か
ら
２
０

２
０
年
３
月
に
か
け
て
千
葉
大

学
医
学
部
附
属
病
院
で
心
臓
血

管
外
科
後
期
研
修
医
１
年
目
と

し
て
勤
務
さ
せ
て
頂
い
て
お
り

ま
す
。
今
回
貴
重
な
機
会
を
頂

き
ま
し
た
の
で
、
僭
越
な
が
ら

私
の
後
期
研
修
生
活
に
つ
い
て

書
か
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

ま
ず
千
葉
大
学
心
臓
血
管
外

科
で
す
が
、
何
と
言
っ
て
も
症
例

が
多
岐
に
わ
た
り
数
も
非
常
に

多
い
こ
と
、
職
場
の
雰
囲
気
が

良
く
頼
り
に
な
る
上
級
医
が
多

い
こ
と
は
、
特
筆
す
べ
き
特
徴

で
す
。
私
が
千
葉
大
学
で
後
期

研
修
を
行
お
う
と
決
め
た
の
は

そ
う
し
た
理
由
か
ら
で
す
。
予

定
手
術
は
ほ
ぼ
全
て
の
平
日
に

あ
り
、
人
工
心
肺
を
使
用
す
る

開
心
術
か
ら
、
大
血
管
の
ス
テ
ン

ト
グ
ラ
フ
ト
（
血
管
内
）
治
療
、

経
カ
テ
ー
テ
ル
大
動
脈
弁
置
換

術
と
レ
パ
ー
ト
リ
ー
豊
か
で
す
。

２
０
１
９
年
か
ら
は
心
臓
移
植

も
開
始
し
、
多
岐
に
わ
た
る
治

療
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
行
な
っ
て

い
る
中
で
成
績
も
良
く
、
ど
の

症
例
を
と
っ
て
み
て
も
勉
強
す

る
点
に
溢
れ
て
い
ま
す
。
ま
た

上
級
医
の
先
生
方
に
関
し
て
は
、

教
授
を
は
じ
め
人
格
に
優
れ
た

先
生
方
ば
か
り
で
、
相
談
し
や

す
い
ば
か
り
で
な
く
医
師
と
し

て
姿
勢
を
見
習
う
上
で
も
本
当

に
勉
強
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は

関
連
病
院
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
先

生
方
も
多
く
そ
う
で
あ
り
、
若

手
が
多
く
勢
い
の
あ
る
職
場
で

あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
環
境
下
で
の
後
期
研

修
医
生
活
は
大
変
な
時
も
あ
り

研修医だよりゐ の は な 同 窓 会 報

研
修
医
だ
よ
り

後
期
研
修
生
活
に
つ
い
て

　

千
葉
大
学
医
学
部
附
属
病
院　

心
臓
血
管
外
科

　

西　

織　

浩　

信
（
平
29
）
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を
明
る
く
さ
せ
て
お
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
お
人
柄
は
学
生
に
も

判
る
の
で
し
ょ
う
、
毎
年
多
く

の
新
卒
者
が
入
局
し
て
い
ま
し

た
。
ご
自
宅
は
東
京
・
西
新
宿

で
、
千
葉
ま
で
の
通
勤
は
大
変

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
ほ
と

ん
ど
１
日
も
休
む
こ
と
な
く
通
っ

て
お
ら
れ
ま
し
た
。
ど
ん
な
に

夜
遅
く
な
っ
て
も
翌
日
は
誰
よ

り
も
早
く
大
学
に
来
て
お
ら
れ
、

千
葉
在
住
の
我
々
が
の
こ
の
こ

と
後
か
ら
出
勤
し
、
気
恥
ず
か

し
い
思
い
を
何
度
か
し
ま
し
た
。

　

数
年
前
か
ら
体
調
を
崩
さ
れ
、

治
療
を
続
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
間
に
何
度
か
お
会
い
す
る

機
会
が
あ
り
ま
し
た
が
、
い
つ
も

笑
顔
で
明
る
く
お
話
し
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
お
そ
ら
く
体
力
的

に
き
つ
い
治
療
を
受
け
て
い
ら
し

た
と
思
い
ま
す
が
、
悲
壮
感
な

ど
全
く
感
じ
さ
せ
ず
、
以
前
の

よ
う
に
私
た
ち
を
和
ま
せ
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
亡
く
な
ら
れ

る
直
前
ま
で
臨
床
・
研
究
・
教

育
に
心
血
を
注
が
れ
て
き
た
税

所
先
生
で
す
が
、
今
頃
は
天
国

で
消
化
器
病
の
将
来
な
ど
に
つ
い

て
、
大
藤
先
生
と
ゆ
っ
く
り
お
話

を
さ
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
税
所
先
生
、
長
い
間
ご
指

導
頂
き
、
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
先
生
の
御
恩
に

感
謝
す
る
と
と
も
に
、
ご
冥
福

を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

営
に
携
わ
ら
れ
ま
し
た
。

　

税
所
先
生
の
ご
業
績
は
多
岐

に
わ
た
り
ま
す
が
、
そ
の
中
で

胆
・
膵
疾
患
に
対
す
る
内
視
鏡

的
診
断
・
治
療
は
高
く
評
価
さ

れ
た
お
仕
事
で
し
た
。
と
く
に

内
視
鏡
的
乳
頭
切
開
（E

ST

）

で
は
そ
れ
ま
で
大
切
開
が
主
流

で
あ
っ
た
切
開
法
に
対
し
、
乳

頭
括
約
筋
を
十
二
指
腸
粘
膜
内

ま
で
の
切
開
に
と
ど
め
る 

〝
小

切
開
（
現
在
の
一
般
的
な
方
法
）〞

を
独
自
に
提
唱
さ
れ
、
胆
石
症

の
非
浸
襲
的
治
療
法
の
確
立
と
、

約
30
年
間
の
予
後
を
総
括
し
た

長
期
の
治
療
成
績
を
明
ら
か
に

さ
れ
ま
し
た
。
膵
疾
患
で
は
慢

性
膵
炎
の
診
断
基
準
作
成
に
初

期
か
ら
携
わ
ら
れ
た
と
と
も
に
、

膵
癌
の
診
断
・
治
療
やIPM

N

の
診
断
な
ど
、
幅
広
い
業
績
を

残
さ
れ
ま
し
た
。
教
授
ご
就
任

後
は
消
化
器
病
関
連
の
学
会
の

理
事
、
評
議
員
を
務
め
ら
れ
、

第
34
回
日
本
膵
臓
学
会
大
会
会 

長
、
第
64
回
日
本
消
化
器
内
視

鏡
学
会
総
会
会
長
、
第
36
回
日 

本
胆
道
学
会
会
長
な
ど
、
多
く 

の
学
会
・
研
究
会
を
主
宰
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、D

igestive 
E

ndoscopy

の
編
集
委
員
長
を

は
じ
め
と
し
て
、
様
々
な
学
術

誌
の
編
集
委
員
も
歴
任
さ
れ
ま

し
た
。

　

税
所
先
生
の
お
人
柄
を
一
言

で
い
え
ば
、〝
温
厚
〞
そ
の
も

の
で
し
た
。
我
々
を
暖
か
く
包

み
込
ん
で
下
さ
り
、
常
に
周
囲

月
19
日
に
腎
不
全
の
た
め
逝
去

さ
れ
ま
し
た
。

　

先
生
、
本
当
に
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
先
生
は
貞
子
夫
人

が
東
京
女
子
医
科
大
学
教
授
で

い
ら
し
た
の
で
職
業
婦
人
を
よ

く
理
解
さ
れ
、
教
室
員
の
私
共

に
も
差
別
な
く
接
し
て
下
さ
い

ま
し
た
。
感
謝
の
意
を
込
め
て

心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
申
し
上

げ
ま
す
。

　

平
成
８
年
御
退
官
後
は
名
誉

教
授
と
な
ら
れ
、
山
梨
医
科
大

学
、
文
教
大
学
な
ど
で
講
師
を

勤
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

御
功
績
に
対
し
、
平
成
22
年
春

の
叙
勲
に
瑞
宝
重
光
章
を
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

　

晩
年
は
御
夫
妻
で
ク
ル
ー
ズ

船
に
よ
る
世
界
旅
行
を
楽
し
ん

で
居
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
奥

様
を
亡
く
さ
れ
た
翌
年
の
令
和

元
年
11
月
に
肺
炎
で
入
院
、
12

し
、
装
置
の
保
守
、
修
理
、
改

良
を
引
き
受
け
、
更
に
使
用
者

と
し
て
の
意
見
を
製
造
会
社
に

伝
え
て
装
置
の
改
良
に
寄
与
さ

れ
ま
し
た
。
学
内
の
電
顕
使
用

者
達
の
月
例
会
、「
電
顕
談
話

会
」
を
主
宰
さ
れ
て
情
報
の
交

換
、
親
睦
に
も
尽
く
さ
れ
ま
し

た
。

　

講
座
か
ら
は
山
内
昭
雄
（
東

大 

・
昭
35
）
東
京
大
学
医
学
部

解
剖
学
、
安
澄
文
興
（
奈
良
医

科
大
卒
）
琉
球
大
学
医
学
部
解

剖
学
、
龍
岡
穂
積
（
昭
54
）
千

葉
大
学
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
メ
デ
ィ
カ

ル
工
学
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
、

出
澤
真
理
（
平
元
）
東
北
大
学

大
学
院
医
学
系
研
究
科
・
医
学

部
細
胞
組
織
分
野
の
四
教
授
を

輩
出
し
て
い
ま
す
。

　

速
筆
の
先
生
は
、
単
行
書
も

多
数
出
版
に
関
与
さ
れ
ま
し
た
。

「
電
子
顕
微
鏡
に
よ
る
細
胞
組

織
図
譜
」（
昭
42
年　

医
学
書

院
）、「
人
体
組
織
学
」（
昭
60

年　

朝
倉
書
店
）、「
電
子
顕
微

鏡
生
物
試
料
作
製
法　

改
二

版
」（
昭
61
年　

丸
善
）
等
が

代
表
的
な
も
の
で
す
。

　

学
会
は
日
本
解
剖
学
会
、
日

本
電
子
顕
微
鏡
学
会
（
現
日
本

顕
微
鏡
学
会
）、
日
本
ア
ン
ド

ロ
ロ
ジ
ー
学
会
等
で
活
躍
さ
れ

ま
し
た
。
特
に
日
本
電
子
顕
微

鏡
学
会
で
は
関
東
支
部
長
、
学

会
誌
の
編
集
委
員
長
、
平
成
４

年
第
48
回
総
会
の
実
行
委
員
長

を
勤
め
ら
れ
ま
し
た
。

関
の
一
つ
で
し
た
。
千
葉
白
菊

会
に
率
先
し
て
入
会
さ
れ
た
事

も
教
育
へ
の
熱
意
が
よ
く
現
れ

て
い
ま
す
。

　

御
自
身
の
研
究
テ
ー
マ
は
雄

性
生
殖
器
官
の
微
細
形
態
で
、

特
に
精
子
形
成
過
程
、
セ
ル
ト

リ
細
胞
な
ど
の
形
態
を
超
薄
切

片
法
、
免
疫
組
織
法
、
凍
結
割

断
法
等
に
よ
り
観
察
し
、
素
早

く
英
文
誌
に
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

『
新
開
発
の
技
術
を
使
え
ば
新

所
見
が
得
ら
れ
る
』
が
口
癖
で
、

常
に
最
先
端
の
手
法
を
サ
ー
チ

し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
得
ら
れ
た

成
果
はB

loom
 &

 Faw
cett: 

A
 Textbook of H

istology

な
ど
世
界
的
教
科
書
に
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

研
究
の
指
導
で
は
各
自
の
興

味
や
臨
床
と
の
関
連
を
尊
重
さ

れ
、
御
自
身
が
習
得
さ
れ
た
技

術
を
惜
し
み
な
く
伝
授
さ
れ
ま

し
た
。
医
学
部
共
有
の
電
顕
を

管
理
し
て
居
ら
れ
た
の
で
、
基

礎
、
臨
床
を
問
わ
ず
教
官
や
大

学
院
生
が
常
に
講
座
に
も
出
入

り
し
、
国
内
外
か
ら
の
研
究
者

も
多
数
迎
え
入
れ
ま
し
た
。
先

生
は
「
機
械
の
医
者
」
を
自
認

　

令
和
元
年
10
月
12
日
、
千
葉

大
学
医
学
部
旧
第
一
内
科
（
腫

瘍
内
科
学
講
座
）
の
教
授
を
務

め
ら
れ
た
税
所
宏
光
先
生
が
、

享
年
79
歳
で
ご
逝
去
さ
れ
ま
し

た
。
私
は
昭
和
60
年
に
初
期
研

修
か
ら
大
学
に
戻
り
消
化
器
の

臨
床
研
究
を
始
め
る
に
あ
た
り
、

税
所
先
生
の
ご
指
導
を
受
け
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
以

降
30
数
年
に
わ
た
り
、
税
所
先

生
を
師
と
仰
い
で
き
た
関
係
で

　

千
葉
大
学
名
誉
教
授
永
野
俊

雄
先
生
は
、
令
和
元
年
12
月
19

日
に
享
年
89
歳
で
逝
去
さ
れ
ま

し
た
。
電
子
顕
微
鏡
（
電
顕
）

の
黄
金
時
代
を
研
究
と
教
育
に

邁
進
さ
れ
た
御
生
涯
で
し
た
。

　

先
生
は
昭
和
30
年
千
葉
大
学

医
学
部
を
卒
業
後
、
直
ち
に
大

学
院
医
学
研
究
科
に
進
学
さ
れ

ま
し
た
。
博
士
号
取
得
後
解
剖

学
第
二
講
座
助
手
に
就
任
。
昭

和
34
年
に
シ
ア
ト
ル
の
ワ
シ
ン

ト
ン
大
学   

Ｈ
・
Ｓ
・
ベ
ネ
ッ

ト
教
授
の
元
に
留
学
、
開
発
期

に
あ
っ
た
生
物
系
電
顕
観
察
技

法
を
修
得
さ
れ
ま
し
た
。
帰
国

後
、
講
師
、
助
教
授
を
経
て
昭

和
42
年
に
37
歳
の
若
さ
で
教
授

に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

教
育
者
と
し
て
の
先
生
は
、

総
計
三
千
人
以
上
の
医
学
部
学

生
に
組
織
学
を
教
授
し
ま
し
た
。

ミ
ク
ロ
の
世
界
に
戸
惑
っ
た
学

生
も
多
く
、
先
生
の
試
験
は
難

こ
の
度
、
追
悼
文
を
書
か
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

税
所
先
生
は
昭
和
40
年
千
葉

大
学
医
学
部
を
ご
卒
業
後
旧
第

一
内
科
に
入
局
さ
れ
、
故
大
藤

正
雄
先
生
の
下
で
肝
胆
膵
疾
患

の
研
究
を
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
助
手
、
講
師
、
助
教

授
と
順
調
に
昇
進
さ
れ
、
平
成

７
年
に
千
葉
大
学
医
学
部
第
一

内
科
教
授
、
平
成
13
年
同
大
学

大
学
院
医
学
研
究
院
教
授
と
な

ら
れ
、
平
成
18
年
に
定
年
退
職

さ
れ
名
誉
教
授
と
な
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
は
化
学
療
法
研
究

所
付
属
病
院
（
現
、
国
際
医
療

福
祉
大
学
市
川
病
院
）
の
病
院

長
と
し
て
、
病
院
の
運
営
・
経

ゐ の は な 同 窓 会 報

故 

税
所
宏
光
先
生
へ
の

 

感
謝
を
こ
め
て

前
千
葉
県
が
ん
セ
ン
タ
ー
病
院
長　
　
　

　

山　

口　

武　

人
（
昭
56
）

追　

悼

永
野
俊
雄
先
生
を
偲
ん
で

　

千
葉
大
学
大
学
院
医
学
研
究
院　

元
准
教
授

　

豊　

田
（
鈴
木
）
二
美
枝

（
茶
女
大
理
・
昭
42
）
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選
択
、
画
像
の
イ
メ
ー
ジ
化
、

抽
象
・
概
念
化
」
に
向
け
た
配

慮
が
随
所
に
み
ら
れ
る
こ
と
で

あ
る
。
本
書
は
発
売
当
初
か
ら

A
m

azon

の
小
児
科
上
位
１

０
０
冊
ラ
ン
キ
ン
グ
で
、「
売

れ
筋
」、「
ほ
し
い
も
の
」、「
人

気
ギ
フ
ト
」
の
３
部
門
す
べ
て

１
位
と
な
りA
m

azon
3

を

達
成
し
た
。
小
児
科
医
に
と
ど

ま
ら
ず
、
総
合
診
療
医
は
じ
め

小
児
を
診
療
す
る
機
会
が
あ
る

先
生
方
や
医
学
生
す
べ
て
に
薦

め
る
良
書
で
あ
る
。

脳
系
、
９
章
自
律
神
経
系
は
神

経
学
の
王
道
に
従
い
、
小
児
の

特
性
を
ふ
ん
だ
ん
に
取
り
入
れ

て
記
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
10

章
の
ト
リ
ビ
ア
は
、
経
験
す
る

こ
と
が
少
な
い
が
神
経
症
候
学

的
に
興
味
深
い
発
作
性
運
動
誘

発
性
ジ
ス
キ
ネ
ジ
ア
（PK

D

）、

ミ
オ
ト
ニ
ア
、
眼
球
運
動
失
行
、

鏡
像
運
動
、
眼
球
上
転
発
作
、

オ
プ
ソ
ク
ロ
ー
ヌ
ス（O

M
A

S

）

が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

本
書
の
画
期
的
な
点
は
、
医

学
教
育
上
重
要
な
視
覚
情
報
処

理
の
観
点
か
ら
「
情
報
の
取
捨

る
し
く
変
化
す
る
小
児
の
発
達

を
理
解
す
る
上
で
わ
か
り
や
す

い
。
２
章
意
識
・
精
神
状
態
・

行
動
に
は
、
小
児
の
救
急
で
の

判
断
や
現
在
課
題
と
な
っ
て
い

る
発
達
障
害
に
つ
い
て
も
詳
細

が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
３
章
不

随
意
運
動
で
は
、
小
児
で
見
ら

れ
る
ミ
オ
ク
ロ
ー
ヌ
ス
、
ア
テ

ト
ー
ゼ
、
ジ
ス
ト
ニ
ア
、
舞
踏

病
の
実
例
を
も
と
に
鑑
別
疾
患

が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
れ
で

は
あ
る
が
日
常
診
療
で
見
逃
す

こ
と
の
で
き
な
い
疾
患
群
が
網

羅
さ
れ
て
い
る
。

　

４
章
で
は
小
児
で
最
も
経
験

す
る
こ
と
の
多
い
け
い
れ
ん
に

つ
い
て
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
特

に
け
い
れ
ん
の
診
か
た
、
焦
点

起
始
発
作
の
側
方
徴
候
、
強
直

間
代
発
作
、
ミ
オ
ク
ロ
ニ
ー
発

作
、
高
次
脳
機
能
症
状
を
伴

う
発
作
な
ど
救
急
現
場
で
遭
遇

し
や
す
い
症
候
に
つ
い
て
実
践

的
に
解
説
さ
れ
て
い
る
。
５
章

で
は
脳
神
経
系
が
イ
ラ
ス
ト
と

M
R

I

写
真
を
豊
富
に
用
い
て
記

載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
６
章
感

覚
系
、
７
章
運
動
系
、
８
章
小

ろ
う
。

　

別
の
史
料
に
は
共
立
病
院
・

県
立
千
葉
病
院
創
立
当
時
の
こ

と
と
、
分
院
も
含
め
た
医
師
の

人
事
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。『
千

葉
大
学
医
学
部
八
十
五
年
史
』

に
は
、
共
立
病
院
は
二
階
堂
謙
・

久
我
哲
済
の
２
名
の
医
師
と
調

剤
生
２
名
事
務
係
２
名
で
開
始

さ
れ
た
と
あ
る
。
し
か
し
こ
の

史
料
に
よ
る
と
設
立
当
時
も
う

１
名
医
師
の
名
が
記
載
さ
れ
て

お
り
、
開
始
時
医
師
３
名
調
剤

生
３
名
事
務
係
２
名
と
明
記
さ

れ
て
い
る
。

　

今
回
も
新
し
い
同
窓
会
名
簿

の
案
内
が
来
た
。
こ
の
名
簿
を

見
て
い
つ
も
奇
異
に
感
ず
る
の

は
、
前
身
学
校
時
代
の
記
述
が

全
く
変
わ
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。

本
学
医
学
部
の
基
礎
を
共
立
病

院
と
す
る
の
で
あ
る
な
ら
、
最

初
の
医
師
二
階
堂
謙
・
久
我
哲

済
両
氏
の
名
も
旧
職
員
と
し
て

記
載
さ
れ
て
も
よ
い
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。
筆
者
も
以
前
『
千

葉
医
学
雑
誌
』
で
、
県
立
千
葉

医
学
校
初
期
の
卒
業
生
数
名
の

氏
名
と
略
歴
を
紹
介
し
た
が
、

全
く
反
映
さ
れ
て
い
な
い
よ
う

で
あ
る
。『
八
十
五
年
史
』に
は
、

志
田
保
氏
の
医
学
教
場
の
卒
業

証
書
第
一
号
の
写
真
ま
で
掲
載

さ
れ
て
い
る
。
歴
史
の
評
価
の

多
く
は
確
定
し
た
も
の
で
は
な

い
。
新
た
な
史
料
が
発
掘
さ
れ

た
な
ら
ば
改
定
さ
れ
る
べ
き
で

あ
る
。
そ
う
で
は
な
か
ろ
う
か
。

家
の
間
で
も
一
致
し
て
い
な
い
た

め
、
異
体
字
の
明
確
な
定
義
も

ま
だ
で
き
て
い
な
い
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
比
較
的
判
り
易
い
異

体
字
の
例
を
紹
介
す
る
。
石
出

の
「
出
」
は
「
山
山
」
と
表
記

さ
れ
る
。
同
じ
字
が
二
つ
重
っ
て

い
る
の
で
下
の
「
山
」
に
踊
り

字
を
あ
て
て
「

」
と
表
記
す

る
。
更
に
踊
り
字
を
略
字
に
し

て
「

」
と
表
す
。
こ
れ
ら
三
つ

の
字
は
い
ず
れ
も「
出
」と
読
む
。

筆
者
の
檀
那
寺
の
過
去
帳
で
も

こ
の
表
記
が
み
ら
れ
る
。
し
か
し

漢
和
辞
典
の
漢
字
と
か
け
離
れ

た
字
も
珍
し
く
な
い
。

　

史
料
を
ど
う
に
か
判
読
し
て

訳
文
を
お
渡
し
し
た
。
史
料
は

千
葉
病
院
・
千
葉
県
の
用
箋
に

記
録
さ
れ
て
い
る
の
で
一
応
信

用
し
て
よ
い
と
考
え
ら
れ
た
。

所
有
者
の
承
諾
を
得
ら
れ
て
い

な
い
の
で
、
史
料
の
詳
細
を
述

べ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
概
略

を
記
す
。
一
つ
は
千
葉
病
院
の

事
務
長
か
ら
県
令
船
越
衛
に
宛

て
た
建
言
書
の
草
稿
の
よ
う
で

あ
る
。
医
師
の
養
成
に
は
経
費

が
か
か
り
県
の
財
政
を
圧
迫
す

る
の
で
、
医
師
の
養
成
は
大
学

医
学
部
（
現
東
京
大
学
医
学
部
）

に
任
せ
て
、
免
許
取
得
後
帰
郷

さ
せ
、
地
元
で
開
業
あ
る
い
は

県
立
病
院
に
勤
務
さ
せ
れ
ば
よ

い
と
い
う
虫
の
良
い
案
で
あ
る
。

こ
の
通
り
に
し
て
い
た
な
ら
後

の
第
一
高
等
中
学
校
医
学
部
の

誘
致
は
成
功
し
な
か
っ
た
で
あ

に
そ
の
誘
致
に
努
め
、
資
金
を

県
費
か
ら
出
費
さ
せ
る
こ
と
を

議
会
に
議
決
さ
せ
た
。
こ
れ
か

ら
浮
び
上
っ
て
く
る
の
は
、
国

か
ら
任
命
さ
れ
た
県
令
船
越
衛

が
医
学
部
の
運
営
費
用
を
地
元

負
担
と
し
て
、
国
に
強
く
誘
致

を
働
き
か
け
た
と
い
う
図
式
で

あ
る
。
ま
た
野
田
市
を
流
れ
る

利
根
運
河
の
開
発
に
も
関
っ
た

が
、
明
治
17
年
（
１
８
８
５
）

に
自
由
民
権
運
動
の
活
動
を
し

て
い
た
以
文
会
を
弾
圧
し
た
こ

と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
（
夷
隅

事
件
）。

　

さ
て
こ
の
女
性
の
ご
用
件
と

い
う
の
は
、
件く
だ
んの
史
料
の
解
読

を
し
て
欲
し
い
と
い
う
も
の
で

あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
ご
依
頼

は
受
け
た
く
な
い
の
だ
が
。
理

由
は
二
つ
あ
っ
て
、
一
つ
は
筆
者

が
古
文
書
の
専
門
家
で
は
な
い

こ
と
、
も
う
一
つ
は
他
人
に
間

違
っ
た
こ
と
を
教
え
て
し
ま
っ

た
場
合
の
重
大
さ
か
ら
で
あ
る
。

史
料
を
拝
見
し
た
い
の
で
結
局

引
き
受
け
た
。
明
治
に
入
っ
て

か
ら
の
文
書
な
の
で
さ
す
が
に

「
く
ず
し
字
」
で
は
な
く
て
楷
書

で
書
か
れ
て
い
た
が
、
問
題
は

漢
字
に
「
異
体
字
」
が
多
く
用

い
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

　

異
体
字
は
日
本
で
独
自
に
造

ら
れ
た
漢
字
で
「
国こ
く

字じ

」
と
も

い
う
。
現
在
の
一
般
的
な
漢
和
辞

典
で
は
引
く
こ
と
が
で
き
な
い
。

漢
字
の
正
式
な
字
形
を
「
正せ
い

体た
い

」

と
い
う
が
、
こ
の
基
準
が
専
門

部
の
創
立
当
時
の
こ
と
を
調
べ
て

い
て
原
史
料
を
収
集
し
て
お
い
で

と
の
こ
と
で
あ
る
。
筆
者
が
か
つ

て
『
千
葉
医
学
雑
誌
』
に
上
梓

し
た
文
献
も
一
セ
ッ
ト
お
持
ち
で

大
変
に
恐
縮
し
た
。
最
近
入
手

し
た
と
い
う
史
料
を
披
露
し
て

下
さ
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
史
料
は
、
千
葉
県

の
当
時
の
「
令
」（
第
２
代
）
船

越
衛
と
関
係
が
あ
り
そ
う
で
あ

る
。「
令
」
は
明
治
18
年
（
１

８
８
６
）「
知
事
」
に
改
称
さ

れ
た
。
船
越
衛
は
県
立
千
葉
医

学
校
が
明
治
20
年
（
１
８
８
８
）

９
月
国
立
の
第
一
高
等
中
学
校

医
学
部
と
し
て
継
承
さ
れ
る
際

　

大
学
の
外
来
で
知
人
の
診
察

は
予
約
の
一
番
最
後
に
行
っ
て
い

た
。
診
察
が
終
わ
っ
て
か
ら
雑
談

を
す
る
た
め
で
あ
る
。
県
や
市

の
幹
部
職
員
を
勤
め
て
い
た
方

達
か
ら
は
行
政
の
話
を
聞
い
た

り
、
博
物
館
の
学
芸
員
と
は
そ

の
専
門
領
域
の
話
を
し
た
。
大

学
の
職
員
で
生
ま
れ
も
育
ち
も

上か
ず
さ総
国
と
い
う
方
と
は
、
専
ら

上
総
国
の
地
誌
や
産
物
の
話
を

す
る
。
あ
る
日
こ
の
方
の
診
察
が

終
わ
っ
て
外
に
出
る
と
、
ま
た
す

ぐ
に
も
ど
っ
て
き
た
。
中
年
の
女

性
が
一
緒
で
あ
る
。
友
人
で
以
前

大
学
病
院
に
勤
務
さ
れ
て
い
た

方
だ
と
い
う
。
千
葉
大
学
医
学

　

本
書
は
、
最
近
藤
井
克
則
先

生
に
よ
り
編
集
さ
れ
、
各
執
筆

担
当
者
の
診
療
経
験
を
わ
か
り

や
す
く
記
述
さ
れ
て
い
る
。
小

児
神
経
疾
患
診
療
で
必
須
の
神

経
診
察
や
検
査
の
タ
イ
ミ
ン
グ
・

手
技
・
鑑
別
疾
患
を
丁
寧
に
解

説
し
た
入
門
書
で
あ
る
。
小
児

科
１
２
０
年
の
歴
史
の
中
で
今

ま
で
こ
れ
ほ
ど
の
動
画
を
用
い

た
教
科
書
は
存
在
し
な
か
っ
た
。

検
査
法
・
患
児
のW

eb

動
画

が
１
９
１
本
も
収
載
さ
れ
て
お

り
、
文
字
だ
け
で
は
わ
か
り
づ

ら
い
手
順
や
動
き
が
見
て
理
解

で
き
る
。

　

本
書
の
内
容
は
10
章
か
ら
な

り
、
１
章
は
一
般
診
察
、
２
章

は
各
論
と
し
て
新
生
児
、
乳
幼

児
、
学
童
と
年
代
別
に
診
察
法

が
解
説
さ
れ
て
い
る
。
な
か
で

も
「colum

n

成
長
に
伴
う
姿

勢
・
移
動
の
変
化
」 

は
目
ま
ぐ

雑 文 雑 談 ゐ の は な 同 窓 会 報

雑
文
雑
談

と
り
と
め
の
な
い
話

　

石　

出　

猛　

史
（
昭
52
）

藤
井　

克
則
（
平
２
）
編

動
画
で
わ
か
る
小
児
神
経
の
診
か
た

�

　
　

羊
土
社　

定
価　

７
０
０
０
円
（
税
別
）

�
紹
介
者　

杉
田　

克
生
（
昭
54
）

同
窓
会
員
著
書
の
紹
介
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持
つ
ゐ
の
は
な
同
窓
会
員
と
な

り
、
先
輩
方
に
続
い
て
こ
れ
か

ら
、
医
師
見
習
い
と
し
て
医
療

チ
ー
ム
に
参
入
す
る
と
共
に
、

誇
り
と
誠
意
を
持
っ
て
患
者
さ

ん
に
接
し
、
常
に
ベ
ス
ト
を
尽

く
す
心
掛
け
で
実
習
に
臨
ん
で

く
だ
さ
い
。

　

医
学
は
そ
れ
に
携
わ
る
す
べ

て
の
人
間
が
努
力
を
傾
け
る
医

科
学
、
す
な
わ
ち
サ
イ
エ
ン
ス

の
学
問
で
あ
り
ま
す
が
、『
医

療
』
は
病
気
に
取
り
組
む
人
間

性
溢
れ
る
作
業
で
あ
り
、
患
者

さ
ん
主
体
の
も
の
な
の
で
す
。

ま
た
『
医
療
の
要
件
』
つ
ま
り

医
療
に
必
要
な
条
件
と
し
て
、

約
１
０
０
年
前
の
１
９
１
７
年

に
米
国
外
科
医
会
が
定
め
た
、

す
な
わ
ち
『
安
全
、
有
効
、
患

者
中
心
、
即
時
的
、
効
率
的
、

公
平
』
が
現
在
も
尊
重
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

わ
が
千
葉
大
学
医
学
部
は
１

４
０
年
の
歴
史
を
持
ち
、
こ
れ

ま
で
優
秀
な
研
究
者
や
熱
心
な

臨
床
医
を
数
多
く
輩
出
し
て
来

ま
し
た
。
不
治
の
病
に
挑
み
独

創
的
な
手
術
を
開
発
し
た
り
、

あ
る
い
は
難
病
へ
の
診
断
や
治

療
法
に
取
り
組
ん

で
国
際
的
な
評
価

を
受
け
た
卒
業
生

も
見
受
け
ら
れ
、

中
に
は
ノ
ー
ベ
ル

賞
候
補
に
ノ
ミ

ネ
ー
ト
さ
れ
た
方

も
お
ら
れ
ま
す
。

ま
た
医
者
の
ソ
サ

エ
テ
ィ
で
あ
る
日

本
医
師
会
の
会
長

を
務
め
た
先
輩
も

お
ら
れ
ま
す
。
諸

君
も
こ
の
よ
う
な

輝
か
し
い
伝
統
を

フ
の
皆
様
方
、
ス
カ
ラ
ー
指
導

を
受
け
て
来
ら
れ
た
先
輩
方
に

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
ち
ば
Ｂ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
を
運
営
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
方
々
に
心
よ

り
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
と
共

に
、
同
会
の
益
々
の
発
展
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

グ
を
目
的
と
し
て
研
究
を
行
い

ま
し
た
。
新
規
化
合
物
に
つ
い

て
実
験
を
行
い
、
そ
の
作
用
機

序
を
検
証
し
て
い
く
過
程
は
大

変
興
味
深
い
も
の
で
し
た
。
今

後
は
作
用
機
序
の
さ
ら
な
る
解

明
と
、in vivo

で
の
検
証
へ
と

進
み
ま
す
。

　

分
子
腫
瘍
学
で
は
毎
週
木
曜

日
に
抄
読
会
が
あ
り
、
ま
た
希

望
者
は
実
験
手
技
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。
研
究
室
の
ス
タ
ッ

フ
の
皆
様
は
、
実
験
や
研
究
に

つ
い
て
右
も
左
も
分
か
ら
な
い

私
に
、
お
忙
し
い
な
か
懇
切
丁

寧
に
指
導
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
学
部
生
の
う
ち
に
細
胞
培

養
な
ど
の
基
本
的
な
実
験
手
技

や
結
果
の
解
釈
を
学
び
、
研
究

成
果
を
発
表
す
る
機
会
を
得
ら

れ
た
の
は
と
て
も
貴
重
な
経
験

で
し
た
。
自
分
の
研
究
結
果
を

発
表
す
る
立
場
に
な
っ
て
、
デ
ー

タ
を
ま
と
め
た
り
グ
ラ
フ
や
ス

ラ
イ
ド
を
作
成
し
て
み
て
初
め

て
、
ど
う
す
れ
ば
聴
衆
の
方
々

に
と
っ
て
わ
か
り
や
す
い
発
表

に
な
る
の
か
、
他
の
研
究
の
発

　

こ
の
度
、
第
13
回
ち
ば
Ｂ

Ｃ
Ｒ
Ｃ
（B

asic &
 C

linical 
R

esearch C
onference

）
に

て
最
優
秀
賞
を
い
た
だ
き
ま
し

て
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
私
は
医
学
部
の
ス
カ
ラ
ー

シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
分
子
腫

瘍
学
教
室
に
配
属
さ
せ
て
い
た 

だ
き
、
ち
ば
Ｂ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
で
は

「p53

野
生
型
が
ん
細
胞
株
に
特

異
的
に
高
い
増
殖
抑
制
作
用
を

有
す
る
新
規
化
学
合
成
物
質
」

に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。
独

自
に
合
成
し
た
化
合
物
が
、
が

ん
細
胞
株
に
増
殖
抑
制
作
用
を

示
す
こ
と
が
研
究
室
で
の
先
行

解
析
に
て
わ
か
っ
て
い
ま
し
た
。

私
は
そ
の
作
用
機
序
の
解
明
と
、

そ
の
化
合
物
を
シ
ー
ズ
と
し
て

合
成
さ
れ
た
50
％
生
存
阻
害
濃

度
（IC
50

）
の
さ
ら
に
低
い
誘

導
体
化
合
物
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

表
や
論
文
を
読
む
際
に
ど
こ
に

着
目
す
れ
ば
よ
い
か
、
な
ど
を

実
践
し
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た

と
思
い
ま
す
。

　

本
受
賞
に
あ
た
り
、
一
か
ら

指
導
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
金

田
篤
志
教
授
、
喜
多
和
子
先
生

を
は
じ
め
分
子
腫
瘍
学
の
ス
タ
ッ

　

本
日
は
学
生
の
諸
君
な
ら
び

に
ご
父
兄
の
皆
さ
ん
、
白
衣
式

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
日
白
衣
を
授
与
さ
れ
て
新

年
度
よ
り
臨
床
実
習
に
進
む
訳

で
す
が
、
こ
れ
は
こ
れ
ま
で
４

年
間
の
教
養
課
程
や
基
礎
医
学

の
学
習
と
違
い
、
患
者
さ
ん
を

前
に
し
た
実
地
の
医
療
の
教
育

で
あ
り
、
ま
た
医
師
免
許
取
得

後
の
臨
床
研
修
と
も
異
な
る
、

病
気
治
療
に
つ
い
て
の
様
々
な

手
法
の
学
習
で
す
。

　

こ
の
事
は
医
学
部
が
い
わ
ゆ

る
職
業
学
校
で
あ
る
こ
と
を
物

語
る
も
の
で
、
諸
君
達
の
先
輩

で
あ
る
経
験
豊
か
な
医
師
た
ち

か
ら
、
病
め
る
人
を
前
に
、
病

気
へ
の
取
り
組
み
方
、
患
者
さ

ん
へ
の
接
し
方
を
一
人
一
人
手

ず
か
ら
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
教
わ

る
も
の
で
す
。

ゐ の は な 同 窓 会 報

学
内
情
報

ゐ
の
は
な
同
窓
会
支
援

第
13
回
ち
ば
Ｂ
Ｃ
Ｒ
Ｃ

�
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
て

　

医
学
部
５
年　

竹　

野　

有
加
里

【写真提供：フォトチョイス】

【写真提供：フォトチョイス】

ゐ
の
は
な
同
窓
会
支
援

第
10
回　

白
衣
式
祝
辞

　

令
和
元
年
11
月
29
日
（
金
）
於
ゐ
の
は
な
記
念
講
堂

　
　
　
　
　
　
　

ゐ
の
は
な
同
窓
会
長

　

済わ
た　

陽よ
う　

高た
か　

穂ほ

（
昭
45
）
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千
葉
大
学
創
立
１
３
５
周
年

事
業
の
一
環
と
し
て
各
界
の
ご

協
力
を
得
て
、
５
年
前
に
新

し
い
同
窓
会
館
が
落
成
し
ま
し

た
。
こ
れ
を
各
種
研
究
会
や
ク

ラ
ブ
活
動
な
ど
に
大
い
に
活
用

し
、
亥
鼻
台
に
お
け
る
皆
さ
ん

の
友
情
を
育
む
同
窓
の
拠
り
所

と
な
る
よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。

眼
科
学
教
室
同
窓
会

２
０
１
９
年
第
56
号

皆
さ
ん
が
こ
の
千
葉
大
学
で
素

晴
ら
し
い
医
学
教
育
を
受
け
、

医
療
界
に
貢
献
す
る
医
師
と
し

て
成
長
す
る
よ
う
同
窓
会
も
精

一
杯
支
援
し
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
お
の
れ
の
健
康
に
も

充
分
留
意
し
て
頑
張
っ
て
く
だ

さ
い
、
健
闘
を
祈
っ
て
お
り
ま

す
。

　

亥
鼻
祭
と
は
、
千
葉
大
学
亥

鼻
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
行
わ
れ
ま

す
医
療
系
大
学
祭
で
、
医
学
部
、

看
護
学
部
、
薬
学
部
の
三
学
部

が
協
同
し
て
実
施
し
て
お
り
ま

す
。
例
年
11
月
初
旬
の
日
曜
日

に
開
催
さ
れ
る
の
で
す
が
、
本

年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
も
鑑
み
、
開
催
未
定
と

な
り
ま
し
た
。
今
後
の
事
態
の

動
向
次
第
で
は
中
止
も
視
野
に

入
れ
て
お
り
ま
す
。

　

も
し
仮
に
開
催
で
き
る
運
び

と
な
り
ま
し
た
ら
、
こ
れ
ま
で

の
伝
統
や
昨
年
度
新
た
に
行
わ

れ
た
試
み
を
受
け
継
ぐ
の
み
な

ら
ず
、
外
部
へ
の
発
信
の
強
化
、

来
場
者
数
の
さ
ら
な
る
増
加
を

目
標
と
し
、
学
生
へ
の
ア
ピ
ー

ル
も
増
や
し
活
気
あ
る
亥
鼻

祭
を
作
り
上
げ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
本
年
度
は
、

昨
年
度
同
様
、
外
部
か
ら
の
講

演
者
や
お
笑
い
芸
人
さ
ん
な
ど

を
招
待
し
、
文
化
祭
を
明
る
く

盛
り
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
各
学

年
に
よ
る
学
年
企
画
や
医
療
系

学
部
な
ら
で
は
の
医
療
に
関
す

る
ブ
ー
ス
展
示
も
行
う
予
定
で

す
。
医
療
系
大
学
祭
で
あ
る
と

い
う
特
徴
を
生
か
し
、
他
の
大

学
祭
に
は
で
き
な
い
様
々
な
切

り
口
か
ら
医
療
に
向
き
合
い
、

来
て
く
だ
さ
っ
た
方
に
少
し
で

も
医
療
の
魅
力
を
感
じ
て
い
た

だ
け
る
学
園
祭
を
目
標
に
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
是
非

当
日
は
ご
来
場
い
た
だ
き
、
新

た
な
歴
史
へ
の
道
を
た
ど
り
始

め
た
亥
鼻
祭
を
ご
覧
に
な
っ
て

く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
ま
で
17
年
間
に
わ
た
っ

て
亥
鼻
祭
が
開
催
で
き
ま
し
た

の
も
、
同
窓
会
の
方
々
を
は
じ

め
、
地
域
の
方
々
や
保
護
者
の

方
々
の
ご
支
援
、
ご
協
力
の
お

か
げ
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
を

借
り
て
謹
ん
で
御
礼
申
し
上
げ

た
い
と
思
い
ま
す
。
支
え
て
く

だ
さ
っ
て
い
る
多
く
の
方
々
へ

の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、

亥
鼻
祭
ま
で
学
生
一
同
、
誠
心

誠
意
頑
張
り
ま
す
。
本
年
度
も

皆
様
と
共
に
亥
鼻
祭
を
盛
り
上

げ
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

学
生
一
同
、
皆
様
の
ご
来
場
を

心
よ
り
お
待
ち
い
た
し
て
お
り

ま
す
。

け
で
な
く
、
食
事
等
の
交
流
も

あ
り
、
お
互
い
に
弓
道
の
こ
と

や
学
業
等
の
話
を
す
る
な
ど
活

動
を
通
し
て
仲
良
く
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
交
流
は
、
部
活
動
の
幅
が

広
が
る
貴
重
な
機
会
に
も
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

部
活
動
は
練
習
や
試
合
だ
け

で
は
無
く
、
多
く
の
イ
ベ
ン
ト

も
ご
ざ
い
ま
す
。
特
に
春
休
み

期
間
や
東
医
体
直
後
に
は
部
旅

行
を
行
っ
て
お
り
、
部
員
間
の

交
流
を
深
め
る
大
き
な
イ
ベ
ン

ト
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
充
実
し
た
活
動

を
行
う
こ
と
が
出
来
る
の
は
、

毎
年
ご
支
援
い
た
だ
い
て
い
る

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
方
々
の
ご
理
解

と
ご
協
力
の
お
か
げ
で
ご
ざ
い

る
東
医
体
に
出
場
す
る
こ
と
が

出
来
、
入
部
早
々
に
試
合
で
結

果
を
残
す
者
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
初
心
者
で
も
活
動
を
始

め
や
す
く
、
試
合
等
に
早
い
段

階
で
皆
が
出
場
で
き
る
こ
と
が
、

弓
道
部
の
長
所
の
一
つ
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

先
述
し
た
大
会
や
交
流
戦
で

は
、
他
大
学
の
弓
道
部
員
と
の

交
流
が
ご
ざ
い
ま
す
。
交
流
す

る
他
大
学
の
方
々
と
は
試
合
だ

　

弓
道
部
は
、
医
学
部
、
薬
学

部
、
看
護
学
部
の
３
学
部
の
部

員
か
ら
な
る
部
活
で
す
。
普
段

の
活
動
は
千
葉
県
内
や
都
内
の

道
場
、
亥
鼻
キ
ャ
ン
パ
ス
内
な

ど
様
々
な
場
所
に
て
行
っ
て
お

り
ま
す
。
日
々
の
練
習
で
は
、

師
範
の
ご
指
導
の
も
と
で
射
技

や
礼
法
を
皆
で
学
び
な
が
ら
、

定
期
的
に
行
わ
れ
る
試
合
や
大

会
に
向
け
て
努
力
し
、
ま
た
年

に
数
回
行
わ
れ
る
審
査
で
の
昇

段
を
目
指
し
て
精
進
し
て
お
り

ま
す
。

　

試
合
や
大
会
は
主
に
、
８
月

の
東
日
本
医
科
学
生
総
合
体
育

大
会
（
東
医
体
）
を
は
じ
め
、

春
と
秋
に
あ
る
関
東
医
科
学
生

弓
道
大
会
、
そ
し
て
他
大
学
の

弓
道
部
と
の
交
流
戦
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
試
合
や

大
会
は
練
習
の
指
針
・
目
標
に

な
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
が

今
後
の
活
動
に
も
つ
な
が
る
重

要
な
機
会
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

部
員
は
大
学
入
学
以
前
か
ら

弓
道
を
し
て
い
た
者
も
お
り
ま

す
が
、
大
学
か
ら
始
め
た
者
が

多
い
こ
と
が
特
徴
で
す
。
１
年

生
は
、
５
月
入
部
で
８
月
に
あ

課外活動団体だより ゐ の は な 同 窓 会 報

課
外
活
動
団
体
だ
よ
り

弓　

道　

部

医
学
部
４
年　

花　

塚　

拓　

也

お
詫
び
と
訂
正

１
８
３
号

14
面　

１
段
５
行
目

ク
ラ
ス
会

水
泳
部
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
会

山
口
淳
一
先
生

　
　

←

山
口
伸
幸
先
生

お
詫
び
し
て
訂
正
・
記
載
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

第
18
回

亥
鼻
祭
開
催
の
お
知
ら
せ

　
　

亥
鼻
祭
実
行
委
員
サ
ー
ク
ル
実
行
委
員
長

 

医
学
部
３
年　

朝　

倉　

慎
太
郎

2019年10月　関東医科学生弓道大会の出場選手たち
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役
員
名

主　
　

将
：
木
村　

友
紀

主　
　

務
：
山
本　

裕
貴

副　
　

将
：
玉
澤　

弘
隆

副　
　

務
：
朝
倉
慎
太
郎

会　
　

計
：
江
本　

宇
基

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
代
表
：

　
　
　
　
　

村
山　

温
未

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
感
謝
の

意
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
男
子
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
部
は
、
さ
ら
な
る
高
み

を
目
指
し
て
、
チ
ー
ム
一
丸
と

な
っ
て
発
展
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

役
員
名

主　
　

将
：
花
塚　

拓
也

副　
　

将
：
小
林　

悠
真

内　
　

務
：
針
谷　
　

輝

外　
　

務
：
藤
井　

沙
帆

会　
　

計
：
森
田
悠
太
郎

Ｏ
Ｂ
会
計
：
小
川
茉
里
奈

薬
学
主
将
：
松
川　

真
人

ま
す
。
部
の
代
表
と
し
て
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
部
員
一
同
精
進

し
、
部
活
動
に
力
を
注
い
で
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
弓
道
と
い
う

武
道
に
関
わ
る
者
が
少
し
で
も

増
え
る
よ
う
、
部
の
発
展
に
も

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

わ
っ
た
後
、
毎
年
８
月
に
は
女

子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
と
旅
行
に

行
き
、
体
育
館
で
の
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
や
、
川
辺
や
海
で
の
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
冬
に
は
ウ
ィ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー

ツ
を
満
喫
す
る
旅
行
を
行
い
、

男
女
の
垣
根
を
超
え
て
親
睦
を

深
め
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
で
き
る
の
は
、
毎
年
部
費
を

寄
付
し
て
く
だ
さ
る
Ｏ
Ｂ
、
Ｏ

Ｇ
の
先
生
方
の
お
か
げ
で
す
。

出
な
い
メ
ン
バ
ー
を
含
め
た
チ
ー

ム
全
体
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
は

か
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
練
習

に
来
て
く
だ
さ
る
Ｏ
Ｂ
の
先
生

方
や
外
部
の
選
手
の
方
々
か
ら

も
教
え
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、

選
手
一
同
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
す

る
こ
と
が
で
き
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

部
の
特
徴
と
し
て
、
も
う
一
点

挙
げ
ら
れ
る
も
の
が
、
年
間
を

通
し
て
沢
山
行
わ
れ
る
イ
ベ
ン

ト
に
あ
り
ま
す
。
東
医
体
が
終

部
に
お
い
て
特
徴
的
な
点
は
、

大
学
か
ら
始
め
た
初
心
者
が
多

い
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
大
学
の
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
は
中
学
・
高
校
で
の

６
年
間
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
に
所
属

し
て
き
た
人
達
が
す
る
ス
ポ
ー
ツ

と
思
わ
れ
が
ち
で
は
あ
り
ま
す

が
、
千
葉
大
学
の
男
子
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
部
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
殆
ど

は
大
学
で
始
め
た
初
心
者
で
す
。

１
年
生
か
ら
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
始

め
、
引
退
す
る
頃
に
は
チ
ー
ム
を

引
っ
張
る
エ
ー
ス
に
な
っ
て
い
る

と
い
う
例
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
う
し
た
初
心
者
で
も
成

長
で
き
る
環
境
を
作
り
出
し
て

い
る
の
が
、
上
級
生
と
下
級
生
の

縦
の
繋
が
り
に
あ
り
ま
す
。
上

級
生
は
自
分
の
練
習
を
す
る
だ

け
で
な
く
、
試
合
に
出
て
い
な
い

下
級
生
の
練
習
を
し
て
い
る
姿

を
見
て
改
善
点
を
見
つ
け
て
１

対
１
で
教
え
た
り
、
逆
に
下
級

生
か
ら
上
級
生
に
質
問
を
た
く

さ
ん
す
る
な
ど
し
て
、
試
合
に

　

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
は
、
プ

レ
イ
ヤ
ー
25
人
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

13
人
の
合
わ
せ
て
38
人
で
活
動

し
て
い
ま
す
。
普
段
の
練
習
は
、

毎
週
月
曜
日
と
火
曜
日
に
亥
鼻

キ
ャ
ン
パ
ス
の
体
育
館
で
、
木
曜

日
に
西
千
葉
キ
ャ
ン
パ
ス
の
体
育

館
を
使
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
１
回
２
時
間
半
の
練

習
時
間
を
フ
ル
に
活
用
し
、
練

習
中
は
声
を
出
し
本
気
で
取
り

組
み
、
練
習
後
に
は
各
自
残
っ

て
自
主
練
習
を
す
る
な
ど
し
て
、

各
々
が
切
磋
琢
磨
し
自
身
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
に
努
め
て
お
り
ま

す
。
公
式
試
合
で
は
、
令
和
元

年
８
月
に
行
わ
れ
た
東
日
本
医

科
学
生
総
合
体
育
大
会
（
東
医

体
）
に
お
い
て
、
予
選
を
１
位
通

過
し
、
ベ
ス
ト
８
に
残
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
現
在
は
関
東
医

歯
薬
リ
ー
グ
の
１
部
昇
格
東
医

体
で
の
優
勝
を
目
標
に
、
日
々

邁
進
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

子
ど
も
た
ち
の
病
院
嫌
い
や
恐

怖
心
を
緩
和
さ
せ
る
こ
と
、
身

体
や
健
康
に
つ
い
て
興
味
を
持
っ

て
も
ら
う
こ
と
、
歯
磨
き
や
手

洗
い
う
が
い
の
仕
方
な
ど
健
康

を
自
ら
守
る
行
動
に
つ
い
て
学

ん
で
も
ら
う
こ
と
な
ど
を
目
標

と
し
て
い
ま
す
。
部
員
た
ち
も

子
ど
も
の
笑
顔
を
見
て
癒
さ
れ

る
と
同
時
に
、
言
葉
遣
い
や
接

し
方
に
つ
い
て
日
々
勉
強
し
て

い
ま
す
。

　

上
記
の
活
動
以
外
に
も
５
月

の
新
歓
イ
ベ
ン
ト
や
勉
強
会
、

卒
業
さ
れ
る
先
輩
方
の
追
い
出

し
コ
ン
パ
な
ど
も
行
っ
て
お
り
、

部
員
同
士
の
交
流
を
図
る
イ
ベ

ン
ト
も
や
っ
て
い
ま
す
。
特
に

　

千
葉
ぬ
い
ぐ
る
み
病
院
は
亥

鼻
の
サ
ー
ク
ル
に
は
珍
し
く
、

医
学
部
・
薬
学
部
・
看
護
学
部

に
加
え
て
西
千
葉
キ
ャ
ン
パ
ス

の
教
育
学
部
の
主
に
４
学
部
の

学
生
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

部
員
は
50
名
ほ
ど
お
り
、
各
部

員
が
自
分
の
好
き
な
タ
イ
ミ

ン
グ
で
活
動
に
参
加
し
て
い
ま

す
。
特
に
教
育
学
部 

（
幼
稚
園

科
）
の
学
生
は
普
段
か
ら
子
ど

も
た
ち
と
接
し
て
い
る
こ
と
も

あ
り
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
関
わ

り
方
が
非
常
に
う
ま
く
、
亥
鼻

の
学
生
は
良
い
刺
激
を
も
ら
っ

て
い
ま
す
。

　

主
な
活
動
と
し
て
は
、
年
に

４
、
５
回
あ
る
「
実
施
」
と
そ

れ
に
向
け
た
準
備
・
練
習
を
各

実
施
前
１
か
月
で
行
っ
て
い
ま

す
。
実
施
は
亥
鼻
祭
に
加
え
、

近
く
の
施
設
や
幼
稚
園
、
小
学

校
か
ら
お
誘
い
を
い
た
だ
き
出

向
い
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
実

施
で
は
主
に
ぬ
い
ぐ
る
み
の
模

擬
診
察
を
子
ど
も
た
ち
に
や
っ

て
も
ら
う
こ
と
や
、
劇
や
紙
芝

居
な
ど
の
保
健
教
育
、
お
薬
作

り
体
験
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
し
て
、

ゐ の は な 同 窓 会 報

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

医
学
部
４
年　

山　

本　

裕　

貴

千
葉
ぬ
い
ぐ
る
み
病
院

医
学
部
４
年　

宮　

川　

晴　

行

2019年度　男子バレーボール部引退試合

2019年亥鼻祭にて



（ 27 ） 課外活動団体だより   第 184 号

資
格
を
取
得
す
る
の
は
決
し
て

楽
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
筆
記
試

験
、
教
育
実
習
、
実
技
試
験
、

２
年
ご
と
の
更
新
義
務
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
義
務
な
ど
、
こ
れ
ら

を
学
業
と
並
行
し
て
行
わ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
本
来
な
ら

ば
、
自
身
でB

L
S

コ
ー
ス
を
開

催
し
、
受
講
料
を
得
る
こ
と
が

で
き
る
資
格
で
す
が
、
一
次
救

命
措
置
を
広
め
る
と
い
う
目
的

の
下
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
コ
ー
ス

を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
大
量
の
受
講
希
望
者
に

対
し
て
Ｃ-

Ｔ
Ａ
Ｔ
の
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
の
数
は
極
め
て
少
な

く
、
需
要
に
供
給
が
追
い
つ
か

な
い
状
況
で
す
。
も
し
、B

L
S

に
興
味
が
あ
る
方
、
特
に
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
興
味
が
あ
る

方
は
ぜ
ひ
共
私
た
ち
と
一
緒
に

B
L

S

の
輪
を
広
げ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　

最
後
に
、
繰
り
返
し
に
な
り

ま
す
が
、B

L
S

コ
ー
ス
の
開
催

に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
安
部
先

生
を
は
じ
め
と
し
た
救
急
部
の

先
生
方
に
多
大
な
ご
協
力
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
こ
の
場

を
借
り
て
改
め
て
深
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

役
員
名

代
表
：
柴
田　

修
平

内
務
：
柳
澤
真
理
恵

会
計
：
難
波　
　

恵

広
報
：
上
條
恵
莉
子

す
が
、
近
年
様
々
な
と
こ
ろ
か

ら
活
動
の
ご
依
頼
を
受
け
る
こ

と
が
多
く
な
っ
て
き
て
お
り
、

も
っ
と
活
動
の
幅
を
広
げ
て
い

け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
顧

問
の
先
生
方
、
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の

先
生
方
に
は
活
動
の
応
援
を
し

て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
大
変
う

れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

役
員
名

代　
　

表
：
浅
野　
　

峻

　
　
　
　
　

出
石
佳
奈
子

会　
　

計
：
石
原
菜
々
花

広　
　

報
：
鶴
田　

美
夢

実
施
補
助
：
山
本　

優
海

　
　
　
　
　

佐
藤　

真
歩

勉
強
会
で
は
上
級
生
が
中
心
と

な
っ
て
授
業
を
行
い
楽
し
く
勉

強
し
て
い
ま
す
。
昨
年
12
月
の

勉
強
会
で
は
「
聴
診
器
の
正
し

い
使
い
方
」
や
「
こ
ど
も
が
怖

い
と
感
じ
る
も
の
」
な
ど
に
つ

い
て
勉
強
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
夏
に
は
全
国
の
ぬ
い

ぐ
る
み
病
院
の
人
々
が
集
ま
る

「
ぬ
い
ぐ
る
み
総
会
」
が
開
催

さ
れ
毎
年
千
葉
大
学
も
参
加
し

て
い
ま
す
。
他
大
学
と
交
流
す

る
こ
と
で
、
他
の
大
学
は
こ
ん

な
こ
と
を
や
っ
て
い
る
ん
だ
！

と
大
変
い
い
刺
激
を
も
ら
っ
て

い
ま
す
。

　

ぬ
い
ぐ
る
み
病
院
は
比
較
的

新
し
い
サ
ー
ク
ル
で
は
あ
り
ま

生
向
け
のBL

S

講
習
に
も
救
急

部
の
先
生
と
と
も
に
指
導
員
と

し
て
Ｃ-

Ｔ
Ａ
Ｔ
の
メ
ン
バ
ー
が

参
加
し
て
お
り
ま
す
。
亥
鼻
キ
ャ

ン
パ
ス
の
大
学
祭
で
は
、
来
場
さ

れ
た
一
般
の
方
向
け
に
、
ア
メ
リ

カ
心
臓
協
会
の
公
式
コ
ー
ス
で
あ

るFam
ily and Friends

を
無

料
で
開
催
し
て
お
り
、
毎
年
来

場
者
は
２
０
０
名
を
超
え
る
大

盛
況
の
企
画
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　

B
L

S

の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

行
っ
て
お
り
ま
す
。BL

S

コ
ー

ス
自
体
は
４
時
間
程
度
で
、
シ

ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
利
用
し
た
練

習
と
筆
記
試
験
及
び
実
技
試
験

か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。
コ
ー
ス

中
は
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
は

常
に
受
講
生
に
対
し
て
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
を
行
い
、
質
問
に
回

答
す
る
た
め
、
受
講
し
た
方
は

現
在
ま
で
全
員
合
格
す
る
こ
と

が
で
き
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
病
院
の
事
務
職
員
向

けBL
S

講
習
や
、
医
学
部
１
年

　

Ｃ-

Ｔ
Ａ
Ｔ
はC

hiba T
rain  

in
g

 A
ssociation

 fo
r 

em
ergency T

reatm
ent

の

略
で
、
顧
問
の
安
部
隆
三
先
生

（
千
葉
大
学
大
学
院
医
学
研
究
院

救
急
集
中
治
療
学
准
教
授
）
の

下
、
一
次
救
命
措
置
の
普
及
を
目

的
に
活
動
し
て
お
り
ま
す
。
主

な
活
動
内
容
は
千
葉
大
学
の
学

生
を
対
象
と
し
たBL

S

コ
ー 

ス
の
開
催
で
す
。
Ｃ-

Ｔ
Ａ
Ｔ

に
は
20
名
弱
の
ア
メ
リ
カ
心
臓

協
会
（A

m
erican H

eart 
A

ssociation

）
公
式
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
が
所
属
し
て
お
り
、

中
に
はA

C
L

S

（A
dvanced 

C
ardiovascular L

ife Sup-
port

）
やPA
L

S

（Pediatric 
A

dvanced L
ife Support

）

の
資
格
を
持
っ
て
い
る
メ
ン
バ
ー

も
お
り
、
通
常
のBL

S

コ
ー
ス

よ
り
も
深
い
指
導
を
す
る
こ
と

が
可
能
で
す
。

　

現
在
、
千
葉
大
学
亥
鼻
キ
ャ

ン
パ
ス
内
で
開
催
し
て
い
るBL

S

コ
ー
ス
は
、
毎
年
１
０
０
名
以

上
の
千
葉
大
生
に
参
加
し
て
い

だ
い
て
お
り
、
今
で
も
50
名
以

上
の
受
講
希
望
者
の
方
と
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
で
日
程
調
整
を

ゐ の は な 同 窓 会 報

千
葉
大
学
救
急
サ
ー
ク
ル　

Ｃ-

Ｔ
Ａ
Ｔ

医
学
部
６
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学長表彰及び学部長表彰を行いました
　千葉大学医学部では令和２年３月23日に学長表彰及び学部長表
彰を行いました。
　本年は、新型コロナウイルス感染拡大の状況を鑑み、千葉大学卒
業式・医学部学位記伝達式は中止となりましたが、成績優秀者３名
が学部長表彰者、そのうち１名が学長表彰者に選出され、中山俊憲
医学部長（写真右）より、表彰状と記念品が授与されました。

　受賞者
　　学長表彰・学部長表彰：仲理允さん（写真左から３番目）
　　学部長表彰：横田英博さん（写真左）
　　　　　　　　杉田明穂さん（写真左から２番目）

国立大学法人千葉大学
医学部ホームページより
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令�和�２�年�卒�業�生�の�卒�後�研�修�先

１年目 ２年目 人数

船橋市立医療センター 船橋市立医療センター 7

千葉県済生会習志野病院 千葉県済生会習志野病院 6

成田赤十字病院 成田赤十字病院 5

成田赤十字病院 千葉大学医学部附属病院 1

君津中央病院 君津中央病院 5

君津中央病院 千葉大学医学部附属病院 1

千葉市立青葉病院 千葉市立青葉病院 5

千葉市立青葉病院 千葉大学医学部附属病院 1

千葉労災病院 千葉労災病院 4

千葉労災病院 千葉大学医学部附属病院 1

松戸市立総合医療センター 松戸市立総合医療センター 3

松戸市立総合医療センター 千葉大学医学部附属病院 3

国立国際医療研究センター 国立国際医療研究センター 3

国保旭中央病院 国保旭中央病院 3

国立病院機構千葉医療センター 千葉大学医学部附属病院 2

国立病院機構千葉医療センター 国立病院機構千葉医療センター 1

東京都立墨東病院 東京都立墨東病院 2

東京都立墨東病院 千葉大学医学部附属病院 1

災害医療センター 災害医療センター 2

日本赤十字社医療センター 日本赤十字社医療センター 2

横浜労災病院 横浜労災病院 2

千葉県がんセンター 千葉県がんセンター 2

東京都健康長寿医療センター 東京都健康長寿医療センター 2

千葉市立海浜病院 千葉市立海浜病院 2

八戸市立市民病院 八戸市立市民病院 2

千葉大学医学部附属病院 千葉大学医学部附属病院 2

東京大学医学部附属病院 東京大学医学部附属病院 2

国際医療福祉大学三田病院 国際医療福祉大学三田病院 2

東京女子医科大学附属八千代医療センター 東京女子医科大学附属八千代医療センター 2

亀田総合病院 亀田総合病院 2

公立学校共済組合関東中央病院 公立学校共済組合関東中央病院 2

JR東京総合病院 JR東京総合病院 2

新久喜総合病院 新久喜総合病院 1

新久喜総合病院 千葉大学医学部附属病院 1

１年目 ２年目 人数

国立病院機構千葉医療センター 国立病院機構千葉医療センター 1

国立病院機構別府医療センター 国立病院機構別府医療センター 1

国立病院機構横浜医療センター 国立病院機構横浜医療センター 1

国立国際医療研究センター国府台病院 国立国際医療研究センター国府台病院 1

さいたま赤十字病院 さいたま赤十字病院 1

武蔵野赤十字病院 武蔵野赤十字病院 1

JCHO東京新宿メディカルセンター JCHO東京新宿メディカルセンター 1

JCHO船橋中央病院 千葉大学医学部附属病院 1

東京都立多摩総合医療センター 東京都立多摩総合医療センター 1

東京警察病院 東京警察病院 1

青梅市立総合病院 青梅市立総合病院 1

さいたま市立病院 さいたま市立病院 1

市立四日市病院 市立四日市病院 1

仙台市立病院 仙台市立病院 1

沼津市立病院 千葉大学医学部附属病院 1

横須賀市立市民病院 横須賀市立市民病院 1

東京歯科大学市川総合病院 東京歯科大学市川総合病院 1

行徳総合病院 行徳総合病院 1

永寿総合病院 永寿総合病院 1

NTT東日本関東病院 NTT東日本関東病院 1

国家公務員共済組合連合会病院 国家公務員共済組合連合会病院 1

埼玉メディカルセンター 埼玉メディカルセンター 1

湘南鎌倉総合病院 湘南鎌倉総合病院 1

SUBARU保険組合太田記念病院 SUBARU保険組合太田記念病院 1

聖路加国際病院 聖路加国際病院 1

仙台厚生病院 仙台厚生病院 1

立川相互病院 立川相互病院 1

千葉西総合病院 千葉西総合病院 1

千葉メディカルセンター 千葉メディカルセンター 1

千葉中央メディカルセンター 千葉中央メディカルセンター 1

東京逓信病院 東京逓信病院 1

虎ノ門病院 虎ノ門病院 1

ハートライフ病院 ハートライフ病院 1

三井記念病院 三井記念病院 1
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て
生
体
の
働
き
を
推
測
す
る
に

と
ど
ま
ら
ず
、
血
液
の
成
分
を

計
測
し
糖
質
源
と
し
て
の
肝
臓

の
働
き
を
証
明
し
た
。
ま
た
膵

液
の
消
化
機
能
や
唾
液
腺
の
血

管
運
動
神
経
を
解
明
し
、
ま
た

神
経
電
気
刺
激
に
よ
り
運
動
を

引
き
起
こ
す
な
ど
実
験
医
学
に

よ
り
科
学
的
真
実
を
追
究
し
た
。

特
に
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
ク

ラ
ー
レ
が
選
択
的
に
神
経
筋
接

合
部
に
作
用
す
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
実
験
器
具
で
あ
っ
た
。

当
然
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
何

を
明
ら
か
に
す
る
か
に
よ
り
実

験
装
置
を
考
案
す
る
の
で
あ
り
、

研
究
の
成
否
が
そ
こ
に
あ
る
の

は
現
代
で
も
同
様
で
あ
る
。

　

博
物
館
の
周
囲
は
ブ
ド
ウ
畑

が
広
が
っ
て
お
り
、
葡
萄
の
木

は
腰
ま
で
の
高
さ
な
の
で
は
る

か
遠
く
ま
で
見
通
せ
た
。
１
８

６
０
年
病
を
得
て
故
郷
に
帰
っ

た
ベ
ル
ナ
ー
ル
は
、
こ
の
地
で

療
養
に
努
め
な
が
ら
「
実
験
医

学
序
説
」
を
著
し
た
。
科
学
に

機
械
論
（
メ
カ
ニ
ズ
ム
論
）
を

持
ち
込
ん
だ
の
は
デ
カ
ル
ト
だ

が
、
医
学
・
生
物
学
に
持
ち
込

ん
だ
の
は
ベ
ル
ナ
ー
ル
で
あ
る
。

彼
は
医
学
を
志
す
前
に
劇
作
家

を
夢
見
て
い
た
が
、
実
験
と
言

う
道
具
立
て
で
医
学
に
因
果
推

論
の
考
え
方
を
導
入
し
た
。「
実

験
医
学
の
父
」
ベ
ル
ナ
ー
ル
を

知
り
た
け
れ
ば
是
非
訪
れ
た
い

博
物
館
で
あ
る
。

下
の
壁
に
は
10
年
ご
と
に
区
切

ら
れ
た
年
表
が
貼
ら
れ
、
彼
の

業
績
が
同
時
代
の
政
治
、
科
学
、

芸
術
、
文
学
な
ど
主
要
な
で
き

ご
と
と
対
比
し
な
が
ら
提
示
さ

れ
て
い
る
。
展
示
室
は
数
部
屋

に
分
か
れ
、
彼
が
使
用
し
た
ガ

ラ
ス
器
具
、
乳
鉢
な
ど
の
実
験

器
具
に
加
え
、
彼
が
独
自
に
作

成
し
た
実
験
器
具
や
手
書
き
の

ラ
ベ
ル
、
フ
ラ
ン
ス
政
府
か
ら

の
レ
ジ
ョ
ン
ド
ヌ
ー
ル
勲
章
な

ど
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
有
り

難
い
こ
と
に
フ
ラ
ン
ス
語
に
加

え
英
語
で
の
説
明
が
全
て
の
展

示
品
に
あ
り
理
解
を
高
め
て
く

れ
る
。

　

彼
は
そ
れ
ま
で
の
観
察
に
よ
っ

　

実
験
医
学
の
パ
イ
オ
ニ
ア
、

ク
ロ
ー
ド
・
ベ
ル
ナ
ー
ル
は
、

フ
ラ
ン
ス
南
東
部
の
ワ
イ
ン
の

産
地
で
有
名
な
リ
ヨ
ン
近
郊
ボ

ジ
ョ
レ
ー
地
方
の
サ
ン
ジ
ュ
リ

ア
ン
村
で
生
ま
れ
た
。
リ
ヨ
ン

か
ら
は
車
で
30
分
ほ
ど
の
ブ
ド

ウ
畑
の
中
に
、
生
家
と
隣
接
し

て
ベ
ル
ナ
ー
ル
が
購
入
し
た
屋

敷
が
現
在
博
物
館
と
な
っ
て
い

る
。
ベ
ル
ナ
ー
ル
は
葡
萄
の
収

穫
期
に
は
定
期
的
に
帰
省
し
て

こ
こ
で
過
ご
し
た
。
実
験
室
も

作
り
、
滞
在
中
に
も
実
験
を
続

け
た
。

　

館
内
に
は
ベ
ル
ナ
ー
ル
に
関

す
る
多
く
の
資
料
が
展
示
さ
れ

て
い
る
。
ホ
ー
ル
か
ら
続
く
廊

た
だ
き
、
大
学
に
具
体
的
な
提

案
が
で
き
る
よ
う
検
討
す
る
事

が
述
べ
ら
れ
た
。

４
令
和
２
年
度
総
会

　

白
澤
理
事
よ
り
資
料
に
基
づ

き
令
和
２
年
度
ゐ
の
は
な
同
窓

会
総
会
は
、
令
和
２
年
６
月
13

日
第
２
土
曜
日
に
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
東
京
に
て

開
催
予
定
で
あ
る
事
が
説
明
さ

れ
た
。
企
画
に
つ
い
て
は
大
学
、

東
京
ゐ
の
は
な
会
、
千
葉
県
ゐ

の
は
な
会
で
順
に
担
当
し
て
い

る
が
、
今
後
は
担
当
制
で
な
く

委
員
会
を
立
ち
上
げ
全
体
で
検

討
す
る
事
、
来
年
度
は
開
催
場

所
が
東
京
と
了
承
さ
れ
た
。
総

会
に
は
評
議
員
に
も
で
き
る
だ

け
出
席
を
促
し
、
多
数
出
席
の

場
合
は
評
議
員
会
の
開
催
も
可

能
で
あ
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
た
。

講
演
者
に
つ
い
て
は
活
躍
す
る

女
性
の
卒
業
生
に
よ
る
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
予
定
し
て
い
る
こ
と

が
述
べ
ら
れ
た
。
会
務
分
担
に

つ
い
て
今
後
、
実
質
的
な
活
動

が
で
き
る
よ
う
な
委
員
会
へ
の

再
編
が
希
望
さ
れ
た
。

５
そ
の
他

・
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ

に
つ
い
て
、
吉
村
健
佑
氏
か
ら

90
名
ほ
ど
の
多
く
の
参
加
者
が

あ
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

・
済
陽
会
長
か
ら
千
葉
大
学
75

周
年
記
念
事
業
に
つ
い
て
説
明

が
あ
っ
た
。

・
吉
原
俊
雄
副
会
長
か
ら
参
議

院
議
員
武
見
敬
三
氏
に
東
京
ゐ

の
は
な
会
新
年
会
の
講
演
を
依

頼
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
、
他

支
部
に
案
内
が
あ
っ
た
。

２
同
窓
会
賞
選
考
委
員
に
つ
い

て
　

白
澤
理
事
よ
り
資
料
に
基
づ

き
、
同
窓
会
賞
選
考
委
員
に
つ

い
て
任
期
２
年
連
続
２
期
務
め

た
半
数
の
３
名
が
任
期
満
了
の

た
め
改
選
と
な
り
、
新
し
く
選

出
さ
れ
た
選
考
委
員
、
選
考
委

員
長
候
補
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
承
認
さ
れ
た
。

　

ゐ
の
は
な
同
窓
会
賞
規
定
第

９
条
に
つ
い
て
、「
受
賞
者
は

ゐ
の
は
な
同
窓
会
総
会
に
て
記

念
講
演
を
行
う
」
と
さ
れ
て
い

る
が
時
間
的
な
制
約
等
の
た
め

に
行
わ
れ
る
こ
と
が
少
な
く
、

「
記
念
講
演
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
」
と
改
定
す
る
案
が
承
認

さ
れ
た
。

３
メ
モ
リ
ア
ル
事
業
委
員
会

　

吉
川
廣
和
メ
モ
リ
ア
ル
事
業

委
員
会
委
員
長
よ
り
資
料
に
基

づ
き
、
５
月
か
ら
数
回
の
委
員

会
を
開
催
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
の
実
施
、
旧
病
院
の
歴
史
的

な
価
値
に
つ
い
て
調
査
を
依
頼
、

医
学
部
新
棟
お
よ
び
記
念
講
堂

の
展
示
ス
ペ
ー
ス
、
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
、
留
学
生
へ
の
情
報
提
供

な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
た
事
が

報
告
さ
れ
た
。

　

白
澤
理
事
よ
り
資
料
に
基
づ

き
ア
ン
ケ
ー
ト
の
途
中
集
計
結

果
に
よ
り
旧
病
院
前
面
の
外
観
、

旧
病
院
の
縮
小
モ
デ
ル
、
旧
病

院
の
画
像
な
ど
の
保
存
希
望
が

多
く
あ
っ
た
事
、
医
学
部
新
棟
、

記
念
講
堂
の
展
示
ス
ペ
ー
ス
に

つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。
次
回

の
メ
モ
リ
ア
ル
事
業
委
員
会
に

は
大
学
の
新
棟
建
設
担
当
責
任

者
・
三
木
隆
司
理
事
に
出
席
い

あ
る
が
、
特
別
寄
附
金
と
し
て

卒
後
50
周
年
の
昭
和
44
年
卒
ク

ラ
ス
会
か
ら
の
寄
附
が
あ
り
基

金
（
卒
後
50
周
年
基
金
）
に
積

立
て
た
事
、
支
出
に
つ
い
て
は

委
員
会
費
が
メ
モ
リ
ア
ル
事
業

委
員
会
の
開
催
に
よ
り
昨
年
に

比
べ
や
や
多
め
で
あ
る
事
、
振

替
手
数
料
の
値
上
げ
で
会
費
収

納
費
（
郵
便
振
替
）
が
多
め
に

な
っ
て
い
る
事
、
学
生
活
動
助

成
金
よ
り
亥
鼻
祭
へ
の
支
援
を

行
っ
た
こ
と
等
が
説
明
さ
れ
了

承
さ
れ
た
。

２
会
報
編
集
関
係

　

白
澤
浩
理
事
よ
り
、
次
号
ゐ

の
は
な
同
窓
会
報
１
８
３
号
の

発
行
は
、
令
和
２
年
１
月
１
日

で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

３
名
簿
発
行
に
つ
い
て

　

白
澤
理
事
よ
り
資
料
に
基
づ

き
、
３
年
毎
に
発
行
さ
れ
る
名

簿
（
令
和
３
年
版
）
の
調
査
確

認
は
が
き
に
つ
い
て
、【
出
身

高
校
】
欄
を
大
き
く
記
入
し
や

す
く
し
、
昭
和
30
年
か
ら
40
年

卒
業
の
先
生
（
千
大
文
理
等
と

記
載
）
に
も
記
入
を
お
願
い
す

る
と
し
た
事
が
説
明
さ
れ
た
。

２
．
協
議
事
項

⑴
役
員
に
つ
い
て

　

白
澤
理
事
よ
り
新
理
事
候
補

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
西
川

哲
男
氏
（
神
奈
川
ゐ
の
は
な
会
）、

鶴
田
好
孝
氏
（
山
梨
ゐ
の
は
な

会
）
か
ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ
い

た
。

日　

時
：
令
和
元
年
11
月
14
日

　
　
　
　
（
木
）　

18
時
よ
り

場　

所
： 

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス
東
京

出
席
者
：

　

済わ
た

陽よ
う

高た
か

穂ほ

（
会
長
）

　

吉
川
廣
和
（
副
会
長
）

　

鈴
木
信
夫
（
副
会
長
）

　

吉
原
俊
雄
（
副
会
長
）

　

秋
葉
哲
生
（
会
計
監
事
）

　

岩
倉
弘
毅
（
会
計
監
事
）

　

三
枝
一
雄
（
参
与
）

　

大
井
利
夫
（
参
与
）

　

青
木　

謹　
　

赤
倉
功
一
郎

　

井
上
賢
治　
　

岡
本
和
久

　

宍
倉
正
胤　
　

白
澤　

浩

　

諏
訪
敏
一　
　

諏
訪
園
靖

　

田
邊
政
裕　
　

鶴
田
好
孝

　

十
川
康
弘　
　

西
川
哲
男

　

幡
野
雅
彦　
　

林
田
和
也

　

星
野　

聡　
　

宮
本
恒
彦

　

横
須
賀
忠　
　

　

島
田
陽
子
（
神
奈
川
代
理
）

　

吉
村
健
佑
（
千
葉
代
理
）

 

（
敬
称
略
）

　

議
事
に
先
立
ち
10
月
12
日
に

逝
去
さ
れ
た
税
所
宏
光
参
与
に

黙
祷
を
捧
げ
た
。

　

済
陽
高
穂
会
長
が
座
長
と
な

り
議
事
が
進
め
ら
れ
た
。

議
題

１
．
報
告
事
項

⑴
予
算
執
行
状
況
（
中
間
報
告
）

　

幡
野
雅
彦
理
事
よ
り
資
料
に

基
づ
き
予
算
の
執
行
状
況
に
つ

い
て
説
明
が
あ
っ
た
。
収
入
に

つ
い
て
は
ほ
ぼ
予
算
ど
お
り
で

議 事 要 旨 ゐ の は な 同 窓 会 報

ク
ロ
ー
ド
・
ベ
ル
ナ
ー
ル
博
物
館

杉　

田　

克　

生
（
昭
54
）

令
和
元
年
度　

第
２
回
理
事
会
議
事
要
旨
抜
粋

写真　クロード・ベルナール博物館

欧
州
医
学
史
巡
り



第 184 号 議 事 要 旨 （ 30 ）

講
座
の
歴
史
を
示
す
パ
ネ
ル
な

ど
田
邊
政
裕
理
事
を
中
心
に
準

備
を
進
め
る
事
が
了
承
さ
れ
た
。

６
そ
の
他

　

会
務
分
担
の
組
織
変
更
の
た

め
、
会
則
変
更
の
案
が
示
さ
れ

２
令
和
２
年
度
総
会
に
つ
い
て

　

白
澤
理
事
よ
り
資
料
に
基
づ

き
ゐ
の
は
な
同
窓
会
総
会
に
つ

い
て
説
明
さ
れ
た
。
６
月
13
日

（
土
）
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
フ
ァ
レ

ン
ス
東
京
に
て
開
催
予
定
で
あ

り
、
講
演
会
は
「
多
分
野
で
活

躍
す
る
同
窓
女
性
医
師
（
仮
）」

と
し
て
行
う
こ
と
が
了
承
さ
れ

た
。

３
令
和
２
年
度
役
員
に
つ
い
て

　

白
澤
理
事
よ
り
資
料
に
基
づ

き
役
員
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ

た
。
新
理
事
松
前
孝
幸
氏
（
茨

城
ゐ
の
は
な
会
）、
故
税
所
宏

光
参
与
の
後
任
に
伊
藤
達
雄
前

理
事
の
就
任
が
承
認
さ
れ
た
。

４
令
和
２
年
度
予
算
編
成

　

幡
野
雅
彦
理
事
よ
り
資
料
に

基
づ
き
ほ
ぼ
例
年
通
り
で
あ
る

が
、
委
員
会
費
、
旅
費
を
増
額

し
、
Ｉ
Ｔ
広
報
関
連
経
費
は
Ｈ

Ｐ
の
サ
ー
バ
ー
管
理
会
社
の
変

更
、
動
画
を
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
に

て
配
信
等
の
変
更
に
よ
り
減
額

し
た
こ
と
が
説
明
さ
れ
、
承
認

さ
れ
た
。
学
会
（
医
局
支
援
等

の
な
い
）
へ
の
サ
ポ
ー
ト
案
等

が
提
案
さ
れ
、
今
後
同
窓
会
の

組
織
変
更
に
伴
い
検
討
す
る
事

と
し
た
。

５
メ
モ
リ
ア
ル
事
業
委
員
会

　

吉
川
廣
和
副
会
長
よ
り
現
医

学
部
本
館
の
建
物
の
価
値
、
建

て
替
え
に
至
る
経
緯
等
の
説
明

が
あ
り
、
白
澤
理
事
よ
り
追
加

資
料
に
基
づ
き
説
明
が
あ
っ
た
。

今
後
に
つ
い
て
は
医
学
部
新
棟

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に
ゐ
の
は
な
同
窓

会
の
寄
贈
展
示
ス
ペ
ー
ス
と
し
て

予
定
さ
れ
た
場
所
に
医
学
部
各

日　

時
：
令
和
２
年
２
月
13
日

　
　
　
　
（
木
）　

18
時
よ
り

場　

所
： 

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス
東
京

出
席
者
：

　

済わ
た

陽よ
う

高た
か

穂ほ

（
会
長
）

　

吉
川
廣
和
（
副
会
長
）

　

鈴
木
信
夫
（
副
会
長
）

　

吉
原
俊
雄
（
副
会
長
） 

　

秋
葉
哲
生
（
会
計
監
事
）

　

三
枝
一
雄
（
参
与
）

　

大
井
利
夫
（
参
与
）

　

青
木　

謹　
　

赤
倉
功
一
郎

　

石
川
詔
雄　
　

上
田
真
喜
子

　

岡
本
和
久　
　

黒
木
春
郎

　

宍
倉
正
胤　
　

白
澤　

浩

　

鈴
木　

守　
　

諏
訪
敏
一

　

田
邊
政
裕　
　

十
川
康
弘

　

中
村
眞
人　
　

西
川
哲
男

　

幡
野
雅
彦　
　

星
野　

聡

　

三
科
孝
夫　
　

宮
本
恒
彦

　

横
須
賀
忠

 

（
敬
称
略
）

　

済
陽
高
穂
会
長
の
挨
拶
の
後
、

同
会
長
が
議
長
と
な
り
議
事
が

進
め
ら
れ
た
。

議
題

１
．
報
告
事
項

⑴
予
算
執
行
状
況
（
中
間
報
告
）

　

幡
野
雅
彦
理
事
よ
り
資
料
に

基
づ
き
予
算
の
執
行
状
況
（
中

間
報
告
）
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ

た
。
収
入
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
予

算
ど
お
り
で
あ
り
特
別
寄
附
金

と
し
て
昭
和
43
年
卒
ク
ラ
ス
会

か
ら
寄
附
が
あ
っ
た
こ
と
、
支

出
に
つ
い
て
は
委
員
会
費
が
少

し
増
加
し
て
い
る
が
、
他
は
例

年
通
り
の
執
行
状
況
で
あ
る
事

等
が
説
明
さ
れ
、
了
承
さ
れ
た
。

２
名
簿
発
行
に
つ
い
て

　

白
澤
浩
理
事
よ
り
資
料
に
基

づ
き
令
和
２
年
10
月
発
行
予
定

の
名
簿
に
つ
い
て
、
大
学
院
生

に
つ
い
て
は
前
回
掲
載
で
き
な

か
っ
た
が
、
大
学
院
係
よ
り
情

報
を
得
ら
れ
掲
載
可
能
の
予
定

で
あ
る
こ
と
、
昭
和
30
年
か
ら

40
年
卒
業
の
高
校
名
調
査
に
つ

い
て
は
現
在
２
５
０
名
ほ
ど
の

回
答
が
あ
る
こ
と
が
説
明
さ
れ

た
。
住
所
不
明
者
の
補
足
、
学

年
毎
の
管
理
体
制
、
名
簿
掲
載

の
メ
リ
ッ
ト
、
医
学
部
と
の
協

力
な
ど
の
意
見
が
あ
り
、
同
窓

会
に
名
簿
管
理
の
部
署
を
設
け

る
な
ど
今
後
検
討
す
る
事
と
し

た
。

２
．
協
議
事
項

⑴
令
和
２
年
度
行
事
予
定
に
つ

い
て

　

白
澤
理
事
よ
り
資
料
に
基
づ

き
令
和
２
年
度
の
行
事
予
定
が

説
明
さ
れ
た
。
ほ
ぼ
例
年
通
り

で
あ
り
、
理
事
会
開
催
日
程
、

会
報
発
行
日
、
総
会
日
程
（
６

月
第
２
土
曜
日
）、
ホ
ー
ム
カ

ミ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
日
程
（
亥
鼻

祭
と
同
時
開
催
11
月
１
日
）
が

承
認
さ
れ
た
。
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン

グ
パ
ー
テ
ィ
に
つ
い
て
は
学
生

主
体
で
な
く
卒
業
生
を
中
心
と

し
た
イ
ベ
ン
ト
に
と
の
意
見
が

あ
っ
た
。

審
議
期
間
： 

令
和
２
年
５
月
15

日
〜
６
月
２
日　

 

出
席
者
（
返
信
者
）
：

　

済わ
た

陽よ
う

高た
か

穂ほ

（
会
長
）

　

吉
川
廣
和
（
副
会
長
）

　

鈴
木
信
夫
（
副
会
長
）

　

吉
原
俊
雄
（
副
会
長
）

　

秋
葉
哲
生
（
会
計
監
事
）

　

岩
倉
弘
毅
（
会
計
監
事
）

　

三
枝
一
雄
（
参
与
）

　

大
井
利
夫
（
参
与
）

　

伊
藤
達
雄
（
参
与
）

　

青
木　

謹　
　

赤
倉
功
一
郎

　

安
西
尚
彦　
　

石
川
詔
雄

　

井
上
賢
治　
　

岡
本
和
久

　

黒
木
春
郎　
　

剣
持　

敬

　

小
林
敏
生　
　

白
澤　

浩

　

諏
訪
敏
一　
　

瀧
口
正
樹

　

田
邊
政
裕　
　

鶴
田
好
孝

　

十
川
康
弘　
　

中
島　

透

　

中
村
眞
人　
　

幡
野
雅
彦

　

林
田
和
也　
　

星
野　

聡

　

松
前
孝
幸　
　

宮
本
恒
彦

　

三
木
隆
司　
　

 

（
敬
称
略
）

１
．
報
告
事
項

⑴
会
報
、
名
簿
発
行
に
つ
い
て

・
会
報
発
行
に
つ
い
て

　

次
号
１
８
４
号
は
、
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
緊
急
事
態
宣

た
。
担
当
理
事
制
を
導
入
す
る

事
、
理
事
の
推
薦
を
支
部
あ
る

い
は
総
務
会
・
理
事
会
の
推
薦

と
す
る
事
が
了
承
さ
れ
、
詳
細

案
を
作
成
し
次
回
理
事
会
に
諮

る
事
と
し
た
。

言
に
伴
う
理
事
会
・
総
会
中
止

の
た
め
、
書
面
表
決
等
を
考
慮

し
た
総
会
号
を
計
画
。
５
月
発

行
予
定
と
な
っ
て
い
た
が
、
１
、

２
か
月
発
行
が
遅
れ
る
た
め
、

次
号
９
月
発
行
の
１
８
５
号
と

令
和
３
年
１
月
発
行
の
１
８
６

号
と
の
合
本
号
と
す
る
こ
と
等

臨
機
応
変
に
対
応
す
る
事
と
し

た
。

・
名
簿
発
行
に
つ
い
て

　

２
０
２
１
年
（
令
和
３
年
）

版
名
簿
は
、
令
和
２
年
10
月
下

旬
に
発
行
予
定
で
あ
る
。

　

大
学
院
生
に
つ
い
て
は
前
回

掲
載
で
き
な
か
っ
た
が
、
大
学

院
係
よ
り
情
報
を
得
ら
れ
、
掲

載
可
能
の
予
定
で
あ
る
。
昭
和

30
年
か
ら
40
年
卒
業
生
の
高
校

名
は
調
査
に
回
答
の
方
は
掲
載
。

２
メ
モ
リ
ア
ル
事
業
委
員
会
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
報
告

　

令
和
元
年
８
月
よ
り
評
議
員
、

一
般
会
員
に
お
こ
な
っ
た
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
報
告
が
さ

れ
た
（
17
、
18
面
に
掲
載
）。

２
．
審
議
事
項

第
１
議
案
：
名
誉
会
員
の
推
薦

に
つ
い
て

　

内
規
に
則
り
名
誉
会
員
と
し

て
神
奈
川
ゐ
の
は
な
会
よ
り
小

野
田
昌
一
氏
（
昭
40
）
の
推
薦

が
あ
り
、
候
補
者
と
し
て
総
会

に
諮
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。

第
２
議
案
：
令
和
２
年
度
役
員

に
つ
い
て

　

令
和
２
年
度
の
役
員
に
つ
い

て
、
参
与
と
し
て
伊
藤
達
雄
氏

（
昭
42
）
の
推
薦
が
あ
り
、
す

で
に
理
事
会
に
て
承
認
さ
れ
て

い
る
新
理
事
、
神
奈
川
ゐ
の
は

な
会　

西
川
哲
男
氏
（
昭
47
）、

茨
城
ゐ
の
は
な
会　

松
前
孝
幸

氏
（
昭
52
）、
山
梨
ゐ
の
は
な

会　

鶴
田
好
孝
氏
（
昭
54
）
を

総
会
に
て
追
認
す
る
こ
と
が
承

認
さ
れ
た
。

　

理
事
の
若
返
り
を
十
分
検
討

し
て
欲
し
い
と
の
意
見
あ
り
。

第
３
議
案
：
令
和
２
年
度
事
業

計
画
案

　

令
和
元
年
度
を
踏
襲
し
た
事

業
計
画
案
が
承
認
さ
れ
た
。

第
４
議
案
：
ゐ
の
は
な
同
窓
会

賞
選
考
結
果

　

功
労
賞
に
推
挙
さ
れ
た
候
補

者
に
つ
い
て
選
考
委
員
会
に
て

検
討
し
た
結
果
、
功
労
賞
に
矢

田
洋
三
氏
（
昭
44
）
が
候
補
者

と
し
て
推
薦
さ
れ
、
承
認
さ
れ

た
。

第
５
議
案
：
総
会
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
に
よ
り
、
ゐ
の
は
な
同

窓
会
総
会
を
中
止
と
す
る
こ
と
、

理
事
会
、
総
務
会
を
休
止
と
す

る
こ
と
、
各
種
議
案
の
審
議
・

決
定
及
び
会
員
へ
の
通
知
は
、

メ
ー
ル
や
郵
送
と
し
、
随
時
、

会
員
諸
氏
の
意
向
を
反
映
さ
れ

る
も
の
と
す
る
こ
と
が
承
認
さ

れ
た
。

第
６
議
案
：
令
和
元
年
度
決
算

⑴
決
算
報
告

　

ほ
ぼ
例
年
通
り
の
予
算
執
行

が
な
さ
れ
て
お
り
、
収
入
に
つ

い
て
は
卒
後
50
周
年
記
念
基
金

と
し
て
昭
和
44
、
43
年
卒
か
ら

の
寄
附
が
あ
り
卒
後
50
周
年
基

金
に
積
立
て
、
支
出
は
、
メ
モ

リ
ア
ル
事
業
委
員
会
の
開
催
に

よ
る
委
員
会
費
の
増
加
に
つ
い

て
の
報
告
が
あ
り
、
審
議
の
結

果
、
令
和
元
年
度
決
算
が
承
認

さ
れ
た
。

　

会
費
納
入
率
に
つ
い
て
の
提

示
が
求
め
ら
れ
会
報
に
掲
載
す

る
事
と
し
た
。

２
会
計
監
査

　

岩
倉
弘
毅
会
計
監
事
、
秋
葉

哲
生
会
計
監
事
に
よ
り
令
和
元

年
度
の
監
査
が
行
わ
れ
、
会
計

処
理
は
適
正
で
あ
る
と
承
認
さ

れ
た
。

第
７
議
案
：
令
和
２
年
度
予
算

案
　

基
本
的
に
は
令
和
元
年
度
の

予
算
を
踏
襲
し
て
お
り
、
基
金

よ
り
メ
モ
リ
ア
ル
事
業
費
を
取

り
崩
す
事
と
し
、
予
算
が
承
認

さ
れ
た
。

第
８
議
案
：
会
務
組
織
変
更
、

そ
れ
に
伴
う
会
則
修
正

　

会
務
分
担
の
組
織
変
更
の
た

め
、
会
則
変
更
の
案
が
承
認
さ

れ
た
。

ゐ の は な 同 窓 会 報

令
和
元
年
度　

第
３
回
理
事
会
議
事
要
旨
抜
粋

令
和
２
年
度　

第
１
回
理
事
会　

書
面
審
議
要
旨
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� 白　澤　　　浩（昭57）　

　同窓会のホームページ（HP）は、2006年（平成18年）に開設して以来、基本的なデザインを変更しておりま
せんでした。この度、スマホやタブレットでも閲覧し易い画面とするために、暗号化（SSL化）を施し機密性が

向上したCMS（コンテンツ・マネージメント・シス
テム）を用い、レスポンシブな（閲覧する端末に応
じて、最適な画面構成で表示される）HPにリニュー
アル致しました。CMSによりコンテンツの更新が容
易になることから、即時性のある情報発信手段とし
ての活用が期待されます。
　また、同窓会のYouTubeチャンネル（ゐのはなチャ
ンネル）を開設し、動画による情報発信の利便性を
図りました。ご好評を頂いておりましたオンライン
会報に収録された100本以上の動画につきましては、
YouTubeへのコンテンツ移行と共に整理し、動画を検
索し易い収録形式にするためのアーカイブ化を行っ
ています。近いうちに、オンライン会報のページに
つきましても更にリニューアルを行う計画でおりま
す。御期待ください。https://inohana.jp/

同窓会ホームページ ゐ の は な 同 窓 会 報

ゐのはなチャンネル
（YouTubeで「ゐのはな」と検索して下さい）

ゐのはな同窓会ホームページがリニューアルされました。
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千葉医学96巻１号　2020年２月
症　　例
　腹腔鏡下に切除し得た90 ㎜大の出血性小腸GISTの 1例
 　齋藤　徹　野澤聡志　永井啓之　横山元昭
 　藤井康矢　郷地英二
　頸部CTが診断の一助となった嚥下障害の 2例
　　－強直性脊椎骨増殖症・咽頭食道憩室－
 　岩永光巨　亀崎秀宏　黒杉　茜　妹尾純一
 坂本　大　青木保親
千葉医学会奨励賞ミニレビュー
　中咽頭癌のエピゲノム解析 　中川拓也
学　　会
　第1384回千葉医学会例会・第39回歯科口腔外科例会
編集後記 金田篤志
Chiba�Medical�Journal
Chiba�Medical�Society�Award�Review
　Foxp3 and autoimmunity: transcription regulation and partner proteins
 Shigeru Tanaka
　Biological features of freeze-dried platelet-rich plasma for bony union in 
　　spinal fusion surgery Sumihisa Orita
Original�Article
　Impact of hypertension on long-term graft function after pediatric kidney 
　　transplantation: a 15-year follow-up of a Japanese regional cohort
 Hiroshi Yoshimura, Tomoo Kise, Shigeru Fukuyama, Masatsugu Uehara
 Keiji Akamine, and Naoki Shimizu
　Osteophyte formation at the posterior notch of the femur serves as an 
　　early sign of osteoarthritic change of the knee joint
 　Yuya Ogawa, Ryuichiro Akagi, Ryosuke Nakagawa, Seiji Kimura
 Yoshimasa Ono, Shotaro Watanabe, Hiroaki Hosokawa
 Manato Horii, Masashi Shinohara, Ryosuke Tozawa
 Taichi Ninomiya, Seiji Ohtori, and Takahisa Sasho
Case�Report
　Giant granulosa cell tumor of the ovary with continuous uterine bleeding 
　　after nine-year period of amenorrhea in a perimenopausal woman
  Nao Baba, Hiroshi Ishikawa, Tatsuya Kobayashi, Ayumu Matsuoka
 Michiyo Kambe, and Makio Shozu

千葉医学96巻２号　2020年４月
症　　例
　繰り返す腹痛，発熱の病歴及び家族歴から家族性地中海熱を疑い，
　　MEFV遺伝子解析にて確診を得た 1例
 岩永光巨　亀崎秀宏　黒杉　茜
 妹尾純一　坂本　大
提　　言
　「千葉大学学術成果リポジトリCURATOR」を活用した
　　モノグラフの出版 : 研究成果オープンアクセス推進への提言
 杉田克生　千葉明子
学　　会
　第1404回千葉医学会例会・臓器制御外科学教室談話会
　第1410回千葉医学会例会・第37回脳神経内科学教室例会
　第12回ちばBasic & Clinical Research Conference学生発表
編集後記 松原久裕
Chiba�Medical�Journal
Chiba�Medical�Society�Award�Review
　Novel approach for management of endometrial cancer: 
　　drug repositioning of metformin  Akira Mitsuhashi
Original�Article
　New material property conversion equation for bone strength measurement for 
　　CT-based finite element modeling 
 Yoshiyuki Matsuyama, Yusuke Matsuura, Takane Suzuki, Tomoyo Akasaka
 Daisuke Himeno, Atsuro Yamazaki, Ei Ozone, Michiaki Mukai
 Takahiro Yamazaki, Takeru Ohara, Shinji Taniguchi
 Hiromasa Wakita, Kazuki Kuniyoshi
 Seiji Ohtori, and Takahisa Sasho
　Effect of platelet rich plasma concentration on tendon healing in a rabbit 
　　Achilles tendon transection model
 Seiji Kimura, Satoshi Yamaguchi, Aya Sadamasu, Yuya Ogawa,
 Yoshimasa Ono, Shotaro Watanabe, Ryuichiro Akagi
 Seiji Ohtori, and Takahisa Sasho
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時
空
間
を
超
越
す
る
が
如
き
遺

伝
子
の
世
界
に
直
面
し
て
い
る
昨

今
で
す
が
、
無
事
、
発
刊
の
運
び

と
な
り
ま
し
た
事
、
安
堵
の
感
で

す
。
ご
寄
稿
を
は
じ
め
と
し
た
皆

様
の
不
断
の
努
力
に
感
謝
す
る
次

第
で
す
。
と
こ
ろ
で
、
現
在
求
め

ら
れ
て
い
る
新
し
い
生
活
様
式
に

つ
い
て
で
す
。
本
号
１
面
な
ど
で

記
載
さ
れ
て
あ
る
公
式
行
事
な
ど

も
含
め
、
諸
種
の
事
柄
で
対
応
す

る
努
力
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

会
報
ゐ
の
は
な
に
つ
い
て
も
例
外

で
は
な
い
と
考
え
ま
す
。

　

本
会
報
は
、
巽
浩
一
郎
先
生
に

よ
る
８
面
掲
載
写
真
の
よ
う
な
時

代
か
ら
、
連
綿
と
続
け
ら
れ
て
来

た
も
の
で
す
（
参
考
：
１
６
４
号

40
面
編
集
後
記
）。
会
員
の
動
静

に
関
す
る
情
報
も
含
め
て
、
会
員

間
の
親
睦
な
ど
で
大
き
な
貢
献
を

し
て
来
ま
し
た
。
そ
の
上
で
、
新

し
い
時
代
に
適
合
す
る
紙
媒
体
と

し
て
の
新
た
な
方
式
で
の
役
割
が

期
待
さ
れ
ま
す
。
例
え
ば
、
31
面

で
紹
介
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
やYou 

Tube

な
ど
と
の
併
存
方
式
で
す
。

既
存
の
動
的
知
的
財
産
で
あ
る
オ

ン
ラ
イ
ン
会
報
（
参
考
：
１
５
６

号
22
面
オ
ン
ラ
イ
ン
会
報
よ
り
か

い
ま
見
る
医
療
崩
壊
の
防
波
堤
）

を
も
鳥
瞰
す
る
世
界
が
期
待
さ
れ

ま
す
。
重
厚
な
記
録
媒
体
で
あ
る

こ
と
の
み
な
ら
ず
、
会
員
間
の
ス

ピ
ー
ド
感
あ
る
情
報
発
信
が
求
め

ら
れ
る
時
代
で
も
あ
り
ま
す
の
で
。
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